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Phytosociological Investigation of the Evergreen Bread-leaved

                       Forests of Japan-I

e   ma m - re
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                                      Synopsis

   [I'he evergreen broad-leaved forests in Japan are distributed from Ryukyu-Islands to south and

sea side districts of Northeast and west of the TOhoku district The forests are callecl phytosocio-

logically to Came]1ietea japonicae Miyawal<i et Ohba 1963, which is characterized by

Ca.mellia J'(4)onica, Castanopsis spp., Rv'sea (A･ftichilus) spp., Etti),a j'cof)oitica, evergreen Qttei"ctts

(C.".'clobalanopsis) spp. and other evergreen broad-leaved plants. '
   In thls report Camellietea japonicae was classified into 49 associations (8 newly

describecl) and 7 communities, 5 alliances (3 are newly clescribed) and 3 new orders accorcling to

the Braun-Blanquet's system of phytosociolgy.

   Twenty-two associations ancl one community belong to Quercion acuto-myrsinae-

£oliae a!. nov., l-icio-Querceta1ia acutae ord. nov. Seven asseciations in this
alliance are newly describecl. They are Hyclrangeo-Abietetum firmae, Pseudotsu-

getum japoni¢ae, Ophiopogono-Quercetuin glaLicae, Ilici-Qtiercetum
glaucae, Lasiantho-Quercetum gilvae, Quercetum sessilifolio-myrsi-
naefoliae, Symploco-Ilicetum crenatae. Quercion acuto-myrsinaefoliae
is distributed mainly in inland from Niigata Prefecture and Iwate Pref. to Yakushima in Kago-

shima Pref.

   Seven associations ancl one community belong to Maeso japonicae-Castanopsion

siebolclii al. nov., and are clistributed hilly districts or alluvial plain along the coast froin Mi-

yagi Pref. and Aomori I'ref. of the T6hoku (North-Honshu) to Kagoshima Pref. in Kyushu. E1ae o-

carpetum e]1iptici among them, is newly descrived.

   Twe)ve associations and one community belong to Psychotrio-Castanopsion sie-

boldii Miyawal<i, Fujiwara, }-Iarada, Kusunoki et Okucla 1971, which is distributed in the

district exeept on the eSevated eoral reef from islands of Yakushima and Tanegashirna in Kago-

shima Pref. to Iriomote Island in Okinawa Pref. of southern Japan.

   Five association$ and one community belong to Rhaphio1epido-Quercien phy11i-

raeoidis al. nov. which is distributed in the coastal cliff from Aomori Pref. and Miyagi Pref.

(in North Honshu) to Ok'iriawa Pref.

   These 3 alliances eonsistute Myrsino-Castanopsi-etalia sieboldli ord. nov.

   Five associations ancl one community belong to Psychotrio mani1ensis-Acerion

obiongi Miyawaki et K.SLizuki 1974, Diospyro maritimae-MaI1oteta1ia philip-

pensis orcl. nov. Psychotrie manilensis-Acerion oblongi is distributed on the
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elevated　coral　reef　of　Ryukyu－lslands．

　　Cameilietea　japonicae　willbealargerclassifitisabletocomparewiththevegeta－
tion　of　the　evergreen　broad・leaved　forests　in　Forrnosa　and　ChiRa．
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は　じ　め　に

　琉球列島を含む日本ダ鵬はアジアの東部に鉱置し，

台湾より続く常緑広葉樹林山の北限域にあたる。

　日本の常緑広葉樹出域には，圏民の約80％が生活域

としている。全入口の25％以上が集中している首都圏

をはじめ，現在人口30万入以上の都市が28ある中で札

幌を除いた27の都市が，この限られた総面積わずか

370，073km2の日本列島の約40％を占めている常緑広

葉樹林域一ヤブツバキクラス域一に集中している。Ei

本の常緑広葉樹林域の植生は，．占くからの人為的影響

の量。質により多彩な代償植生におきかえられてい

る。わずかに尾根筋や斜面，あるいは海岸断崖地など

のような，人馬の干渉がおよばない，厳しい立地に

は，比較的自然に近い形で，今日なお，自然植生が残

されている。また，神社，寺院あるいは屋敷林とし

て，沖縄ではウガンジョ（御願所）と呼ばれる聖域と

して，宗教的タブー意識，または長い間の試行錯誤の

結果，経験的に生活の知恵として自然林を残し，復元
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　　　　　　　　　　　　〔以下次男に続く〕

　　　c．紀伊半島

　　5）　　に戸ほ到　。撚H露捗也ププ

　　　a．山陰地方

　　　b，瀬戸内沿岸

　　　c．南四国

　　6）　九州地方

　　　a．北九娼

　　　b．　爾プL少H

　　　c．屋久島・種子ケ島

　　7）　奄美・沖縄地方

　　　a，奄美諸島

　　　b．琉球諸島

摘　要

SUmmary

引絹文献

している。

　日本の常緑広葉樹林は，アジアの東部に位置し，フ

Pラ的には台湾，朝鮮，中国大陸，マレーシアに多く

の共通種あるいは共通属を宿している。多暦群落を構

成している安定した常緑広葉樹林は，その土地の様々

な臼然環境要因の総和が呉現化されたものである。し

たがって，常緑広葉樹林の群落体系を確立し，その立

地を確認することにより，各群集・群落が常緑広葉樹

林一ヤブツバキクラス林一でどのような位置を占めて

いるか，客観的に把握可能である。同蒔に，土地本来

の自然環境の生物集麟の側からの総合的な理解が可能

となる。

　筆者は1967年に伊勢志芦洲翌立公園域における植生調

査を足がかりとして，横浜国立大学環境科学研究セン

ター教授（同教育学部生物学教室教授）宮脇　rl召博士

と共に日本列島の常緑広葉樹林の植生調査解究を進め

てきた。

　1971年，関東地方の植生誌的な調査の第一一歩として

逗子市の植生が調査さオ！した。同時に，逗子市の森林植



生が，｝．i本の常緑広葉樹林帯でどのような位置を占め

ているかを，罫観的に認識するために，日本列島の常

緑広葉樹林（ヤブツバキクラス林）の体系化が試みら

れた（宮脇・藤原・原田・楠・奥田，197！）。当時各

地域で多くの植生調査資料が発表されていたが，全て

の常緑広葉構林が，総合的に比反・検討された資料は

なかった。そこで，当時宮脇　昭教授を中心に，神三

二県立博物館主任研究員大同達之博士らが集められた

植生調査資料を基礎とし託，故鈴木時夫前大分大学教

授，故佐々木好之博士（広島大学），故矢頭献一博士

　（三重大学），由中二男博士（両脚大学），南川　幸博

士（名古屋市立保育短期大学）らの御協力を仔て，常

緑広葉樹林の体系化が試みられた（宮脇。藤原・原田

●ホ南・奥圧1，　1971）。

　その後多数の日本各地の新しい二二調査資料が得ら

れた。また琉球列島の常緑広葉樹林の体系化が完成さ

れた（鈴木邦雄1977｛｝二慢乎三日求論文；鈴木邦，1979）。

そこで現在までの数多くの植生調査資料や群落褒を山

開的に再検討しながら，あらためて日本列島の常緑広

葉樹林の体系化を行った。

　築者は1966年横浜戸立大学教育学部の卒裳論文以

来，常緑広葉樹林の植生学：自勺研究に並行して湿原植生

の研究も機会あるごとに行ってきた。湿原植生は常緑

広葉樹林に比較し，種類組成が単純であるが，個々の

種が環境要因・立地要因に対応し複雑な結びつきを示

す。植物社会学的植生調査方法は，挙純な種類紐成を

もつヨーロッパで行なわれてきており，Ei本の冨緑広

葉樹林のような種組成が豊幌な植生に対しては，種組

成による分類は困難とされる見方が他学派にある（四

f井，1973他）。単純な種組成の揃．原植生の群落体系化

と種組成の複雑な常緑広葉樹林の体系化とは，一見相

反する作業のようだが本質的には飛ならない。Van

Steenis　1937は「多種多様な植生型を研究し，相互比較

し，円型の間を関連づけるにあたっては，論理的に言え

ば，もっとも内容の塩蒔な週から出発すべきである。

種の数，蓄積璽および個体密度においてももっとも二

流な植生型は熱帯に見出される。われわれの研究の出

発点となるものは，内容の貧」1な人馬の影響下に戒立

したヨーロッパの植生ではない」と記している。とく

に，熱帯と温帯の劇1・ljに位置するE1本の常緑広葉樹林

を，植生学的に群落体系化することは，豊富な種組成

からなる植生の，群落分類の可能性を追求することに

も連なる。本命による群落の比較・検討により，日本

の常緑広葉樹林は，様々な立地要囚，環境要因の局地

的な錯綜により，相観的にも，また部分的に，種組成

について連続しているようにみえるところもあった。

しかし，連続しているようにみえる種組成の群落に対
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しては，隣抜群落との比較による区分種を抽出し，相

違を見撫した。群套く単位は，標徴種および区分種によ

り決定される。しかし，ヤブツバキクラス林の北限地

に分布しているような．種組成の貧化している植分で

は，ヤブツバキクラス全体の総合常在度表の比較によ

り，欠落した種組成，区分種だけの種組成の群落で

は，群落分布および種類組成が独立しており，確実な

∫r位性が見出せる群落は，群集としてみとめられた。

　日本列島の常緑広葉樹林の群落体系をまとめるにあ

たり，資料収集・整理に多大な労力を要した。本研究

をまとめるにあたり，東北大学理学部教授飯泉　茂博

士，横浜国立大学環境科学研究センター（同教育学部

生物学教室）教授三二　昭博士に沫甚なる感謝の意を

表する。飯泉　茂教授には本論文を「する機会を与え

られ，さらに，広い視野にたたれた御指導，有益な御

助君，御激励を賜わった。宮脇　昭教授には筆者が横

浜国立大学学生当時より，本研究のための調査・研究

の機会を与えられ，きびしい御指導，暖い二二達を賜

った。講教授の長年にわたる変らぬ御指導に心から御

礼を申し上げる。

　また孤山が！969年に滞欧した際に植生学の本質につ

いて御指導賜り，その後も常に暖かい御助言を送って

下さった西ドイツ・リンテルン市の理論応用植物社会

学研究所長故Reinh・1c1丁甑en教授に心からお礼申し

上げる。

　横浜躍立大学環境科学研究センター助教授奥山重俊

博士には，現地調査および論文作成に際し，有益な御

助言を戴いた。また同助手鈴木邦雄博士には琉球列島

の植生の研究を通じr討論し，御助言をいただいた。さ

らに同センター教授青木淳一博士には原稿を御校閲戴

いた。謝意を表する。

　現地調査には多くの方の御助力を戴き楠生調査資料

をお借りした。植生調査資料は，密脇　昭（A．M．），

奥圧1工二俊（S．0．），藤原一絵（K．F．），　霊令オくヲ餐劃f三

（1く∴S．），彦衰田　影回（難．£［．），佐々フ1く寧（Y．S．），

井上香世子（K．1ゆ，中村幸入（Y．N．），木栂雅史

（M，K．）などの横浜国立大学のスタッフ，宮崎県立

延岡第二高等学校河野耕三氏（K．K。）および中村学

田大学尼川大回教授，福岡大学付属高等学校教諭冷川

昌彦氏から御協力戴いた。記して謝思を表する。

　膨大な資料整理には横浜国立大学環魔科学研究セン

ター木村雅史，弦牧久仁：子，村上雄馬，原田　洋，釈

熟美の諸氏に御協力戴いた。現地調査・種の岡定。資

料整理・学術名の校閲に秋田県立大曲農業高等学校望

月陸央（R．M．）氏に助力戴いた。心から御礼申し上

げる。
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1．　巳本の野縁広葉樹林植生の研究概観

　EI本の常緑広葉樹林植生の位脇づけは，田中（1887）

による椿構帯（琉球列島）・クロマツ帯および問帯

（本州・四国・九州）として報告されたのをはじめ

に，本多（19！2）は，沖縄本島中部以南を熱帯林ある

いは熔二二とし，沖縄本島以北の常緑広葉樹林域を暖

帯あるいは亜熱帯林　　暖帯南部（沖縄～九州・匹1圏

の低地），暖帯北部（本州潤南部）に細分している

として扱かっている。また田中（1887）のクロマツ欝

や間帯の区分は不適当とし，カシ帯の名称を与えてい

た。相観からはRUbel（1930）の照葉喬木林Lauri－

silvaeを用い正宗（1936）がシイ群言（Shiietum

cusPldatae），タブ群叢（Machiletumthu－
nbergii）でEl本の常線1ム葉樹林を承している。正

宗（1936）はさらにウバメガシ林はR蹟be1（1930）の

照葉灌本林に近いものとしている。二三からはさらに

常緑照葉広葉樹林Lorbeerwalder域（SchumithUsen，

1961），中野（1942）による暖温帯林（タブ群団），古

良（1945）の暖かさの指数を基礎とした照葉樹林と麗

熱帯降雨林の縫分などがあげられる。さらに植物社会

学的基礎をふまえて鈴木（1961）により中間温帯林

（ツガ群団），暖温帯林（スダジイ群1寸L後に菅沼

（1962）によりサカキーウラジロガシ亜群団が加えられ

た），亜熱帯林が区分されている。堀川（1968）は中1：苗］

針葉樹林（ツガ群系），常緑広葉樹林（シイノキ群系）

を，Miyawaki　u，　Ohba（1963）は常緑広葉樹林（ヤ

ブツバキクラス）などそれぞれの研究者が多様な表現

をもって日本の常緑広葉樹林をまとめている。

　本報ではそれぞれの植物群落の区分が，種組成的に

どの位置にあたるか群落体系の再検討を行なうととも

に，東幣アジアにおけるEI本の常緑広葉繊林の位遣，

日本列島における常緑広葉樹林の具体的醍分が，水平

的，あるいは空間的に考察された。

II．調査対象地域の概況

　1．地形・地質

　日本列島は東アジアの東辺に細長い孤を描いて北東

から二四の方向にのびている。面積の僅少さに較べ

て，その位置が北は北海道宗谷朗1の北緯45。30’から南

の沖縄諸島南端の波照間島の北緯24。線まで緯度差は

およそ25。09’に及び，緯度差による気候変化の著しい

こともその特色の…つである。常緑広葉樹林の北限は

およそ北緯40。35ノ（El本海岸），北緯39。（太平洋岸）

である。

　常緑広葉樹林分布地域の地彫は地域により異なる

が，淋積地，丘陵地，匡1地の相遼は植物群落に大きな

種組成の枳違を与えている（p，122）。また牡鹿半島。

男鹿半島など常緑広葉樹林北限域の半島における分布

では，汚毒地となる地形に常緑広葉樹林が，また房総

半島，伊豆半島，紀伊半島，大隅半島，能登半島など

の各半島には狭い無ヒi二に結集された多彩な日本の植生

の地域的なまとまりが集合している。さらに佐渡，屋：

久島，伊豆七島などの島々では独特の植生配分が示さ

れ，半島同様に各地域の様々な植生が集約された，い

わば地域植生の縮図が示されている。
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　日本列島の地質は露生層，第三紀層，第匹i紀層の分

布とともに火山性の地質分布がみられる。常緑広葉樹

林の種組成に影響を与え，群落の分布が地質の分布に

類似しているのは関瞬地方以西，近畿，中照，四圏，

九州の花崩岩地域および山口県秋芳台や，福岡県，大

分県，1馴姦などの石灰岩基盤地域である。

　2．気　候

　E体列島は，とりまく太平洋，日本海の影響と，中

央山地の影響により大きく裏日本塑気候，表日本型気

候，瀬戸内型の気候に区分される。主として降水量に

より，冬季積雪撞（降水童）が多い裏日本搬気候は島

根県以北の植生に影響を与えている。～年を通じ寡雨

地域の瀬戸内は種の貧化による固奪の群落分布を示し

ている。瀬戸内型気候は植生への関連が地質と相まつ
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were　inveStigaヒed

て大きいため瀬戸内指数が示されている（鈴木時夫・

鈴木和チ，！97！）。吉良（1945）は暖かさの指数，寒

さの指数により森林帯・気候帯を区分している。1月

・7月。全年の平均気温の等温線カミFig．2に示されて

いる。

　3．　植物地理・フ目ラ

　日本列島の植物繋三1については大井（1975），初島

（1975，　！976），　奥1⊥1　（1957～！963，　！966，　1977），　長：

｝二｝］　（1972，　1976），　杉フ1£　（1961，　1965，　！973），　前lil

（197！），牧野・張本（1925），田川（1959），北村・

村田（！957，1961，1964，1971），宮脇・奥田・望月

（1978）その他の発表がある。植物地埋学的分布につ

いては，とくに常緑広葉樹林の構成種あるいは常緑広

葉樹林域　　ヤブツバキクラス域　　の植物分布につ

いて田代（1943），山崎（！959），Horikawa（1962），

Koshimizu（1937）などにより論じられている。また，

堀鮒（1974）が「暖温帯系の植物群とその北．L」と題

して箆解を述べている。堀田（1974）は倉日li・浜谷

（1968）が植物の分布図に基いて作図したFig，4Bを

基礎に，いくつかの分布の重なり合う境界線よりi）

九州南部や四国1些爾部で分布が終わるモクタチバナ，

ショウベンノキなどの，しばしば熱帯あるいは亜熱帯

要素とされているもの，li）紀伊半島か伊豊半島まで

分布が北上するカンコノキをぱじめ，ハマオモト線に



74

Climatic

Tab.1 IHI[

conditions at

ies･JllloDk･U%lP,iZ(tc

 various localities in Japan

StatlOn
on the

map
 Jle LXI I.li

 cl)5ZiP/1

   1

 Localities

 Jig Z
 sfS iljl
   Nase ･
 kk ,e
 Yal<ushima
 -l<･ ,I,?Ij
 Onnajima
 wa LELi l:i
 Kagoshima
 'E';':' IIfr"I

  Miyazald

 >e m  Ashizuri
 it'tti fitl[

   Kdchi
 g.,tt j.i
  Muroto
 iCV] IIIiii
Shionomisaki
     ?}lt

    'l]sU

 )<- "
    Oita

 za [[[
 Matstiyama
 ,1:ij Et
 Takaniatsu

 iA] k
 Hiroshima
 Ire 111
 Ol<ayama
 fiGi il,
 Tokushima
 "l: lgg
Shimonosel<i
 l;iif IE#l
    Aso
 2rt za
 Hamamatsu
 J<- re
  Oshima
 ."J-. Iag
  Mishiina
 ?in, *
  Yumoto
 etft t)r
 I<amal<ura

 tw ?x
 Yokohama
 li( -rk･
   'r6ky6
 fi'!laP･ 2i}

 Kumagaya
 ot []:･
   ChOshi
 ?its' i3,.
 Kiyosumi
 IYT iF,,}
  Niigata
 il";i [ll
  'rakada
 iPSi S;ii
  Wajiina
 Atn if'y'
 Kanazawa
 ?･;k f't
  Clrsuruga

 ,k }l)c
  Tottori
 tj, JZI ?;ll

 SOnahama
 {[II f')
  Sendai

E
L

Accumula-
ted

temperature

 fitt su ?sE[iTL tS2i

    253.7

    202.0

    200. 8

    212.8

    180.0

    195.7

Absoluted
temperature
maxlmum
diilil,:-'li3it(iiEiL

 7, 8J,l

  Absoluted
  temperature
  mlnlmum
. Ir:fl'-."tsi.c"M,,

･ 1,2Jj

Annuual
range
temperattlre

 .i,ll itt ;k

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

I3

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

28.1 :

27.1

26.7 :
27.2 :
26.3 :
25.9

14.3 ' 13,8

 Warnith
 index

?i,l3, /k} l-R-, tw

   193.7

   168.0

Coldness iLang'srain

index facter

:43CS`DIB,X i,:iyt*IX

      e 143.7

      O 197.5

;

6. 6

6.8

8.3

5.2

7.e

I 2e.5!

     19. 9

     18. 9

     21.1

     18.9

    16LO i

    142. e

l

l 140.8
I

    152. 8

    12o.e

    135.7 ,

o

e

o

o

e

o

93.1

139.0

153.9

145.2

167.5

154. 1

201. 8

181.4

181.2

183.3

180.7

176.8

174.6

183.9

184.0

119. 5

181.5

174.7

190. 0

177.6

176.1

173.7

175.8

163.8

199. 8

157. 2

155.0

153.8

154.4

161.6

170.8

l73.5

l53.8

     '
139.3 ･

26.3

26.5

26. 0

26.6

26.6

26.6

26.7

26. 5

26.5

25.9

24. 7

25. 8

26.4

25. 6

24. 9

30.2

30.8

29.4

30.9

31.0

26.0

24.I

24.0

:

:

:

:

7.4

4. 2

5.1

5. 0

18. 9

22,3

20. 9

2L6

    141.8
'

    131.4

    121.2

･ 123.3

   e

-I.2

   e

   e

165. 8

115.2

109. 6

 90. 9

:

:

4.8

4.2

3.7

4. 9

5. 4

4.9

6.4

     21. 8

･ 22.4
          i
     23.0 ･

     2L6

130.7

126.8

124. 6

123.9

-O,9

-L3

-2.7

   o

 82.3

108, 6

 78.6

le6.2

/

:

2I.1

21. 0

18.3

124. 0

 74. 0

121.5

114.7

    o

-15,3

    o

    o

110, 5

128.0

201.3

'

4.1 21. 7

120.3

118.2

126.1

l23.7 '

-O.3

-e.6

-Ll

-O,8

126.1

181.9

105. 7

114.8

3,7

2. 5

5. 7

4.5

5.3

5.3

5.8

22, 7

23.I

19. 2

25.7

25.5

24.1

25.1 1

6.7

4.1

3.0

O.6

I
24.3

2L 9

21.1

23.4

125. 8

113.8

139.8

115.0

 93.8

104.4

111.6

l20.8

123.5

 92.4

 91.8

-Ll

-3.7

   o

-6,9

   o

-5.1

-4.6

-2,5

-2.5

   o

   o

106.3

 94. 4

114.3

180.7

142,?

236.5

 99.5

l89.6

l75.4

140.4

109.1

107.3



75

　　　’匡．．．．　　要r・　．．
37 @‘珂i，・≧♂

38秋Ak、、。1日

3g酒
C。kl、討・H

　　　｛i．ir　rデiド
40
　　　Aikawa
　　　富　　　由　：41
　　　7royalna
42艦。m。dぎ1

43雫。ku。謹

44佐sl。ノギ
4㌧長。g。，譜．

46臨mam論
47那N、h評

48磁乙轟
491盃轟誰a

124．9 22．5 一〇．1 22．6

ユ30．1

141．9

24，3 一〇．7

0，9

25．0

24，7

79．8

89．0

　0　；　　123．9

－0．3　　　　　ユ65．8

2，6

23．8 92．7 0 195．6

156，2

159．8

162．玉

25，2

25．9 1、9

22．6

24．0

101．9

102．8

0

0

26．2

127．4

179，6

5．4 20．8

21．9

118．8 0

0

114．2

188．6 27．2 5．3 玉28．6 ユ08，8

やi89．2 27．3 4．8 22．5 129．4 0 119．8

198，9

190．3

267．8

277．8

283，0

27．6

32．6

6，2

10，0

21．4

22，6

138、4

130，6

0

0

31．1 18．8 12．3　　　　　20？．8

15．8　　　　　　217．7

16．6　　　　　223．0

0

31．2

32．0

15．4

工5．4

0

0

119．0

122．0

95．0

100．8

93．1

分布の北限が関係するヤマモガシ，カンザブロウノ

キ，トキワガキ，ヤマビワ，コバンモチなど，iii）前

者とほとんど分弗域は同じだが，房総半島まで北上す

るシャシャンボやバクチノキなど，iV）東北掬那福島

県あたりまで分布するカクレミノ，ゴンズイ，サカキ

など，v）さらに三陸海屋まで北．一しするヤブニッヶ

イ，シキミ，トベラ，シロダモなどの5群にわけてい

る（Fig．4A）。また，これらの5群を吉良の暖かさ

の指数のi）140度目ii）130度，　iii）120度，　iv）100

度，v）85皮に対応させている。

　本1屑・四国・九州と」舅ご球列島の植物釧の相違はA．

Ito　（1887），　到三巧ミ（1934），　Hara（1959），　初、島（1971），

薮・Walker（1976），前川（1977）などにより1り1らか

にされてきている。その移行帯となる屋久島について

はMasalnune（1949）が統計lll勺処理により大隅海峡

を幣限とする属が80，涯ヒ限とする鵬が27であるのに対

し，屋久島より南に分布しないものは24属で，．奄美大

島，徳之島地区を北限とするものは36属であり，大隅

海峡のほうが分布境界線として重要であり，屋久・種

子島地域は日本地区である九州と台湾・琉球地区に所

属する奄芙大島以爵の地域との移行帯にあたると論じ

ている。

　植物社会学的には宮脇・藤原飽（1971）により屋久

島以掬はボチョウジースダジイ群団に，大隅海峡以東

。以北はヤブコウジースダジイ群団として常緑広葉樹

林（ヤブツバキクラス）が位丁づけられている。

III．調査方法
　1．　現地植生調査

　現在残存している常緑広葉樹林では，厳密には自然

林は我が国には全くないといっても過言ではない。本

報告における調査対象は，日本の各地に残されている

常緑広葉構林の中で，林縁橿生や好陽性の植物が少な

い，比較的自然林に近い種組成をもった林分を対象と

して植生祠査が行なわれた。時に萌芽林形態の二次林

が対象とされたが，林縁植物や路傍雑【功ミ邸内に侵入

していない林分が選ばれた。

　植生調査に際しては，調査地域内の全出現種につい

て階層別に完全な種のリストがつくられた。群‘6階層

は，當緑広葉樹林のような多層群落では，高木第1層

Tl（tree　layer－1），高木第2願あるいは亜高木層

T2（tree　layer－2），低木層S　（shrub　layer），草本層

H（herb　layer），僻苔麟M（moss　layer）　にわけて

f洋落の全植被度が与えられた。

　さらに各層の｝⊥1現種について全高定法（BraUn－

Blanquet，1964）により被度cover（legree（5階級

Elienberg，1956他）および群度sociabilityが与えら

れた。

　さらに隣接群落，人為的影響，微地形，土壌条件，

方位，傾斜，海抜高度など現地で判疋できる範囲で，

できるだけ多くの立地条件が記録された。

　2．　群落組成表の作製

　現地で得られた植生調査資料はテーブル操作によっ

て糸表，常在度表，部分表，区分表，総合常在度（ロ

ーマ数字）表，群集表に組みかえられた。さらに総合

欝在度表を基盤として既発表資料，琉球列島の軍緑広

葉樹林との比較が得なわれ上級単位の検討が行なわれ

た。

　抽出された植生単位を基礎に縮尺1：！，000，000の地

形図に日本のヤブツバキクラスのH然植生図が描かれ

た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4　暖混帯系の樹木の分布（堀旺1，1974）

　　　　　　　　　　Distribution　of　the　s1）ecies　of　warm－temperate　zone（Hotta，1974）

A．北上等分布度線，数字は分布指数。B，各種の．分布眼雰線。1，クサギ，2．ヤブニッケイ，3．シキミ，

4．トベラ，5．シロダモ，6．カラスザンショウ，7．ヒイラギ，8．カクレミノ，9．ゴンズイ，10．サカキ，

／1．クロガネモチ，12．シャシャンボ，13．バクチノキ，14。モッコク，！5．タイミンタチバナ，16．バリバ

リノキ，！7，カンコノキ，18．ヤマモガシ，！9，カンザブロウノキ，20．1・キワガキ，21．ヤマビワ，22．コ

バンモチ，23．ハマセンダン，24．サンゴジュ，25，ハマビワ，26．モクタチバナ，27．ショウベンノキQ屋：

久・種．子島に分布している種のみを選ぶ（各種の分布は，倉圧i・浜谷，1968による）。

A．The　same　distribute⊂Uine　going　up　north．　Number　means　distributed　species－number，　B．The　limited

Hne　of　the　species　distribut三ng，　L　CZoro4（ノ〃【♂”o〃　‘ノ’∠（ゾ～ozoノ〃’〃〃，　2．　C～〃〃‘〃〃。〃～’〃ノ’ノζ4）o〃～（マ〃〃，　3．〃〃‘々4〃L

’でZ～9’05」〃ノ～，　4，1『～”oψ01マ‘〃’　∠oゐ’プζ‘，　5．蕊。〃ご∫（～α　∫‘ワゴ。び‘z，　6．丑碧㍑”α　ζz〃‘〃～〃～o～ゴ85，　7．05〃’‘〃～〃しど45　1z〔～女〃ro騨

1，1リノ”π5，　8，1）d〃ζ～ノ’確）α〃ζτ．．じ　∫”ケyζ～～‘5，　9．Eμ5ごψん～5　ノ‘ψo〃’‘1α，　10．　C～り膠1㍑ノ‘4）o〃’（「α，　11．　∬～召諾　ノ『oご～〃κ1α，　12．

τ々zじご～〃々‘〃’わ’rα（「ご8α’♂‘〃’，13．乃8～〃～♂‘5驚ψρ8”‘‘〃α，14．7セ〃～∫‘1¶06〃’∫‘τ81y〃〃～α〃”z．c’π，15．ル疋y1¶5’〃β5（管～♂’〃’∫，

16。詔1c々1～o‘！‘ψ／～．ノ～（ノ～o〃8’〃〔∂Z～‘’，　17．　G♂oぐゾ～～4～o〃　oゐ。て・‘z‘‘〃〃，　！8．飾Z～（ゴαcoビ々’〃‘，1～f〃（～〃515，　19．55ノ〃ψZo（705　”z｛～o－

／）1L1てz5ご‘乙‘プ∂々α，　20．　1）～oV）こyプ05　〃～017ゼ5’ζ〃’α，　21．　ハ4診Z～o∫〃～α　1プg’ガ6～α，　22．　E～α（ノ。（Y〃γ）’｛5ノ‘4》oノ～’（’♂’∫，23．　Eてro4ガα

1〃8Z～α（狗Z1α，　24．　V7∂～θフ～～〃〃　‘z’とこ，α∂μた’，　25．　ゐ～’5（ノα　ノ妙。〃～αz，　26．　∫二11ゼ～∫’α　5～8ゐ。！ζ！”，27，　7｝’ノプ》～〃！α　’ω層1～αごα，

These　spec玉es　was　choised　from　the　species　dis頃bute（I　in　Yaku・shima　and　Tξmegashima　Island〔1くurata

and　薮alnaya，1968｝。
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　　　　窪’he　limited　line　of　tl、e　distribution　in　an（1　around　the　Japanese　Islan〔ls（Hotta，！974）

A．シュミッi・線，B．宮部線，　C．八田線，　D．イ斑狩低地帯，　E．黒松内低地帯，　F．ブラキストン線，

G，牧野線，H．ルイス線（スタイネガー線），1．ハマオモト線（本州南岸線），」．朝鮮海峡線，　K：．対馬

海峡線，L．三宅線，　M．渡瀬線，　N．先島線（蜂須賀線），0．新ワーレス線（鹿野による修正），　P，細

川線

A．Schmidt’s　line，　B．　Miyabe’s　llne，　C．　Hatta’s　line，　D．　Ishikari．10w　lan（1，　E．　Kuromatsunai－low　land，　F．

Blakiston’s　line，　G．　Makinげs　line，　H，　Luis．Line（Stejneger’s　line），　L　C’・～〃～〃〃郡’α’16z〃〃var．ノ畷＞o〃～ζノ～”ノ’一

line（South　coast　line　of　Honshu），」．　Korea　Strait　Llne，　K．　Tsushima　Strait　Line，　L　Miyake’s　line，

MWatase’s　Iine，　N．　Sakishima　Line（Hachlsukaンs　line），0．　New　Wallace’s　line（modifiecl　by　Kano），

P．Hosokawa’s　line

IV．調査結果
　　　一日本の常緑広葉樹林の植生単位

　欝本列島の常緑広葉樹林の群落体系化が1971年に試

みられて以来，横浜國立大学：環境科学研究センター植

生学研究室宮脇昭教授以下のスタッフと，筆者が独自

に集めた本州，四国，九州の常緑広葉鱗林の植生調査

資料は，1978年までに既発表資料を除き，約1，000以

上にのぼった。これらの植生調査資料を基礎に組成表

作業により群落単位が抽出され，既発表の資料と比較

検討がくりかえされ，群集。群落が決定された。さら

に1979年にまとめられた琉球列島の常緑広葉樹林の各

群集・群落および，台湾，中国の関係資料と比較検討

され本州・四国。九州の～常緑広葉樹林は1クラス，2
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オーダー，3群団，34群集，3群落にまとめられた。

四球列島の植物群落を含めたEi本の常緑広葉樹林の」：二

級単位の検討では1クラス，3オーダー，5群団にま

とめられる（V・1参照）。

　小笠原諸島の常緑広葉樹林については，大場・菅原

（1977）の報告があるが，日本列島の常緑広葉樹林と

は，著しく共通種が少ないこと，島物性がきわめて強

いことも考慮され，フロラをはじめまだ多くの問題点

が残されていることより今回は比較されていない。

　　　　　　　　ヤブツバキクラス

　　　　Cameilietea　3aponicae
　　　　　　M量yawaki　eもOhba　1963

　！）　Synonym：

　　　（1）クス・カシクラス　鈴木時夫（1962）

　　　　　LauraCeO－FagaCeetea　sempervirentia

　　　　　　　　　　　　　　　　　Suz．．Tok，1962

　　　（2＞　タブ群団　　　　　　　中野治房（！942）

　　　　　　　　カシ　　　（3）暖帯林儲｝1｛1：　　　　　本多（19！2）

　　　（4）　旦藪葉高フ1く本｛く　　　　　　　　　　正労て　（1936）

　2）標徴種：タブノキ，マンリョウ，ピサカキ，ヤ

ブツバキ，モチノキその他常緑穂物。

　3）　分布：〔北限〕青森県岩崎村（40。35／NL）吉

岡（1964），岩手県由田ili∫　吉岡他（1969），　〔南限〕

沖縄県西表島Miyawakl　u．　a．（1961），台湾，中国大

睦に続くと考えられる。

　4）相観：常緑広葉樹の高木あるいは低木植物が森

林を構成する。立地により常緑カシ類（≧yビ～0ゐα1瑚妙一

3～鍔Q〃ωで榔（アカガシ，ツクバネガシ，ウラジロガ

シ，シラカシ，アラカシ，イチイガシ，ハナガガシ，

ウバメガシ），シイ類Cα離切妙5齢（コジイ，スダジイ）

あるいはタブ類・Rη認‘ぢM沈1～1細5（タブノキ，ホソバ

タブ）がそれぞれ独自に優占することがある。他の種

類は混生する。沖縄本島南部や宮古島などの石灰岩地

域の常緑広葉樹林では1種が優占することは稀れで，

クスノキ科の木本植物が混生する形態をとっている。

　ヤブツバキクラス北限域，あるいはブナクラス林に

接する上限で，立地条件がきびしく筆端なところでは

モミ，ツガ，トガサワラ，コウヤマキ，スギなどの針

葉樹が優湿することがある。これらの針葉樹はヤブツ

バキクラス上限，沈限よリブナクラス下部にかけて思

子状にあるいは非帯状に不連続に生育する植物群であ

る。

　5）構造：常緑植物による4層群落を形成する。一

部風衝断崖地あるいは肉地風衝地に発達する群落は，

2～3層群落を形成する。

　6）立地：日本の常緑広葉樹林すなわちヤブツバキ

クラス林域は，吉良による温量指数85mdより，240
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md，寒さの指数一10～一！5md以皿［二の地域（吉城，

！948，1951）にほぼ対応している。ヤブツバキクラス

林の北限は！～2月の平均気1后ilO。5℃（∫F，1978），1

℃（吉岡，1956），一1℃（石塚，1947）とされてい

る。ヤブツバキクラス林の成立は，広域的には気候条

件に起因している。

　7）代償植生その他：アカガシーシラカシ群団域で

はイヌシデーコナラ群団の夏緑広葉樹林を二次林とし

て形成されやすい。クチナシースダジイ群［寸1域では常

緑広葉樹の萌芽林形態が多い。土地利用は立地により

異なり，人為的影響の加わりかたにより代償植生が異

なる。

　　　　　A．シキミーアカガシオーダー

　　　Ill量cio・Quercetalia　acutae

　　　　　　　　　ord　nov．

　1）　Synonym：

　　α）ヤブツバキオーダーの一部

　　　　Camemetalia　japonicae　Odaet
　　　Sumata　1966

　　（2）サカキーウラジロガシ亜群団

　　　　Sakakieto－CyelobalanoPsion
　　　SuganUma！965

　　（3）　シイーカシ林区　吉岡　1958

　　（4）　ヤブコウジースダジイ群鋳

　　　　Ardis三〇一Castanops｝on　siebol－

　　　di三Mlyawaki　et　al．1971

　2）　標微種：アカガシ，シラカシ，ツクバネガシ，

ヒイラギ，シキミ，ミヤマシキミ，ユズリハ，カヤ，

イヌガヤ。

　区分種；モミ，ツガ，アセビ，キッコウハグマ，コ

カンスゲ。

　3）　分布：〔北限〕岩手県（吉岡，1953），新潟県

（宮脇・藤原，1979）。〔南限〕屡久島（宮脇勉，1978），

台湾および中国大陸まで分布すると考えられる。

　4）相観：アカガシ1臣事C3，‘ゾ。！，‘液’〃曜）∫～∫あるい

はモミ，ツガ，スギ，トガサワラ，コウヤマキなどの

針葉樹が優占する。構成種に夏緑広葉樹が多く生育す

るようになる。

　5）構造：3～4層群落を形成する。1」一1地風衝地で

低木林を形成する。

　6）立地：暖かさの指数85mdより120m〔1，寒さの

指数d5mdより　O　md。内陸部に分布する。

　7）代償植生その他：イヌシデーコナラ群団および

アカマツ群団に所属する夏緑広葉樹林の二次林を形成

しやすい。

　宮脇・藤厘・原田・楠・奥田（197乳）で規定されたヤブコ

ウジースダジイ群団　Ardisio－Castanopsion
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　　　　　　　　　　　　　　　　　The　potential　natural　vegetation　map　of　Japan．

高山帯域：1）コケモモーハイマツ群団，媛生低木ハイデ，風衝草原など。コケモモートウヒクラス域（瀬高山

および亜寒帯針葉捗1林）：2）エゾマツ群団（北海選）およびシラビソ群団（本州，四物）。ブナクラス域（夏緑

広．葉樹林弗二）：3）チシマザサーブナ群測（北海送：闇闇バボダイジゴミズナラ林）　；4）チシマザサーブナ

群団（本州．，四顯，九州：ブナ林）・；5）スズタケーブナ群団（ブナーイヌブナ林）。ヤブツバキク・ラス域（常緑

広葉樹四域）：6）アカガシーシラカシ群団；7）イズセンリョウースダジイ群闇；－8）ボチョウジースダジイ群

隣；9）ナガミボチョウジ嗣クスノバカエ・デ群贋1　　　　』　　　　　．’　　　　　．　　　　　　　　1．”

一Alplne　vegetation　region＝1）Vaccinio－Pinion　p　u　m　i　l　a　e，　dwar：f－shrub　heatl㍉windward　grass－

landetc．一Vaccinio－P三ceetea　japonicae　reg三〇n（Suba11）ineandsubarctic　conifer　forest‘zo－

ne）＝2）Piceion　lezoensis（Hokkaido）and　Abietion　mar三esii（Hollshu，Shlkoku）．一Fa－

9etea　crenatae　reg三〇n　（Summer　green　broad－1eavedforestzone）：　3）Saso－Fag三〇11　cre’na－

tae　in　熱okkaidQ　（7ヤ〃αノノ～召ユゴ〃’oてσ1ビ窓～α〃‘z－Q」’（ツ’‘「～♂∫〃’01’9’oZ1‘．9ζ’var・91’‘♪∬‘・5‘〃”¶‘」！ごひforest）；4）Saso－

Faglon　crenatae　inHonshu，Slユ三koku，andKyushu（1㌃～9”∫θマぞ〃‘～如一forest）；5）Sasamorpho－

Fagion　crenatae（1㌃zg～’∫‘．フ’（～〃‘～ごα一R屠フ’∫．ノ砂。〃1c‘z・forest）．一Camellietea　japon三cae　region

（Evergreenbroad－leaved　forest　zone）＝6）Quercion　acuto・1nyrsil、ae｛ohae；　7）Maeso

jaPonicae－Castanopsion　sieboldi三；　8）Psychotrlo－Castanopsion　sieboldii；

9）Psychotrlo　manilensls－Acerion　oblongL



sieboldiiは本山による種組成の比較，群集・群

落の検討によりアカガシーシラカシ群雨Quercion

acuto－myrsinaefoliae　aLnov．（カシ林や

カシ類を混生するモミ林がまとめられる），イズセ

ソジョウースダジイ群団MaesolaPonicae－
Castanopsion　sieboldiiaL　nov．　（～毎ナ馨～喬

いのシイ，タブ林）およびシャリンバイーウバメガシ

群団Rhaphioiep玉do－Quercion　ph員iy・
raeoidis　a1．　nov．（海岸風衝低木林）に区分され

た。しかし，これらの各群団は，共通種をもち，種類

組成により2つのグループに区分できた。すなわち，

ヵシ類を標三種とするアカガシーシラカシ群団のグル

ープと，イズセンリョウースダジイ群［凱　シャリンパ

ィーウバメガシ群団，ボチョウジースダジイ群繊のグル

ープである。後者はセンリョウ，クチナシ，ミミズバ

イ，トベラその他など多くの共通種をもっことにより

亜熱帯林の一形としてまとめ，タイミンタチバナースダ

ジイオーダーMyrsino・Castanopsietalia
sieboldii　or（Lnov．と命名した。さらにアカガ

シーシラカシ群団は，中園大陸のカシ林や台湾のカシ

林と共通なシラカシ，シキミ，ミヤマシキミ他を標徴

種としてシキミーアカガシオーダーlllicio・Quer・

cetalia　acutae　aLnov．と命名された。

　　　　　　a，アカガシーシラカシ群団

　Q聡eτcion　ac縫to－myrsinaefol量ae
　　　　　　　　　　al．　mV、

　1）　Synonym：

　　サカキーウラジロガシ亜群団

　　　　Sakakiet・一Cyc1・1）alanopsi・n

　　　Suganuma　et　Suz．一Tok．1965

　2）標三種：アカガシ，ツクバネガシ，イチイガ

シ，シラカシ，ハイノキ，カラタチバナ。

　区分種（地域的すみわけがある）：キジノオシダ，

オオキジノオシダ，ミヤマノコギリシダ。

　3）分布：〔北限〕宮城県（吉田，1956），新潟県

（宮脇・藤原，1979），〔粥限〕鷹久島（宮脇他，1978），

日本固有と考えられる。

　4）　相観：アカガシ亜属qy‘ゾ。ゐα1α〃砂∫1∫あるいは

モミ，ツガ，スギ，トガサワラ，コウヤマキなどの針

葉騰が立地により優占する。構成種に夏緑広葉樹が，

他の常緑広葉樹林よりも多い。

　5）構造：3～4層群落を形成する。山地風衝地で

はアカガシ，ハイノキ，イヌツゲなどが．優占種となり

低木林を形成する。

　6）立地：暖かさの指数851ndより120md，寒さ

の指数一15mdより　O　md。内陸部に分．布する。

　7）　代償植生その他：シキミーカシオーダーに同じ。
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　アカガシーシラカシ群醐は，ヤブ：］ウジースダジイ

群団Ardisio．Castanopsion　siebol（1il
Miyawaki　et　aしの大部分を占めているカシ類を主体

とした群集や，常緑針葉樹とカシ類混交林を形成して

いる群集・群落が回報で新しい．群団として規定された。

イズセンリョウースダジイ群団Maeso　japonicae－

CastanoPsion　s乱eboldlial・nov．と接する

移行帯のルリミノキ珂チイガシ群集，シイモチーシリ

ブカガシ群集，カナメモチーコジイ群集は，アカガシー

シラカシ群団の仙の群集に対する区分種としてイズセ

ンジョウースダジイ群団の種があげられる。また，イチ

イガシ，コジイはイズセンリョウースダジイ群団とアカ

ガシーシラカシ群団の移行帯に特徴的に生育し，アカ

ガシーシラカシ群団に所属する群集標徴種あるいは区

分種となっている。またイチイガシはイズセンリョウー

スダジイ群団に所属するミミズバイースダジイ群集の

イチイガシ亜群集の区分種ともなっている（p．88）。

　従来使われていたサカキーウラジロガシ群団は，サカ

キーウラジロガシ亜群団（Suganuma　1965）を誤認し

て群団に格上げ使用されていたこと，ウラジロガシ，

サカキはクラスの標二種になることより，新しくアカ

ガシーシラカシ群団を命名した。

　1，　シキミーモミ群集

　　　Illicio・Aもietetu漁£iτmae

　　　Suz．葡Tok．1961

　1）　Synonym：

　　モミ聯群叢i（堀川，1962）

　　モミーアセビーシキミ群叢i（堀川，1942）

　　モミーカや三二（垢りU，1942）

　　ッガーイヌガシ群叢（堀川，1942）

　　ッガーハイノキ丸瓦（堀川，1942）

　　ウラジロガシーサカキ群集ツガ亜群集（野本，1953）

　　ツガ群落（山中，！952；！954）

　　モミ群落・（由中，1952）

　　ブナーモミーカシ群落（山中，1953）

　　モミーツがシキミ山群叢（舘脇，1956）

　　モミーアセゼ基群叢i（舘脇，1956）

　　ッガーウラジロガシ群落（矢頭・閏月1，！961）

　　モミーシキミーツルシキミ基山叢（山中，！961；

　　　！96：．～）

　　ウラジロガシーサカキ群集（矢頭・南川，1962）

　　ヤブムラサキーモミ群落（宮脇・大場・村瀬，1964）

　　ウラジロガシーサカキ群集の一部（菅沼，1964）

　　スギーシキミーハイシキミ基群集（梅沢，1964）

　　ウラジロガシーヒイラギ群集ツガ亜群集（鈴木時，

　　　！966）

　　ウラジロガシーサカキ群集（南川，1969）
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　2）　標徴種および区分種：〔群団・オーダーの標三種

および区分種〕モミ，シキミ，カヤ，イヌガヤ，ミヤマ

シキミ，ツクバネガシ，キッコウハグマ，　（ツガ）＊。

コガクウツギーモミ群集の標徴種および区分種を欠く。

　3）　分布：〔東北〕吉剛，1956；宮脇・藤原・原［｛ll

！976。　　〔関東〕　宮｝協●プく場。木寸1葺蓑，　1964；季木弥｛栄イ也，

1965；房ミ日ヨ，　！9ラ2∫－藤源〔，1976。　〔茸ミ毫駐〕　奥圧i，1968；

宮脇・奥田。原田・堀田，1977。〔近畿〕矢頭，1954；

1967；南川・矢頭，！962；菅沼，1964；南川，1970；

宮i協●珪薬i原。金町フ1く●奥田，　1978。

　4）　相観：モミ，ツガ，ウラジロガシ，ツクバネガ

シが立地により優占する。三内に常情広葉樹の低木が

散生する。

　5）　構造＝4層群落を形成する。

　6）　立地：ヤブツバキクラス域の北限にあたる東北

地方では平地に生育立地がみられる。山地急斜顛では

ツガ亜群集がみとめられる。急傾斜」也や岩角地ではツ

ガが優占あるいは生育する。中国地方ではツガーハイ

ノキ型のコガクウツギーモミ群集が海抜400m付近より

みられる。内陸の平坦地ではツクバネガシ型がみら

れ，ツガの生育はみられない。

　7）代償植生その他1クジーコナラ群集ピサカキ亜

群集が二次林としてみられる。岩角地のツガ亜群集の

立地では関東地方ではやマツツジーアカマツ群集，近

畿地方ではモチツツジーアカマツ群集，中国地方では

コバノミツバツツジーアカマツ群集の生育がみられる。

　鈴木時（1966）によりツガオーダーTsugetalia

sieboldiiが提案されているが，群集単位の比較で

はモミ，カヤ，シキミ，ツガ，アセビ，キッコウハク

マはヤブツバキクラスよりブナクラスにかけて厳しい

立地条件下に帽子状に生｛三期しているにすぎない。した

がって種組成の比較によりやブツバキクラスに属する

シキミーモミ群集か，あるいはブナクラスに属するイ

ヌブナーブナ群集，コカソスゲーツが群集か，あるいは

他の独立した群落かを判回することが望まれる。

　2、　凝ガクウツギーモミ群集

　　　Hydra聡geo－Abietet月曜firmae
　　　aSS。　nOV．

　1）　Synonym：

　　ツガーハイノキ基群叢（舘脇，1957）

　　ツガーハイノキ群集（鈴木時・宍戸・吉井，1959）

　　シキミーモミ群集（宮脇。鈴木・藤原・奥田，1978）

　　ブナーモミーカシ群落（山中，！953）

　2）標徴種および区分種：〔シキミーモミ群集に対す

る区分種〕コガクウツギ，ハイノキ，ツガ，ツクシイ

ヌツゲ，シロモジ。ツクバネガシーシラカシ群集，イ

＊亜群集区分鍾となることが多い。

スノキーウラジロガシ群集の標三種を欠く。

　3）　　分賦了：　〔1＝1＝q蒸｛」也プ7〕　iうξ1，　！969；’産y脇・＄会木・藤

原・奥田，1978。　〔瀬戸内海〕堀川，1942；舘脇，

1956。　〔巨q国〕　ぽ1瓢卜，1949；1952；！953；1954；1961　；

1963；1968；1970；里｝フ｛く，　1953；宮自脇，　1959；梅謬艮，

1965。　〔九州〕舘脇，1957；鈴木時。佐藤。須｝i地

1958；九大：阻戸山研グループ，1963；鈴木時，1964；

1969；塗令フ忙1侍・・須彫と，　1964；づ、E［1　．　話ゴBヨ，　1965；須

月隻，　1966；犠つ協イ也，　1977。

　4）　相観：高木層にモミあるいはツガが優占して，

カシ類と混生する。低木層にハイノキが優占する。

　5）構造：4層群落。

　6）　立地＝申国地方より九州南部の内陸部。中ii型地

方広島県では海抜620mの低山地にも分布がみられ

る。ツガが優占する林分は尾根部や急斜面が多い。

　7）代償植生その他：コガクウツギーモミ群集の二

次林としてはコバノミツバツツジーアカマツ群集が多

くみられる。ツガ亜群集の立地では，隣接地にヌマガ

や群落などの湿原植生の発達地もあり，貧養地である

ことが考察される。

　コガクウツギーモミ群集は関東地方より近畿地方に

分布するシキミーモミ群集に対し，数種の南方生植物

をもち，相観および種組成が異なるため，ハイノキ，

コガクウツギ，シロモジを区分種．として規定したQ

　3．　配力サゴシダースギ群集

　　　Dryopter量do－Cryptomer圭etu凱
　　　japonicae　Miyawak圭et　Sasaki　1980

　1）　Synonym：

　　タカサゴシダーツが群集（奥冨，1972）

　2）　標二種：オオゴカヨウオウレン，タカサゴシ

ダ，ミヤマイタチシダ。

　区分種：〔イスノキーウラジロガシ群集に対し〕ヤマ

ダルマ．スギ，ヒメツルアリドウシ，ユズリハ，キッ

コウハグマ，イワガラミ。〔ヒメヒサカキースギ群集に

対し〕ハイノキ，ベニシ．ダ，キジノオレダ，オオキジ

ノオ，イタビカズラ他ヤプツバキクラスの種。

　3）　分布：〔屋久島〕．奥富，1972；宮脇他，1980。

　4）　相観；スギ，ヤ々ダルマが・優占し，時にヒメシ

ャラが混生することがある。隣接するヒメヒサカキー

スギ群集ときわめて絹観が類似しているが，種組成の

相違により区分される。

　5）　構造：4暦，時に5願をつくることがある。

　6）　立地：屋久島の海抜600～1，800mに広く生育し

ているいわゆる屋久杉林中の，海抜600～1，200mの地

域のスギ林がタカサゴシダースギ群集としてまとめら

れる。タカサゴシダースギ群集はさらにモミ，アセビナ

ホソバコケシノブ，コバノイシカグマで区分されるツ



ガ亜群集，ミゾシダ，シマヤマソテツ，カラタチバ

ナ，ツルアジサイ，タニイヌワラビ，オオサンショウ

ソウ，フユイチゴで区：分されるミゾシダ1聰碧β集に下位

区分される。ツガ亜群集は山地の尾根部のやや乾性立

地に分布している。ミゾシダ亜群集は斜．面下部や凹状

地，あるいは谷状地の隠岩准積jl也に生育立地をもつ。

　7）代償植生：屋久島の海抜700～1，000m付近で

は，＝現在盛んに伐採が進められており代償植生は谷沿

いにカナクギノキーヒメ題ヤラ群落，斜面は5～10年

生のアオモジ群落のマント群落が伐り跡地をおおって

いる。

　4，　ヒメク厩モジースギ群集

　　　Lindero－Crypもomeriet秘m
　　　Ya嫌anaka　1961

　1）　Synonym：なし

　2）標三種および区分種：スギ，ヒメクロモジ，オ

ソツツシ。

　3）　分布：四園（山中，！961）。

　4）旧観：スギ，モミなど針葉樹が．優占する。聴に

夏緑広葉樹のイヌブナが混生する。低木層に，ヤブツ

バキ，ピサカキ，アセビ，シキミなど常緑広葉樹が多

い。

　5）　構造：4層群落。

　6）　立地：低山地斜面とらるいは尾根部。

　5．　トガサワラ群集

　　　Pseudotsuget糠m　3aponicae
　　　aSS．　nOV。

　1）　Synonym：ツガートガサワライ洋舞き（禾1］口．1，1937）

　2）　標三種＝トガサワラ，コウヤマキ。

　区分種：ヒメコマツ，ソヨゴ，ウンゼンツツジ。

　3）　分布：紀俳半島（菅沼，1976），四国（山中，

1975）。

　4）　相観：コウヤマキ，トガサワラ，ツガ．，ヒメコ

マツなど高木第1層に針葉樹が優占する。高木第2層

以下にアカガシ，ソヨゴ，ウラジロガシが生育する。

構成．種にコハウチワカエデ，リョウブ，シラキ，ネジ

キ，ヤマウルシなど夏緑広葉樹があり，被度は少ない

が生育する。

　5）　構造：4層群落。

　『6），立地＝きわめて急峻なやせ尾．根部。

　7）　代償植生その萢：伐採されると復元はきわめて

隅難である。二次林としてアカマツ林がみられる。

　6．　イスノキーウラジロガシ群集

　　　D量styl三〇・Q艮ercetumsalici飛ae
　　　Nomoto　eも　Suganun、a　1965

　！）　Synonym：

　　イスーシキミ群集（鈴木時，1954）
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　ウラジロガシーサカキ群集イス亜群集（野本，！953）

　イスノキーサカキータカサゴキジノオ基群叢（野本，

　　！953　；；一1」吋＝r，　1962）

　イス・ウラジロガシ・ツクバネガシーサカキ基群

　　舞ミ　（里予オ～ご，　！953　；艮μ＝1コ，　！962）

　イス・ウラジロガシ・ツクバネガシーサカキーキジ

　　ノオ基質叢i（野本，1953；山中，1962）

　アカガシーハイノキi基群集（野本，1953；山中，

　　1962）

　アカガシーハイノキーツルシキミ基群集（野：本，

　　1953；111中，1962）

　アカガシーサカキ基群集（野本，1953；山中，1962）

　アカガシーシキミ基群集（野本，1953；山中，1962）

　イスノキーピサカキ球ソバカナワラビ一群叢（舘

　　厚編，　1957）

　　コジイークロバイ群集（山中，1957）

　　スダジイ。アカガシーサカキ基群集（山中，1962）

　　スダジイ・アカガシーアリドウシ基群集（山中，

　　！962）

　　スダジイ・アカガシーアオガシーアリドウシ基群集

　　　（1⊥1畔二1，　1962）

　　スダジイ・イスーサカキーハイノキーツルアリドウ

　　　シ基群集（山中，1962）

　　スダジイ・イスーシキミ基群集（山中，玉962）

　　スダジイ・サカキーキジノオ基群集（山中，1962）

　　ウラジロガシーピサカキースズタケ基群集（山中，

　　　1962）

　　ウラジロガシーサカキーキジノオ基群集（山中，

　　　1962）

　　ウラジロガシーヤブツバキ基群集（山中，1962）

　　ツクバネガシーヤブツバキーヤブコウジ基群集（山

　　　耀コ，　1962）

　　ツクバネガシーアセビーキジノォ基群集（幽中，

　　　1962）

　　サカキーウラジPガシ群集，ハナミョウガ亜．群集

　　　（！」＼1…［1・須月彙，　1966）

　2）　標微細：バリバリノキ，ホソバタブ，ハイノ

キ，サンゴジュ，イスノキQ

　ミミズバイースダジイ群集に対する区分種1カヤ，

アセビ，シキミ，イヌガヤ，ミヤマシキミ。

　3）　分布：〔四国〕野本，1953；肉中，1957；1961；

！962；1968；害1～拐莇，1957，〔プL少卜D　＄金フIG｝寺，195！　；1964：

1966；鈴木時・須股，1966；須股，1967；宮脇他，

1974；！976；1977，　〔屋久島〕宮脇他，1978。

　4）　相観：ウラジロガシあるいはイスノキが優占す

る。時にアカガシが優占するが，バリバリノキ，ホソ

バタブ，ハイノキ，サンゴジュを欠く場合はミヤマシ
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キミーアカガシ群集に含められる。

　5）　講造：4層群落。

　6）　立地：四国・九州の比較的気温や空中湿度の高

いヤブツバキクラス上部の谷部や斜面のやや土壌が深

い富養条件下に生育する。したがって着生植物や群類

が心内に多く生育している。土壌の浅い地域では，モ

ミ，ツガのような針葉樹が優然し，シキミーモミ群集

におきかわる。

　大隅半島では入為的影響が加わったところでは尾根

沿いにミミズバイースダジイ群集が上昇し，谷部にイ

スノキーウラジロガシ群集が下降する。450～700mに

発達がみられる。

　7）　代償植生その他：イスノキーウラジロガシ群集

が伐採されたあとにはホソバタブの萌芽林が発達す

る。

　イスノキーウラジロガシ群集は九州大隅半島の海抜

250～700m間に発達している林分が，イスーシキミ群

集として報告された（鈴木時，！954）。その後，菅沼

により全国のウラジロガシ林が同一表にまとめられ

比較されてサカキーウラジロガシ亜群団が設定され

た。イスノキーウラジロガシ群集はサカキーウラジロガ

シ群集のイス亜群集より新規定された（Suganuma

1963）。

　7．　コカンスゲーウラジロガシ群集

　　　Carici　reinii・Quercet腱m　sali・

　　　cinae　Sasak量et　S臓ganuma　1965

　1）　Synonym：

　　ウラジロガシーサカキ群集（堀川・佐々木，1959）

　2）　区分種：コカンスゲ，ヤマモミジ，ガクウツ

ギ，ウスゲクロモジ，　（ハイイヌガヤ），（ウラジロガ

シ）。

　3）　分布：中国地方三段峡（堀用・佐々木，1959；

堀川・鈴木他，！966），蘭山県（宮脇・藤原・原田，

1973）。

　4）相観：高木第1層はウラジPガシが優占する。

隣接地にイヌブナ林，シデ林などが生育し，その構成

種である夏緑広葉樹が群集区分種とされる。温度は少

ないが，高常在度でみられる。

　5）　構造：4層群落。

　6）　立地：渓谷沿いの凸面地に発達する。岩盤地な

ど地盤が堅圃な立地にウラジロガシ林が発達する。隣

接地の凹状斜面は土砂が流出しやすく不安定なため夏

緑広葉樹林が生育する。

　7）　代償植生その他：渓谷ぞいの凸状地であるため

一度伐採されると植生は復元しにくい。アカマツ林

や，隣接する夏緑広樹林の構成種の侵入を受ける。

　8．　ヒメアオキーウラジ目ガシ群集

　　　Aucubo－Q双erceもun茎salici益ae
　　　Sasaki　1958

　1）　Synonym：

　　ウラジロガシーヤブツバキーヒメァオキ基群集（俊

　　　々フ1く，　1958）

　　ウラジロガシーヤブツバキーチャボガや基群集（佐

　　　々フ1く，　1958）

　2）　区分種：チャボガヤ，ヒメァオキ，ホソバカン

スゲ，ハイイヌガヤ。

　3）　分布：鳥取県三徳山（佐々木，1958），日本海

沿岸部（宮脇・鈴木・藤原・奥田，1980）。

　4）　相観：ウラジロガシ優占群落。ヒメアオキーウ

ラジロガシ．群集の区分種である，ヒメアオキ，チャボ

ガヤ，ホソバカンスゲ，ハイイヌガヤは，ヒメアオキー

ブナ群集の標徴種ともなりうる。したがって裏日本で

はシキミーモミ群集が発達できず，対応した区分種を

もつ群集である。

　5）　　杉孝造：　4層君羊幸客。

　6）　立地：冬季積雪量の多い裏臼本型気候下の丘陵

地，山地に，ブナ林への移行帯の役舗をはたしてい

る。

　7）代償植生その他：コナラ林を形成するがまだよ

く調査されていない。

　9．　ミヤマシキミーアカガシ群集

　　　Skimmio－Quercetum　ac“tae
　　　S疑z．一Tok．　et　s羅mata　1964

　1）　Synonyln：なし

　2）　標忘種および区分種＝〔イスノキーウラジロガシ

群集に対する区分種〕バリバリノキ，ホソバタブ，ハ

イノキ，サンゴジュなどを欠く。〔コガクウツギーモミ

群集に対する区分種〕ハイノキ，コガクウツギ，シロ

モジ，ツガなどを欠き，常緑広葉樹が多い。

　3）　分布：〔九州北部〕編岡生物研究会編，1964；

宮脇。佐々木他，1976；鈴木時他，1968；！972；環境

庁，1978，伊藤秀，1978。

　4）　アガカシ優占林。低木贋にミヤマシキミが多

い。出現種数40種前後と少ない。

　5）　構造：4層群落。

　6）立地；北九州の福岡県，大分県などの火由起源

の立地に多くみられる。一部宮崎県鰐塚山，鹿児島県

開聞岳に分布する。地形的には，ゆるやかな斜面や門

状地が多い。北斜面に多くみられる。

　7）代償植生その他：スギ植林地が多く，二次林に

ついてはまだ研究が進められていない。ミヤマシキミー

アカガシ群集は，宮脇他（197！）ではシキミーモミ群

集に含められ，まとめられていたが，本報では，種組



成の比較より，隣接群落の標三種および匿分種を欠く

こと，火山起源の立地に分布するなどの特異性をもつ

ことにより，あらためてみとめられた。

　10．ナンテンーアラカシ群集

　　　Nand三no・Quercetum　glaucae
　　　Yama狼aka　1965

　1）　Synonym：

　　アラカシーナンテソーコヤブラン基群集（山中，

　　　！955；1966）　　　　毫

　　アラカシーナンテンーナキリスゲ基群集（山中，

　　　1955；1966）

　　アラカシーヤブツバキ噌ヤブラン基群集（山中，

　　　1955；1966）

　　アラカシーヤマブキーイワカンスゲ基群集（山中，

　　　1955＝1966）

　　アラカシーヤマブキーヤブコウジ基群集（山中，

　　　1955；1966）

　　アラカシーメダケーキヅタ基群集（山中，！955；

　　　1966）

　　アラカシージャノヒゲ基群集（山中，1955；1966）

　　アラカシーテイカカズラ基群集（山中，1955；1966）

　　アラカシーヤブツバキ基群集（山中，1966）

　　アラカシーピサカキ基群集（肉中，1966）

　　アラカシーシラカシーナンテン基群集（山中，！969）

　　アラカシーシラカシーピサカキ基群集（山中，1966）

　2）標三種および区分種：（アラカシ），ナンテン，

クスドイゲ，ビワ，ユズ，コヤブラン，ヤマヤブソテ

ツ。

　3）　分布：四国（出中，1954；1955；1956；1965），

中国（寺屋，！955；黒岩・山中，！966），九州（清水，

！962；　i」LIヰ…，　1966）。

　4）相観＝アラカシ優占群落。林内は一見すると琉

球列島の石灰岩地帯の常緑広葉樹林と類似して，岩上

に堆積した土壌上に常緑広葉樹が林立している。

　5）構造：4層群落。

　6）：立地：石灰岩地帯に生育する。四国，中国，九

州地方の石灰岩地帯に生育する特殊な群落である。関

東地方のローム台地や丘陵地，あるいは中部地方，近

畿地方の内陸部の沖積地に生育するシラカシ群集とき

わめて種組成が類似している。クスドイゲ，ビワ，ユ

ズがシラカシ群集内に生育しないことで区分される。

　7）　代傲植生その他：アラカシ萌芽林あるいはアカ

メガシワ群落など。

　11．オオバジャノヒゲーアラカシ群集

　　　Ophiopogo雄。・Quercetum
　　　9墨aucae　aSS．nOV．

　1）　Synonyln：
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　　アラカシ群落：（羽E日他，1971）

　　ジャノヒゲーアラカシ群集（南川，1973）

　2）　区分種：オオバジャノヒゲ，アラカシ。北限地

の岩盤上に発達するため種の貧化がきわめて大きい。

出現種数13～25種。

　3）　分布：長野県（羽田他，1971；藤原，1978），

二上薩県　（山月1イ磁，　1973）。

　4）　桐観＝アラカシ優占群落。ナンテンーアラカシ

群集と相観はきわめて類似しているが，生育立地の相

違により区分される。

　5）　構造：3～4層群落。

　6）　立地：渓谷沿いの凸状地。常緑広葉樹林の内陸

部における限界付近。長蟹県南信地方および愛知累内

陸部では，スダジイ，タブノキ，ウラジロガシなど主

要な常緑広葉樹の分布がみられず，断崖地の土壌堆積

地に生育している。

　7）　代償植生その他：クジーコナラ群集の構成種を

低被網で，しかし高常在度でもっているため，伐採な

どによりクリーコナラ群集におきかわりやすい。夏季

の気温は十分常緑広葉樹林の生育を許すが，冬季の低

温によりアラカシ他の常緑広葉樹の生育を許容できな

い地域に発達する。時に河岸の湿地などに同様な高分

がみられる。

　常緑広葉樹林の内陸的な，あるいは水平的な限界地

に発達するアラカシ林として，他のアラカシ林と区分

され新群集記載が行なわれた。

　12．ナナメノキーアラカシ群集

　　　Ilic量一Quercetu瓢　glaucae

　　　aSS．　nOV．

　1）　Synonym：

　　ナナメノキーアラカシ群落（富脇・藤i原，1974；

　　　宮脇。藤原・鈴木・奥田，1978；亀山。野田・

　　　前中，1973）

　2）標徴種および区分種：ナナメノキ，アラカシ，

シャシャンボ。

　3）　分布1近畿地方（宮脇・藤原・鈴木・奥田，

1978　；歪琶山。野田●前吋コ，　1973）。

　4）相観：アラカシ優占群落。沖積地ではムクノキ

が高木第2層に印度3～4と優占することがある。

　5）　階層：3～4層群落。

　6）　立地：花目岩起源による土壌堆積地に多い。

　7）代償植生その他：伐採されることによリアラカ

シ萌芽林を形成する。ナナメノキーアラカシ群集は近

畿地方以西の鞄燥しゃすい厳しい立地条件下に，コジ

イや他のカシ類の生育を許さず群落を形成している。

貧養地指標常緑広葉樹が区分種とされ，i新群集規定さ

れた。したがって人為的影響によりその生育地を広げ
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ることがある。

　13．ツクバネガシーシラカシ群集

　　　Querceもum　sess量垂ifolio－myrsト

　　　nae窒oI量ae　aSS．　nOV．

　1）　Synonym：なし

　2）標悔種：シラカシ，ツクノミネガシ。

　区分種：〔シ夢力』シ群集に対する区分種〕シキミ，

　アセビ，カヤ

　3）　分布：広島県（藤原他，未発表資料），熊本県

（鈴木一編，未発表資料），宮崎県（藤原他，未発表資料）。

　4）相観：シラカシあるいはツクバネガシが優占す

るか互いに混生する。

　5）　　癬孝造：　4∫轡群葦客。

　6）　立地：内前部の沖積地や，広島県岡由県下の吉

備高原面に分布する。尾根部や海抜高度がわずかに高

い丘陵地，山地にはシキミーモミ群集が発達する。

　7）代償植生その他：コナラ群落やアベマキ群落な

どの夏緑広葉樹林。

　従来，シラカシが優陣する林分は関棄地方を中心セこ

分布しているシラカシ群集に全て含め表現されてき

た。しかし，種組成の比較を行なうと，関東地方の洪

積台地上のシラカシ群集は別として，他のシラカシ林

とチャノキ，ナンテンで区分される。したがって，近

畿地方以西のシラカシ林は，ツクバネガシ，シキミ，

アセビ，カヤを区分種として，ツクバネガシーシラカ

シ群集として新群集が規定された。

　14．シラカシ群集

　　　Quercetum　烈yrsinaefoliae
　　　M：量yawaki玉967

　！）　Synonym：

　　シラカシ群集（宮脇。大場，1965；！966；宮脇，

　　　1967；1968；宮脇・藤原，1968；1969；宮脇・

　　　佐々木・藤原，1971；横匡1・井手・宮脇，1967；

　　　宮脇。藤原他，1971；！972；1973；宮脇・鈴木

　　　り三i5，　1974）

　，　スダジイ・シラカシ群落（吉岡，1954）

　　スダジイ・シラカシーヤブツバキーピサカキ群落

　　　（吉岡，　1954）

　　シラカシ群落（古岡，1954）

　　シラカシーヤブコウジ群落：（吉嗣，1954）

　　シラカシーヤブツバキ群落（吉岡，1956）

　2）標徴種：シラカシ，ナンテン，チャノキ，シュ

ロ0

　3）、分許f：東北地方（吉岡，！954；！956），関東地

プ7　（石ヂト．2召　日ヨ，　1965；’喜脇・プく場，　1966　；宮脇，

！967；1968；宮脇。藤原，！968；1969；宮脇・藤原・

原田他，197！；1973；1974；宮脇・藤陳。鈴木邦，

1971；宮脇・藤陳・鈴木照他，！976；宮脇・藤原・中

村・大山，！976；宮脇。奥ll日。藤原他，1977；藤間，

1972；1976；宮脇。鈴木J／ll，1974；横山・井手・宮

脇，1968），近畿地方（宮脇・藤原，！974；宮脇・藤

琵衰●TLr曲師，　1971）。

　4）　相観：シラカシ優占群落。台地肩部や南斜誼1で

はスダジイを混生することがある。関東地方では淋積

地や台地斜面でケヤキを混生する　（ケヤキ亜群集）。

砂層基盤のローム台地や，関菓P一ムの堆積が浅い立

地ではしばしばモミを伴うことがある（モミ亜群集）。

　5）構造：4層群落。

　6）　立地1関東平野内陸の厚い関東ロームで覆われ

た台地あるいは丘陵地斜癌や，淋積地に残存林とし

て，あるいは植栽されつくられた林分がみられる。関

東地方外では大阪府葛城山系の谷部斜面の黒色土が堆

積した立地（宮脇・藤凍他，1971），兵庫県の内陸部

の沖積地に神社の祉叢林として残されている（窩脇・

藤原，197の。

　7）代償植生その他：薪炭林として利用されてきた

クヌギーコナラ群集。シラカシ群集は最初宮脇・大場

（1966）により戯唄生態学会全国大会大阪にて発表さ

れたが，印刷物としては，宮脇編（1967）に記述され

ている。さらに：横山・井手・宮脇（1978）の印刷物が

組成表を付している。

　玉5．アカガシーウラジロガシ群落

　　　Qπercπ8αc配fα・Q麗εrc郡s　sαzεcεπα・

　　　commu麺ity

　1）　Synonym：

　　アラカシーウラジロガシ群落　G京極，1972；富脇

　　　。奥1至ヨ●原EB・坊｛lE日，　1977）

　　サカキーウラジロガシ群集（須股，1976）

　2）　区分種：アカガシ，ウラジロガシ（構成種にヤ

ブツバキクラスの構成種をもち，モミ，ツガ，カヤな

どの針葉樹を欠く）。

　3）　分布1関東地方（原i三日，1972），中部地方（宮

脇・奥潤・原田・堀iヨ，1977）。

　4）　相観：アカガシ，ウラジロガシ，アラカシなど

カシ類が優占し，また混生する。

　5）　　騨孝造：　4∫習仔羊落。

　6）　立地：関東地方では海1友400～600m付近の丘陵

地・山地斜面にモミ，ツガ，カヤなどの針葉樹をもた

ないカシ優占林をつくる。急傾斜地ではシキミーモミ

群集が分布するが，針葉樹を欠き，時に群団標徴種で

あるアセビ，ミヤマシキミをもたない場合がある。中

部地方でも同様で，気候条件的にはシキミ通ミ群集

が分布するが，土壌准積の厚い適湿地では，群団標徴

種を欠いたアカガシーウラジPガシ群落＊がみとめられ
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　7）代償植生その他：アカシデーイヌシデ群落など。

アブラチャンーケヤキ群集（宮脇・鈴木他，1977）が

隣接群落としてみられる。

　16，イロハモミジーケヤキ群集

　　　Aceri－Zelkovetum　Miyawakiet
　　　Fujiwara　1970

　1）　Synonym：なし。

　2）区分種：イPハモミジ，ケヤキ，ムクノキ，エ

ノキ，シキミ，イヌガヤ，ヒイラギ，ウラジロガシ。

　3）分布：大阪箕面（宮脇・藤原，1970），神奈川

獅ミ　（’富脇●藤原他，1971　；1976；宮脇・藤i樹イ也，1972；

宮脇・原田，1973；藤1東，1972），山梨県（宮脇。鈴

木邦他，1977），長野県（宮脇編，1979），大阪和泉葛

些戎1⊥i　（’宮脇●藤房〔他，　1971）。

　4）　相観：イ小回モミジ，ケヤキ，ムクノキなどの

夏緑樹が高木層から亜高木1曹にかけて擾占している。

秋季に高木。亜高木贋の蔓緑広葉樹が紅・黄葉し，林

下の常緑広葉樹の緑と相まって多彩な色彩色豊かな相

観を形成する。

　5）　　季苗i造　：　4ノ塁尋｛洋季客Q

　6）立地：関棄以酉のV字渓谷沿いの掌状斜面に発

達している。関東地方以西ではケヤキにかわってムク

ノキが優和することがある。

　7）　代償植生その他：コナラ群落。密脇編（1979）

でイロハモミジーケヤキ群集はケヤキ群団にまとめら

れているが，種組成的には常緑広葉醐がきわめて多

く，渓谷沿いのカシ林のタイプであることから，ヤブ

ツバキクラスに所属するものと考えられる。

　17．サカキーコジイ群集

　　　Cleyero－Casもanopsietum
　　　cuspi｛量atae　Ya毛01958

　1）　SynOIlym：

　　ツブラジイーサカキ群落（南川，1961）

　2）標徴種および区分種：（コジイ），シャシャン

ボ，ソヨゴ，アセビ，シキミ，（ウラジロガシ）。

　3）分布：鈴鹿由脈（南川，196！；1962），東海地

方（宮脇。奥田・原田・堀田，1977；南川他，1976；

富脇・鈴木・村上，1980），御坊（矢頭・武［H，1977），

紀伊半島（宮脇・藤原・鈴木・奥田，1978）。

　4）相観ニコジイ優占群落を形成する。コジイとス

ダジイは，若齢木では相観がきわめて類似する。わず

かに，コジイが直立した樟搬が滑らかで割れ翻が少な

寧標徴鍾を欠くウラジロガシ林としてサカキーウラジμガシ

　群集をみとめたいが，アカガシ優占林で，区分種が全く存

在しない林分も数多くある。したがって，サカキーウラジ

　ロガシ群集の命名時の群集単位ともタ翼なり，きわめてあい

　まいとなるため群落としてまとめられている。
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い程度である。スダジイよりも林内に光が入りやすい

樹形を呈している。

　5）　　オ韓造　：　4隅琴式量客。

　6）　立地＝鈴鹿山脈をはじめとして，近畿地方より

中国地方にかけて花甲平分布地の内陸部にみられる。

サカキーコジイ群集は花醐岩上などの土壌の発達が不

十分な，韓燥しゃすく，表層土の浅いせき悪な立地に

分布している。

　基盤が雪崩岩とは限らず，古生山であっても，入り

くんだやせ尾根地では御前崎などにサカキーコジイ群

集の分布がみとめられる（宮脇・鈴木・村上，1980）。

　鈴鹿山脈では平地・丘陵林より海抜300m付近まで

の寺社風致林の周縁や山麓の谷沿い，放置された森林

などの伐採跡地に半自然白勺に再生した森林の中で局地

的，また時にかなり広範囲にみられる（南川・矢頭，

！961；1962）。東海地方では内陸部の低地・丘陵地の

神社の社叢林として残されている。紀伊半鳥内陸部で

は，沿岸部のミミズバイースダジイ群集に接してやせ

尾根部に広く分布している（矢頭・武EIヨ，1978；後藤

f也，　1973；1976；1977）。

　7）代償植生その他：サカキーコジイ群集の立地ぱ

一度伐採されると立地の貧化が著しい。したがって貧

化した立地はモチツツジーアカマツ群集，コバノミツ

バツツジーアカマツ群集などにおきかえられる。

　18．カナメモチー調ジイ群集

　　　Photi臓io圏Castanops薫etum　cus圏
　　　P叢daもae　Naka益isk玉，緊akeda，　eもHaもtor圭

　　　1977

　1）　Synonym：

　　サカキーコジイ群集（富脇・藤原1974）

　2）榛機種および区分種：（コジイ），カナメモチ，

クロバイ，タラヨウ，リンボク。これらはサカキーコ

ジイ群集およびヤブコウジースダジイ群集に対する区

分種となる。アカガシ，シラカシ，シキミ，ハイノキ

を欠く。

　3）　分窟：〔瀬戸内海沿岸〕竹田・中西他，1974；

中西萢，1977；宮脇・鈴木。藤原・奥田，1978，服部

。西月1で〔巨，　1980。　〔［匹1国〕　1」目「キ：，　1952；’謹「脇で也，　1979。

〔御坊〕矢頭・武田，1977。〔大阪〕亀山・野田・前

叫コ，　！975；富脇イ山，　1978。

　4）　相観＝コジイ優占群落。サカキーコジイ群集に

比較し，林内に常緑広葉樹や常緑癖直物が多い。

　5）　　辞孝葺宣二　4∫膏琴洋亨客。

　6）　：立地：近畿地方より中園地方の広島県の瀬荊内

沿岸部，四国の瀬戸内沿岸部の低丘陵地に分布してい

る。瀬戸内気候下にみられる（竹田・中西他，1974）。

　7）代償植生その他：カナメモチ螺ジイ群集の立
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地は，サカキーコジイ群集に比較し，わずかながら土壌

堆積が良好のようである。二次林としてはアベマキ群

落やコバノミツバッツジーアカマツ群集あるいはコシ

ダークロマツ群落がみられる。一部常緑広葉樹二次林

としてナナメノキーアラカシ群集の広がりがみられる。

　19．ルリミノキーイチイガシ群集

　　　Lasiah毛ho・Quercetu磁gilvae
　　　aSS。　nOV。

　1）　Synonym：

　　イチイガシーアオガシーアオキーベニシダ斑群集

　　　（鈴木時，ユ960）

　　イチイガシーヤマビワーアオキーツルコウジ分群集

　　　（塗令オd…寺，　1960）

　　イチイガシーサカキーアオキーハンショウヅル分群

　　　集　（≦i令フ1く1時，　1960）

　　イチイガシーサカキーアオキー十月キジノ四分群集

　　　（垂令ズくli寺，　1960）

　　イチイガシーヤマビワーイズセンジョウーホソバカ

　　　ナワラビ分群集（鈴木時，1960）

　　イチイガシーミミズバイーイズセンリョウーアリド

　　　ウシ分群集（鈴木時，1960）

　　イチイガシーミミズパイーイズセンリョウーホソバ

　　　カナワラビ分群集（鈴木時，1960）

　　イチイガシーツバキーイズセンリョウーツルコウジ

　　　分群集（鈴本時，1960）

　　イチイガシーサカキーツルコウジ分群集（鈴木時，

　　　1960）

　　コジイークロバイ群集の一部Sylnploco・

　　　Shiietum　cusPldatae　Nomoto1953
　　　（野オ翼，　1953）

　　イチイガシ群集（鈴木時，1964）

　2）標徴種：ルリミノキ，カンザブロウノキ，サツ

マルリミノキ，イチイガシ，ハナガガシQ

　3）分布1紀伊半島沿岸地方（矢頭，1958：1970；

矢頭・南川，1962；宮脇・藤原，1969；宮脇他，1971），

四国（山中，1952；1955；1962；1970；野本，1950；

議雪H渤他，　1959），　ブし少1｛　（参令フ1く［｝寺，　1951　；1960；1966；

鈴本時・真柴，1959；富脇他，1974；1976；1977；
拶｝ヌ鐘i，　！976）。

　4）　相観1イチイガシ擾占林あるいはコジイが優占

した林分を形成する。

　5）　構造：41翰洋船。

　6）　立地：温暖多雨な，温量指数120江nd以上，ラ

ング係数145以」二を示す紀伊半島，四国，プL州，さら

に山口県に分布する。谷部に返い，あるいは丘陵地や

低山地の斜面下部および沖積地に発達する。尾根など

土壌堆積の浅い乾燥しやすい立地ではサカキーコジイ

群集が発達する。海岸沖積地，丘1麦地はミミズバイー

スダジイ群集に隣接する。

　7）代償植生その他：ルリミノキーイチイガシ群集

の立地では伐採されたあとの二次林はコジイの萌芽林

を形成しゃすい。イチイガシが優占せず，種組成の貧

化が起りルジミノキーイチイガシ群集の標徴種を欠い

たコジイ萌芽林である。

　鈴木時（1966）がイチイガシ群集（仮称）を提唱し

て以来，イチイガシ．優占林とイチイガシを構成種にも

つ群落については全てイチイガシ群集とみなされてき

た。宮脇・藤原・原困。楠・奥田（1971）は種類組成

の比較からミミズバイースダジイ群集イチイガシ亜群

集として扱った。その後宮脇・鈴木（1977）によりイ

チイガシ群集が復活した。本報ではイチイガシを含む

全ての林分を比較検討した結果，ルリミノキ，カンザ

ブロウノキ，サツマルリミノキ，イチイガシを標野種

としてルリミノキーイチイガシ群集を新しく記載した。

これら標下種を欠きイチイガシのみもつ群落はミミズ

バイースダジイ群集イチイガシ亜群集と，イスノキーウ

ラジロガシ群集イチイガシ亜群集に位置づけられた。

　ルリミノキーイチイガシ群集は，イズセンリョウース

ダジイ群団とアカガシーシラカシ群団の接点に位：外し，

両群団の移行帯にあたる。したがって，アカガシーシ

ラカシ群団標野種を有しているが，イズセンリョウー

スダジイ群団標徴種を数種有し，隣接するイスノキー

ウラジPガシ群集に対する区分種となる。

　20，シイモチーシリプカガシ群集

　　　11三ci　buergeri－Pasan童etum
　　　glabτae厳韮yawaki，　Fujiwara，　Harada，

　　　K騒su論ok圭et　Okuda　1971

　1）　Synonym：なし。

　2）誉田種：シ婆ブカガシ，シイモチ。区：分種：マ

ルバベニシダ，オオカグマ。

　3）　分布：〔広島県〕宮脇・藤原他，1977。　旅銭騰

県〕外野・奥H］・｛左々木犀，！977。〔熊本県〕宮脇・鈴

木他，1976；藤源未発表資料。〔大分県〕須股，1967。

　4）相観：コジイが高木第1層に優倶することが多

いが，時にシリブカガシが擾占することもある（宮脇

・藤原他，1977）。

　5）構造：4層群落。

　6）立地：シイモチーシリブカガシ群集と同じ植分

は須股によリコジイークロバイ群集クロキ亜群集とし

て発表された（須股，1967）。九州における内陸型の

シイ型森林であって，福岡，大分，熊本県内で，海抜

200～450mの山腹の向陽地フi多1＝に成立する。

　7）　代償植生その他：二次林としてアラカシ林を形

成しやすい。広島県ではシリブカガシの萌芽林がみら



れる。

　21．ハイノキーイヌツゲ群集

　　　Sy㎜ploco・ll韮cet厭m　cre飛atae

　　　aSS。　nOV．

　！）　Synonyln：なし。

　2）　区分種：イヌツゲ，コックバネウツギ，ツルア

ジサイ，コウヤコケシノブ，タカノハウラボシ，タカ

サゴキジノオ，ツクシショウジョウバカマ。

　3）　分布＝開聞岳。　．

　4）摺観1イヌツゲ，ハイノキ，ユズリハ，ピサカ

キが亜高木層に混在し亜高木林より低木林を形成す

る。樹高4～12m。

　5）構造：2～3層群落。

　6）　立地：鹿児島県開聞岳の旧火口底セご発達してい

る。伊！艶七島の三宅島においても眼火1コ底にハイノキー

イヌツゲ群集に類似した低木林が発達しているが，調

査資料は得られていない。

　林床には大小の火山岩が堆積し，欝苔類でおおわれ

ている。樟披に着生植物が多い。開聞岳は海抜922m

に達し，ヤブツバキクラスの上限に位置する。さらに

薩摩半島先端に位置し，海に突出した独立峰形態をと

っているため，山頂付近は夕方には常にレンズ雲にお

おわれた雲霧帯となる。したがってこのような特殊環

魔睡に，ブナクラスの構成種を伴い発達するハイノキー

イヌツゲ群集は，地域的な群集として新群集にまとめ

られた。

　7）　代償植生その他：環境条件がきびしい立地に発

達するため，風衝が強い立地ではススキ草原化し，や

や凹状地ではシャリンバイを主とした風衝低木林を彫

成する。夏緑広葉樹のエゴノキ，ハゼノキ，アカメガ

シワが優耀した二次林がみられる。

　22．ユズりハーヤマゲルマ群集

　　　Daphn量phyllo・TrocllodeRdre・
　　　tu孤　aral呈oidis　O熱ba1971

　1）　Synonymlなし。

　2）標徴種および区分種：ツゲ，ヤマダルマ，ユズ

リハ，ミヤマイタチシダ，シキミ。

　3）　分布：伊亙御蔵島。

　4）　立地・相観：雲霧地，風衝適潤地に発達してい

る風衝低木林。イヌツゲーハイノキ群集と同様に地域

群集である。

　23，ヤプコウジースダジイ群集

　　　Ardisio・Cast3nopsietun悪
　　　siebold量i　Suz・幽Tok・1952

　1）　Synonyln＝

　　スダジイーヤブコウジ群集モチノキ亜群集（鈴木

　　　1時㍉　1952）
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　　スダジイーコバノカナワラビ群集の一部分（鈴木

　　隷毒…，　！949）

　　スダジイーモチノキーサカキ基群集（山中，1962）

　　スダジイーアカガシーアリドウシ基群集（山中，

　　　1962）

　　スダジイーモチノキーヤブコウジ基群集（伊藤・香

　　室，1965）

　　スダジイーモチノキーウラジ胃壁群集（鋳藤i・香室

　　　1965）

　　スダジイーモチノキーアセビーツルアリドウシ基群

　　　集（伊藤・香室，1965）

　　スダジイーヒメユズリハーリュウノヒゲ基群集（伊

　　　藤・香室，1965）

　　シイーカシ林区（吉岡，1958）

　　スダジイータブノキ群落（吉岡，1964）

　　　（スダジイ・タブーヤブツバキーピサカキーヤブコ

　　　ウジ群落）

　　スダジイーアカガシ群落（山中，1970）

　　スダジイーモチノキ群落（平，1978）

　　アカガシースダジイ群落（奥田，1973）

　　スダジイ群落（富士・曽根，1976）

　2）昏々種および区分種：〔イノデータブノキ群集に

対する区分種〕スダジイ，ウラジロガシ，ヒイラギ，

アリドウシ，シュンラン，イヌマキ。　〔シラカシ群集

に対する区分種〕イヌマキ，イタビカズラ，ヤブニッ

ケイ，地場イタチシダ，マルバグミ。

　3）分布：〔東部日本〕伊豆半島以北（鈴木時，

1949；1952；1954；1956；1958；1966；吉［覇，　1954；

1956；！957；！958；1963；1964；宮脇，　1967；’富脇。

藤樗ミf包，　197！　；！972；！973：1976；1978；1979；’富脇

・奥田他，1977；1979；宮脇他，！977。　〔中部日本〕

伊豆半島以南，東海地方（倉EB，！953；神谷，！956；

鈴木時，1957；富脇・奥田他，1977）。〔近畿地方〕密

脇・藤原，1975；宮脇・藤飛騨1978。　〔瀬戸内海〕鈴

オく11寺，　1957；タミ肇予他，　1976。　　〔匹i国〕　口LIヰr，　1960；

1966；宮脇・奥出・藤原他，1979。　〔北九州〕尼川，

1978；：残心県高等学校，！975；宮脇他，！980。〔山陰～

北陸〕吉岡，1958；！963；！964；正宗他，1962；越智，

1963；伊藤・香室，1965；香室，1966；岡EB，1967；

1969；里見他，1968；宮脇他，1971；富脇・爽田，

1973　；富脇。藤湧ミ，　1975。　　〔南ブし少蕪〕　1乱篭ミ●望月　・オ‘i∫

野，未発表資料。

　4）　判司：ヤブコゥジースダジイ群集はスダジイが

高木層に優占した林分である。北方型の常緑広葉樹林

の典溺を示し，撰高は20m前後で超冶i木にならない。

関東地方の鹿島，那珂湊，あるいは東北地方南部のい

わき付近の沖積地ではタブノキとスダジイが混生した
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林分となって発達している。倉内（1952）によるタブ

ノキ林よりスダジイ林に遷移する例の一つとも考えら

れ，今後の動態調査が期待される。

　5）構造：伐採などによる萌芽林形態を呈している

林分では3～4屠群落。rl然林に近い林分では4層群

落を形成している。

　6）立地：丘陵地，山地の二二500m二丁までの低

山地。茨城県鹿島，那珂湊，福島県いわき市のように

沖積地に生育することもある。一般に関東ローム台地

では南斜面や二部に，その他第三紀層や古生層を基盤

とする立地にみられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は一般に東海地方および

踏臼本に分布するが，近畿，中匡L四国，九州地方に

おいても内陸部の山麓などでは冬季の気温が低い地方

にヤブコウジースダジイ群集の分布がみられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は土壌が浅い，比較的乾

燥した立地の斜面部や尾根部に成立している。尾撰部

や尾根近くの林分は伐採後表層土が流れやすくきわめ

て乾煉するためスダジイの萌芽林を形成しゃすい。

　7）　代償植生その他；ヤブコウジースダジイ群集の

二次林としては一般にオニシパリーコナラ群集が知ら

れている（宮脇・藤原他，1971；奥冨。小平・辻，

1977）。その他自然林と種組成の差がみとめられない

スダジイ明芽林がある。ナニシバリーコナラ群集とス

ダジイ蕩芽林の底立の相違はスダジイ伐採の時期にあ

るといわれる（1978年1月文部省特定科≠研究の潜在

自然植生のサロン主催のエクスケーションで林業試験

場前田禎三氏が指摘）。その後の筆老の房総半島での

調査でぱ，人為的影響が過度に加えられるとクヌギー

コナラ群集と同じ種組成になることが判明した。鹿児

島県北部にみられるコナラ林も同様にクヌギーコナラ

群集に類似した種紺成を示している。

　ヤブコウジースダジイ群集は鈴木時（1952）が発表し

て二二，海岸沿岸のいわゆるシイータブ林（鈴木時夫に

よるスダジイ群釧）の代表的な群集とされてきた。筆

者は1972年以来海ハ舞こ近い斜面のスダジイ林とタブ林

の種組成の比較を行ない，全く区分種がない亡と，尾

根部のスダジイの優占した白目林に近い林分ではヵシ

林の要素をもつことでタブ林と匿分されることをみと

めてきた（宮脇編，1972：P．137藤原担当）。このスダ

ジイ林はタブノキ林と区分種がみあたらないものをヤ

ブコゥジースダジィ群集典ノ糠1｝群集，カシ林要素（アカ

ガシ，ヒイラギ，アリドウシ，ウラジロガシ，モミ）を

区分種とするものをヤブコウジースダジイ群集アカガ

シ亜群集と区分した。タブノキ林はイノデータブノキ

群集としてまとめられた。本rkではヤブコウジースダ

ジイ群集とイノデータブノキ群集の．種類組成の相異よ

り，前者はアカガシーシラカシ群団に，後者をイズセ

ンリョウースダジイ群団にまとめることにより，いわ

ゆるカシ林，モミ林（アカガシーシラカシ群団）とシイ，

タブ林（イズセンリョウースダジイ群団）を区分する

ことが可能となった。さらに，地史的な要因をも考慮

することが酵能である（p．118）。

　ヤブコウジースダジイ祥集は典型距群集，アカガシ

亜群集に次いで，九州にクPキ亜群集がみとめられ

る。

　　　B．タイミンタチバナースダジイオーダー

　　　Myrsino側Casta麺opsietal韮a
　　　　　　siebold圭i　ord．麺ov．

　1）　Synonym＝

　　カクレミノオーダー（Miyawaki　u．　Oh1）a，1964）

　　　の一部

　2）　標徴種：ホソバタブ，タイミンタチバナ，ヤマ

ビワ，クロキ，バリバヲノキ，サザンカ，センリョ

ウ，フユイチゴ，マテバシイ，コバノカナワラビ，ホ

ソバカナワラビ，イズセンリョウ，ホルトノキ。

　3）分布：〔本州〕圏劃・九州の常緑広葉膨林の海

岸域，琉球列島石灰岩地域を！徐き沖縄西表島まで。

　4）　相観：ブナ科品物ではスダジイ，オキナワウラ

ジロガシなど，クスノキ科の植物では，タブノキ，ホ

ルトノキ，カゴノキなどが優冠する。海岸風衝低木林

ではウバメガシ，ハマビワ，マルバニッケイ，トベ

ラ，シャリンバイなどが独自の景観を形成する。

　5）　構造：森林では4層群落，海岸風衝低木林は2

～3ノ曹諸洋を客G

　6）　立地：主として冬季2月の平均気温が1℃以上

の海庫沿いおよび琉球列島の大都分をおおう（隆起さ

んご礁地帯を除く）。

　7）　代徴植生その他；．奄美大島以東では夏緑広葉樹

による二次林を形成することがあるが，萌芽林形態で

二次林をつくりやすい。

　’島「｝協・藤房〔。携醜圭i●貌言；・奥E日　（！97！）　セこよ　り，　日ン仁

の常鯨広葉樹林はおよそ屋久島・種予ケ島を境界にし

て琉球列島および本州。四困・九州の’1舌緑広葉樹林の

タィブに区分されていた。今圃種組成の再度の検討に

より，台湾，中園に分布する程類も念め，亜熱｝llf林，

暖帯林と考えられてきた気候帯林との比較も行なうと

日本列島の隆起珊王胡礁上の常緑広葉樹林を除きアカガ

シーシラカシ群団，イズセンリョウースダジイ群団，ボ

チョウジースダジイ群【三月，シャリンバイーウバメガシ群

団がみとめられた。さらにこれらの各群団を三三成・

分布を比較すると，アヵガシーシラヵシ群団はシキミ＿

アカガシオーダーに所罵され，他の3群団は多くの共

通種を基礎にタイミンタチバナースダジィォーダーに



まとめられた。タイミンタチバナースダジイオーダー

の各群落は亜熱帯生植物輩ギ酷を示している。

　　　　a．イズセンリョウースダジイ群団

　Maeso　japonicae－Casもanopsion
　　　　　　siebold董i　alLnov．

　1）　Syllonymニ

　　ヤブコウジースダジイ群団の一部（宮脇・藤原・

　　　易ミ田●番南。、奥二二，　1971）

　2）標微種：タラヨウβナワシログミ，ナガバジャ

ノヒゲ，コジイ，ナナメノキ。

　区分種：〔アカガシースダジイ群団に面する区分種〕

イズセンリョウ，ホソバカナワラビ，リンボク，コバ

ノカナワラビ，ホル1・ノキ，その他タイミンタチバナー

スダジイオーダー晶出．種。　〔ボチョウジースダジイ開

申に対する区分種〕ベニシダ，ヤブコウジ，アオキ，

カブダチジャノヒゲ。

　3）　分布：屋久島・種子ケ島と琉球列島の闘に分布

の境界がみられ，屋久島・種子ケ島以東にイズセンリ

ョウースダジイ群団が分布する。一部奄美諸島に貧化

した二次林の形でボチョウジースダジイ群集が，屋久

島・種子ケ島より続き分布する。

　白油・藤原。原田・楠。奥田（1971）では，ヤブコ

ウジースダジイ群団およびボチョウジースダジイ群団の

魔界が鷹久島と火隅半島の間の冬季の降霜の相違によ

りひかれたが，今園新しい屡久島・種子ケ島の植生調

査資料が得られた段階で新開鰯を規定した。

　4）　相観：森林を構成する高木暦の種類により相観

が異なる。スダジイ，タブノキ，ホル1・ノキ，カゴノ

キなどが優占する。一都コジイ優占林も含まれる。

　5）構造：4層轡落。よく発達した林分では51蕾群

落を形成することもある。樹高30mに達する林分もみ

られる。

　6）立地：吉良による暖かさの指数ではおよそ120

mdの地域から180md未満の地域1’こ分布する。内陸

部ではアカガシーシラカシ群麟（ミヤマシキミーアカガ

シォーダー）に隣接する地域では，ルリミノキイチ

イガシ群集や，サカキーコジイ群集などのタイミンタ

チバナースダジイオーダーの種をもった群集がみられ

る。生育地は中性立．地が多い。

　7）代償植生その他：イズセンリョウースダジイ群団

に所属する群集・群落の代償植生についてはまだよく

調査が行なわれていないが，九州を中心に分布するミ

ミズバイースダジイ群集域では・・クサンボクーマテバシ

イ群落が分布する（慰脇他，！974；1975）。帝己伊半島

ではコシダーウバメガシ群集が分布する（宮脇・藤原，

！969）。

　イズセソリョウースダジイ群【墾は，ヤブコウジースダ

gi

ジイ群議（二二・藤原・三田・奥田，1972）中の，い

わゆるシイ・タブ林がまとめられた。とくに沿岸部の

沖積地や低丘陵地には琉球列島より分布が共通する種

が多く，琉球列島のシイ・タブ林と同一レベル（タイ

ミンタチバナースダジイオーダー）の中で，冬季の無

霜線により，分布を違える種群によりボチョウジース

ダジイ群団に対応して，イズセンリョウースダジイ群

団が新設された。イズセンリョウースダジイ群団にま

とめられているホソバカナワラビースダジイ群集は，

房総半島を北限として分布している群集で，イズセン

リョウースダジイ群団主部の構成種により規定されて

いる。したがって，群団名に使われているイズセンリ

ョウは，もっとも北部まで分布する南方植物というこ

とで採絹された。イズセンリョウは，種としては茨城

県まで分布する（鈴木畠友，1970）。

　1，木ソバカナワラビースダジイ群集

　　　Arachniodo・Castanopsietum
　　　s量eboldii　M：iyawaki，　Fujiwara，

　　　Harada，　Kusunoki　et　Ok轍da　1971

　1）　Synonym：

　　スダジイーコバノカナワラビ群集（鈴木時。和田，

　　　1949）

　　ウラジロガシーサカキ群集の一部（鈴木時。和田，

　　　1949）

　　スダジイーピサカキーアリドウシーコバノカナワラ

　　　ビ基群集（鈴木時・・和田，1949）

　　ウラジロガシーサカキ・アオキーホソノミカナワラビ

　　　表蜜洋白ミ　（二巴ズく時・・不i：1田，　1949）

　　タブーイヌナヨダケ基群集（香窒・伊藤，1965）

　　ホソバカナワラビータブ群集（山中，1962）

　　タブ。ツバキーアオキーホソバカナワラビ分群集

　　　　（1｝令瀦くiト寺・・虫条屋，　1951）

　　スダジイーヤブコウジ群集イズセンリョウ亜群集

　　　　（鈴木時・蜂麗，1951）

　　スダジイータブーホソバカナワラビ基群集（野本，

　　　1953）

　　スダジイ。タブーコバノカナワラビ基群集（野本，

　　　1953）

　　スダジイ・タブーモチノキーヤブッパキーホソバカ

　　　ナワラビ基群集　（野本，1953）

　　Rumohro－Castanopsietum
　　　siebo隻dii（’菖脇他，！971）

　　Polystichops1o・Castanops童etuln
　　　siebold三i　（’宮脇他，　！972）

　2）　区分．種：〔イノデータブノキ群集およびヤブコ

ウジースダジイ群集に対して〕ホソバカナワラビ，コ

ノミノカナワラビ，イズセンジョウ，　（ボルトノキ，ツ
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ワブキ，ハナミョウガ），タイミンタチバナ。

　3）　分布：〔房総半島〕鈴木時，1949；富脇催，藤

原他，未発表資料。　〔神奈川県〕湯河原，逗子：宮脇

・藤原他，1971；藤原，1972。〔伊豆半島，東海地方〕

鈴木時，1952；宮脇・奥田・原田・中村，1977。　〔四

国〕野本，1953；山中，！962。〔大分県〕佐々木他未

発表資料。　　“

　4）　相観：スダジイおよびタブノキの混交林，時に

タブノキが優占することがある。

　5）　　：構造：　4ナ曹署羊亨客。

　6）　：立地：吉良による暖かさの指数120md以上の

気候下で海岸沿いの山足部。崖錐地。房総半島，炉嶽

半島ではホルトノキ，ツワブキ，フウトウカズラの下

位：単位群落がみられる。房総半島清澄山ではカンアオ

イ，アセビ，ミヤマシキミ，モミ，ツガ，カヤなどを

主体として，アカガシーシラカシ群団に所属するシキ

ミーモミ群集ホソバカナワラビ亜群集にまとめられる

三分もみられる。

　7）　代償植生その他：シデ類（イヌシデ，アカシ

デ，クマシデ）をもつコナラ群落。多くはスギ植林地

に利用されている。ホソバカナワラビースダジイ群集

は，房総半島や伊豆半島で1まシキミーモミ群集に隣接

し，ホソバカナワラビースダジイ群集区分種の数種が

その下位単位となる種群にみとめられる。これは地史

的要因が関係し，常緑広葉樹林分布期の古気候が影響

を及ぼしたと推察される（p．119）。

　2．オオシマカンスゲースダジイ群集

　　　Carici－Cas毛anops量etum

　　　siebo蚕dii　Ohba1971

　1）　Synonyln：なし

　2）　標徴種および区分種；ハチジョウモクセイ，山

州シマカンスゲ，シマテンナンショウ，オオキジシマ

エビネ，アスカイノデ。

　3）　分布：伊州諸島御蔵島（大場，197！）

　4）　相観：スダジイ優占林，林床にオオシマカンス

ゲ，シマテンナンショウ，オオキリシマエビネなど伊

豆諸島特有の植物を閉する。

　5）　構造：3～4層群落。

　6）立地：御蔵島の海岸断崖」二から海抜500m付近

までの斜面にスダジイ優占林が発達している。オオシ

マカンスゲースダジイ群集は現在火場（！971）による御

蔵島の報告のみであるが，群集標四種および区分種

は，フォッサ・マグナ地域の，特に伊拙：諸島のみに限

られている。海岸断崖植生のイソギクーハチジョウス

スキ群集（宮脇，！967；大場，1971）のように地域的

群集であると考えられる。

3，　ミミズバイースダジイ群集

　　Symp監oco　glaucae－Castamps呈e－
　　tum　s　iebo蓋dii　Miyawaki，　Fuj量wa罫a，

　　Harada，　K猟su餓ok呈et　Okuda　1971

1）　Synonym：

　スダジイータイミンタチバナ群集Rapanaeto・

　　Shiietum　sleboldii　Suz．一Tok．1952

　　（婁令オく日曜，　1952）

　シイノキ群落（山中，1952）

　スダジイータイミンタチバナ基群集（野本，1953）

　イスノキータイミンタチバナーコバノカナワラビ基

　　群集（山中，1955）

　ツブラジイーミサオノキーサツマルリミノキーコバ

　　ノカナワラビ基群集（山中，1955）

　ツブラジイーサカキーコバノカナワラビ基群i集（山

　　目コ，　1955）

　ツブラジイーサカキーコバノカナワラビ基群集（山

　　中，1955）

　ツブラジイーサカキ群叢（矢頭，1955）

　イスノキータイミンタチバナーホソバカナワラビ斑

　　群集（舘脇他，1959）

　シイノキーイヌマキーホソバカナワラビ斑群集（舘

　　騒傷他，　1959）

　クスーミミズバイーイズセンリョウーホソノミカナワ

　　ラビ分群集（鈴木時，1960）

　スダジイータイミンタチバナーテイカカズラ基群集

　　（山中，1962）

　コジイークロバイ群集Symploco－Shiie－

　tum　cuspidatae　Nolnoto！953（野本，

　　1953）の一部

　典型亜群集（山中，1962）

　コジイークロパイ基群集（山中，1962）

　コジイーサカキーサツマルヲミノキ基群集（山中，

　1962）

　コジイーサカキーイズセンリョウーマルバベニシダ

　基群集（山中，！962）

　コジイーサカキ・クロバイ基群集（山中，1962）

　コジイーピサカキ基群集

　コジイーミミズバイーツルコウジ基群集（山中，

　1962）

タイミンタチバナ亜群集（山中，1962）

　コジイータイミンタチバナーオオカグマ基群集（山

　4コ，　1962）

　コジイータイミンタチバナーツルコウジ基群集（山

　pi＝1，　1962）

　コジイータイミンタチバナーウラジP基群集（山中

　！962）



　　コジイーイズセンリョウーホソバカナワラビ基群集

　　　（山中，1962）

　　コジイーサカキーコバノカナワラビ基群集（山中，

　　　1962）

　　コジイーサカキーツルコウジ基群集（山中，1962）

　　コジイーミサオノキーベニシダ基群集（山中，1962）

　　コジイ。イスーサカキーコバノカナワラビ基群集

　　　（ローlrl二謬，　1962）

　　コジイ・イスータイミンタチバナーコバノカナワラ

　　　ビ基群集（山中，1962）

　　イスータイミンタチバナーコバノカナワラビ基群集

　　　（山中，1962）

　　ツブラジイベミズバイ群落（矢頭・南川，1962）

　　スダジイ・タブーアリドウシ基群集（野本，1963）

　　スダジイ・タブーツルコウジ基群集（野本，1963）

　　スダジイータイミンタチバナ基群集（矢頭，1970）

　　スダジイーカゴノキーヤブツバキータイミンタチバ

　　　ナ基群集（矢頭，！970）

　　カゴノキーヤブツバキーサカキ基群集（矢頭，1970）

　2）標徴種および区分種：ミミズバイ，ヤマビワ，

オガタマノキ，ミサオノキ。

　3）分布＝〔紀伊半島海岸地方〕矢頭，1958；1970；

矢頭・南川，1962；宮脇・藤原，1969；宮脇飽，1971；

宮脇・鈴木，1976；宮脇・藤原・鈴木・奥田，1978。

〔四国〕山中，！952；1955；1962；！970；野本，！953；

舘脇他，！959。〔北九州〕鈴木時，1951；1960；！966；

鈴木時・真柴，1959；須股。真柴。鈴木時，1969；宮

脇他，1975；1980。　〔東海地方〕宮脇・奥田。原田・

堀田，1976。〔南九州〕宮脇他，1976；1977；1978。

　4）相観：スダジイあるいはコジイが高木第1層に

．優占する。沖積地や山足部ではクロガネモチ，ホルト

ノキが優出することがある。

　5）　　構造：　4∫習群落。

　6）　立地：東海地方を北限とし，学海ヨ・九州にもっ

とも広く分布する。海岸沿いの丘陵地，低山地の海抜

300～400m付近までに生育する。

　7）　代償植生その他：九州ではバクサンボクーマテ

パシイ． Q落が二次林として広く斜面をおおっている。

　4，　イノデータブノキ群集

　　　Polysticho－Perseetum
　　　thunbergii　Suz．輪Tok．1952

　1）　Synonym；

　　タブートベラ群集（鈴木時，1948）

　　タブーベニシダ群落（里見・香室・河合，1968）

　　タブーキノクニスゲ群落（香室，1966）

　　タブーヤブラン群集（鈴木時，1966）

　2）　標徴種：イノデ〔ヤブコウジースダジイ群集に
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対する区分種〕フウトウカズラ，ケヤキ，ムクノキ，

ミズキ。〔シラカシ群集に対する区分種〕イタビカズ

ラ，タブノキ，ヤブニッケイ。

　3）　分布：〔太平洋岸〕岩手県広田湾の小島，青松

島及び船越村，小谷鳥部落（吉岡，1948；菊池・石塚

他，1970）が北限地域。宮城県構島，八景島（吉岡，

1948；吉岡他，1970；内藤他，1977）。福島県（吉岡，

！958；宮脇・藤原・原田，1976）。松戸（石井・沼田，

1963）。　釜兆子　（7召iヨヨ，　1963）。　鹿島　 （‘宮脇仙，　1979）。

房総斗三島　 （参令フ1ミ蹄寺●禾「i日ヨ，1949）。糾…美ミ月【埠』　（宮脇・藤

原f也，　197！　；！972；1976；宮脇｝。原E［1イ［亘，　1973；宮脇

・藤間他，1973；藤原，1972）。伊豆半島（鈴木時。蜂

屋，1951；宮脇・奥田・原細・堀田，1977）。〔日本海

岸〕　秋E日陰由禾U君6象汚詩Ili∫～本三臼…〒1了（町分藤・菊評也イ也，1970長

藤原・望月，未発表資料）。青森県岩崎（古岡，1948；

吉岡・内藤他，1970；奥田・藤原・宮脇，1971）タブノキ

林の北限である。飛島（吉岡，1948ヨ宮脇他，来発蓑

資料）。佐渡ケ島　（吉岡，1964；岡田，1969；宮脇・

藤原，1979）。越前海岸（香室，1966；富脇・奥：田，

1965；宮脇・藤原，1966）。富山県（宮脇他，1976）。

兵庵県（越智，1963；1964；宮脇・藤原他，！978）。

　4）　根焼：高木層にタブノキが優面し，スダジイを

ほとんど伴わない。出現種数も20～40種と少ない。

　5）　　轡葦造：　4層r群｝客。

　6）　立地：一般に土壌堆積が厚い適湿地に発達す

る。

　イノデ汐ブノキ群集は1948年日本林学会誌で鈴木

時がタブートベラ群集と規定した群集で，1949年再び

鈴木1涛・によってイノデ汐ブ群集と改称された。

　イノデづブノキ群集は沿岸の低地，台地の斜面都

や凹状地に広く発達している。太平洋岸では，北は岩

手県船越村（39。25’）より，南は大分県に記載されてい

る（吉岡，194G；菊池・石塚他1970；大分県，1978）。

　5．　ムサシアブミータブノキ群集

　　　Arisaemato　ri轟gentis脚Persee願

　　　tumもh疑nberg圭i雌iyawaki，　Fuj董wa－

　　　ra，　Harada，　Kusunoki　et　Okuda　1971

　！）　Syno賞ym：

　　タブ・ホルトノキーナギーカツモウイノデーフウト

　　　ウカズラ基群集（山中，1952）

　　ホルトノキ・タブーホソバカナワラビ基群集（山

　　　中，1952）

　　タブーホソバカナワラビ群集（野本，1953）

　　ホルトノキ・タブーモクタチバナーホソバカナワラ

　　　ビーフウトウカズラ墓群集（山中，1954）

　　タブ・ホルトノキーモクタチバナーアオノクマタケ

　　　ランーフウトウカズラ基群集（山中，1954）
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　　ヒメユズリハーヤブツバキーホソバカナワラビ斑群

　　　集　（弁肖脇，　1959）

　　ホルトノキーナギーホソパカナワラビ基群集（舘

　　　且渤，　1959）

　　タブーイワヒトデ群集（鈴木時，1966）

　　タブーオオイワヒトデ群落（外1」」他，！968）

　　タブーヤブツバキーオオイワヒトデ基群集（舘脇

　　　イ虚，　1955）

　　タブーモクタチバナ基群集（舘脇他，1957）

　　ムサシアブミ一睡ブ群集（宮脇他，1971）

　2）　標徴種ニバクチノキ，ノシラン，イシカグマ，

オオイワヒトデ，マサキ。区分種：アオノクマタケラ

ン，フウトウカズラ，フカノキ，ショウベンノキ，サ

ツマサンキライ，モクタチバナ，ハマビワ。

　3）　分布：〔南四国〕野本，！953；山中，1952；

1954；舘脇，1959。〔宮崎〕藤原・望月，未発表資料。

〔鹿シ巳島〕婁令フ1く「時・，　1951　；1954；宮好虜｝他，　1973；1974　；

1976。　〔屋久島〕舘脇他，1957；宮脇勉，1978。

　5）相観：高木第一一溜はタブノキが優下し林内をう

っそうとおおっている。林床にオオイワヒトデ，イシ

カグマ，ヤリノホクリハランなどシダ植物が多い。屋

久島，大隅半島，野間半島，宮崎県虚空蔵島などに々ま

アコウ，ビロウ，クワズイモが多くみられアコウ亜群

集として区分される。

　5）　　1悲造：　41習才洋蓄客。

　6）　立地：海岸線の沖積地，海籍にせまった山足部

の凹状地，低山地輪状地に発達する。

　7）　代償植生その他：ダンチク群落，アカメガシワ

群落，クPモジ群落など。

　6．　ホルトノキ群集

　　　E蓋aeocarpetumelliptici
　　　aSS．　ROV。

　！）　Synonym：

　　ホルトノキークロガネモチ群落（矢野他，1972）

　　ホルトノキ群落（塩見，1971）

　2）　標微種：ホルトノキ。区分種：クロガネモチ，

コヤブラン，イシカグマ。

　3）　分布二〔瀬戸内海沿岸〕藤1山歩来発表資料（紀

ノ111一ド漸辞中積士也），　岸コ仁・3F里予・月一音「≦。叫＝1『～苅，　1978（愛

媛県）；宮脇・劉曙t虹9泓（愛媛県）。

　4）　相観：高木第1層にホルトノキ，クロガネモチ

が優占する。一般に区分種がみられない。紀ノ川沿岸

の沖積地のみヤマモモ，カナメモチ，トベラ，ウバメ

ガシなどの乾性立地型の種群で下位区分された。

　ホルトノキ群集の林床は，鈴木時夫のいうイタチー

ベニ型である。

　5）　　握孝造　：　4層翠洋量客。

　6）　立地：瀬戸内海沿岸の沖積地。社叢林として残

されている。

　7）　代償植生その勉＝クロマツ植林地が多く二次林

については未調査。

　瀬戸内海沿岸部の沖積士也に限られた平群により構成

されているホルトノキ林をホルトノキを標徴種，クロ

ガネモチ，コヤブラン，イシカグマを区分種，シイ

類，タブノキやカシ類を欠くことを蒋徴としてホルト

ノキ群集が規定された。ホルトノキは，ホソバカナワ

ラビースダジイ群集やミミズバイースダジイ群集で高木

第一膚で．優占．種となることがある。群集の分布および

種組成の比較によりホルトノキ群集，ホソバカナワラ

ビースダジイ群集，ミミズバイースダジイ群集の相互の

区別が．可能である。

　7．　カゴノキ群集

　　　Act韮nodaphne£umla無。韮foliae
　　　Ya三nanaka　1962

　1）　Synonym：

　　カゴノキ群落（山中，1952）

　　クスーホソバカナワラビ基群集（1」」中，1957）

　　カゴノキーヤブツバキーノシラン基群集（山中，

　　　！962）

　2）標野種：カゴノキ。区分種1バカタシダ，フモ

トシダ。

　3）　分布；〔瀬戸内海沿岸〕山中，1962；岸本・平

里予●月侵部．F戸匹1，　1978；香」口回要。

　4）　柑観：カゴノキが優占する。カゴノキは瀬戸内

海沿岸に限らずに貧養立地では多く優占する（山口県

岩国城祉ではミミズバイースダジイ群集の林分内にカ

ゴノキが優占している）。本報ではカゴノキ群集は特

別な区分種をもたない群集として残されている。

　5）　　餐孝造：　4ノ蕾君二一客。

　〔う）　　：～Z士也：ナ無フに●辣z塁予●月卿音昌●「二｝二】配百　（1978）　カミ幸艮告

するカゴノキ群集の州浜は，山中がいういわゆるカゴ

ノキ群集とは異なるようである。山中（1978）ではバ

カタシダ，フモトシダが林床にみられ，カゴノキが被

度3で生育している。岸本他（1978）ではこれらの特

徴をもっていない。現在までには確認できなかった

が，記録により記載した。

　7）代償植生その他：カゴノキ群集の立地ではクス

ノキが楠栽されていることが多い。

　8．　バクサンボクーマテバシイ群落．

　　　7ε6πrπi4〃εプαpoπεc配那幽Pα8απεα

　　　α1π髭8・co嫌munity

　2）　区：分種：バクサンボク，マテバシイ。

　3）　分布：〔九州〕鹿児島県：宮脇飽，1976，1977，

1978；舞1鷲岡撃艮●佐賀妻護：？彗脇書佐・々擁く他，　1980；宮脇



。塗令オ〈。イ6i＝E［i，　1980；長lll侮L県＝fダト藤秀，　1978。

　4）相観：亜高木林。マテバシイ優占林。伐採回数

などの入門的影響の度合によリスダジイが亜高木層に

溌生する率が異なる。

　5）　　村孝造：　4層二二至客Q

　6）立地＝九州の海岸沿岸部の沖積地，丘陵地台地

などに広くみられる。

　7）代償植生：バクサンボクーマテバシイ群落はミ

ミズバイースダジイ群集のこ次回で，種組成は入為的

影響の度合により異なる場合が多い。また標徴種や，

区分種が明確にできないため群落として示された。

　マテバシイは九州南部を中心に臼生しているQ主と

してヤブツバキクラス域の，山地尾根部に風衝林形態

で生育する。一般的には，ミミズバイースダジイ群落

の構成種として生育がみられ，低被度，高常在度で，

九州に分布している。マテバシイは関東地方では，房

総半島や三浦半島に，のり養殖用のソダ材として植林

されている。萌芽力が強く，20～25年で伐採される毎

に萌芽し，一株より12～16本萌芽している樹木もみら

れる。バクサンボクーマテバシイ群落は，相観的には

これら植林に類似している。

　　　　　b，ボチョウジースダジイ群団壌

　　　Psychotr量。・Casta籍ops圭on

　　　sieboldii簾iyawakietaL1977
　2）　標徴種：リュウキュウアオキ，シシアクチ，ギ

ョクシンカ，シマミサオノキ，リュウキュウテイカカ

ズラ，オオシイバモチ，アオノクマタケラン，フカノ

キ，モクタチバナ，ヤマヒハツ。

　3）　分布＝〔北限〕鹿児島県屋久島：宮脇他（1972，

1980），〔南限〕沖縄県西表島i＞正iyawakl　et　aL（！977），

＄貸フ1くづi「5，1！979。

　4）　相観：スダジイ，オキナワウラジロガシ，ホソ

バタブなどが優占する高木林，常緑広葉樹が混生する

高木林あるいはマテバシイが優航する風衝低木林を形

成する。

　5）構造：3～4層群落を形成する．。

　6）、立地：吉良による暖かさの指数160以上までの

島喚で現在確認されているQ琉球列島の非石灰岩地の

砂岩，頁岩，粘板岩を基盤とした地域が中心ヒとなる。

　7）代償植生：常緑広葉樹林のギョクシシカースダ

ジイ群集が沖縄本島北部以北で二次林を形成しゃす

い。夏緑広葉樹林ではエゴノキ林（ヤンバルアワブ

キーエゴノキ群集），ウラジロエノキ林（アマクサギー

ウラジロエノキ群集）などをまとめたハドノキーウラ

ジμエノキ群団に所属する群落がみられる（鈴木邦，

！979）。竹林，植林，雑草群落にも多くの植物群落単

位があげられている（鈴木邦，19学9）。
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　1，ケハダルりミノキースダジイ群集

　　　Lasiantko．Casta避opsietul罰
　　　siel）oユdii　ハIiyawak三et　Ohba　1963

　2）標艦種および区分種：ナンゴクホウチャクソ

ウ，ミヤマハシカンボク，トキワガキ，オキナワキジ

ノオ，ケハダルリミノキ，サカキ。

　3）　分布：奄美群島（M量yawakl　u．　Ohba，1973；

宮脇他，1974；1975；鈴木邦，1979）。

　4）　栢観：スダジイ優占林。

　5）　　霧孝造　：　4ノ聾群亨客Q

　6）立地：奄美群島の斜面から尾根に広く生育す

る。海抜190～450mの古成層の粘板岩を基盤とした，

腐植層の分解が早い立」也。弱乾性黄色土を基盤。

　2．　アマミテンナンショウースダジイ群集

　　　Arisaemaも。　heもerocephali蟹

　　　Castanopsietum　sieboldii
　　　M：iyawaki　et　Ohba　1963

　2）標四種および区分種：リュウキュウハナイカ

ダ，リュウキュウヤツデ，シマサルスベリ，アマミテ

ンナンショウ。

　3）　分布：奄美大島，徳之島（M三yawaki　u．　Ohba，

1963；宮脇他，　1974；1975；金令外くグ‘1≦，　1979）。

　4）　相観：スダジイ優山林。草本層に羊歯植物が多

い。

　5）構造：3～4暦群落。高木林あるいは亜高木
林。

　6）立地：海抜600m以一ヒの地域のスダジイ林。雲

霧帯。渓谷沿いの湿潤地にも一部みられる（奄美大島

住i用村海抜350m；宮脇他，1974）。

　3．　アオバナハイノキースダジイ群集

　　　Sy孤Ploco　liukiuensis脚

　　　Casもanopsietum　s量eboldii
　　　Miyawaki　et　Okba　1963

　2）　標四種および区分種：アオバナハイノキ，シロ

ダモ，オオムラサキシキブQ

3）分布：淋永繭鳴謝；⊥1，営：界島（Miyawaki　u．

Ohba，1963；宮脇他，1975；鈴木邦，1979）。

　4）相観路ダジイ優占林・林床植生は植被率5～

30％と貧弱。

　5）　　牽簿造：　3～4層耳洋至客0

　6）　立地：琉球石灰岩域。比較的乾燥した立地。

＊ギチョウジーズ響ジイ．群1撒とついてはすでに鈴木邦（1979）

　に詳細が報告されているため，ここでば群集・群落の概要

　を示し，簗者の知見が一部示されるにとどめた。
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　4．　アマミヒイラギモチーミヤマシロバイ群集

　　　Il量ci　d圭morphophyllae－Symplo－
　　　Cet軽mCO筑fUSae　M量yaW農ki　eta茎．

　　　王974

　1）　Synonym＝

　　タイミンタチバナーミヤマシロバイ群落：（宮脇他，

　　　1975）　．

　2）　標下種および区分種：ヘッカリンドウ，ミヤビ

カンアオイ，ミヤマシPバイ，ヒメカカラ，アマミヒ

イラギモチ，ハマヒサカキ，アマミフユイチゴ。

　3）　分布1奄美大島湯三岳，井之川岳（宮脇他，

1974　；塗令7忙ヲ…i≦，　1979）。

　4）　相観：群落高8m前後の常緑広葉捗1林の亜高木

林。

　5）　構造＝2～3摺群落。

　6）立地：山頂の風旧地よりやや風衝の緩和された

雲霧帯（海抜550～670m）　（宮脇他，1975）。

　7）　群集標記種とされるアマミヒイラギモチ，ミヤ

マシロバイは湯湾岳特産の種であり，アマミフユイチ

ゴ（湯湾爵・井之用岳），ヒメカカラ　（湯湾躊・屋久

島）も分布が限られており，アマミヒイラギモチベ

ヤマシロバイ群集は特異な地域群集としてみとめられ

ている（宮脇他，1974）。アマミヒイラギモチーミヤマ

シロバイ群集中にはハイノキ属C呈y〃～〆｝加ビ。⇒のミヤ

マシμバイ，クロバイ，アマシバ，ミミズバイと，タ

イミンタチバナ属（躍y／W1〃αののタイミンタチバナが

特徴的にみられるが，このような駁）り3～〃曜と哉Ψノ’・

！）！oαバが主体となる群落はニューギニア，ボルネオ，

マレーシアなどの亜高山帯の雲霧林，またはそれ以上

の海抜地域にしばしばみられる（迫，1966；初島，

1968）。

　5．　ギョクシンカースダジイ群集

　　　Tarenno・Cast3黙opsietum
　　　sieboldii簾iyawak韮etal．1974

　1）　Synonym＝

　　リュウキュウアオキースダジイ群集（三三他，！971）

　2）標下種：群繊標二種がそのまま群集標徴種とさ

れる。区分種＝ゴンズイ，アマクサシダ，シャリンバ

イ，ツワブキ，トベラ，タシロスゲ。

　3）　分布：屋久島（宮脇他，1980），奄美大島（宮

1協で也，　1974）。

　4）　絹観：スダジイ優占林。自然林では15m前後の

高木林を彩成するが，二次林として広がっている10m

前後の亜高木林，低木林が多い。

　5）構造＝3～4層構造。時に萌芽林形態。

　6）　立地：貧養立地や乾生立地に多い。表層土が露

議している立地にはコシダ，クロガヤなどが生育す

る。

　7）ギョクシンカースダジイ群集は，二次林として

記載され報告されているが（宮脇他，1974，1975；鈴

木邦，1979），羅久島では海岸沿岸部の風衝地の安定

高木林としてギョクシンカースダジイ群集がみとめら

れた（宮脇編，1980：p．104藤腺担当）。ヤブコウジース

ダジイ群集（アカガシーシラカシ群団）やクヌギーコナ

ラ群集（イヌシデーコナラ群団）などのように，本来

は自然林として局地的に発達している貧化した種組成

をもった群落が，人為的影響により二次林形態をとり

広がったものと考えられる。このような群落・群集

は，群団やクラスの北限域に分布しているものに多

い。また人為的影響により海抜高度の比較的高い立地

に発達する群落は谷沿いに下降し，低いところのもの

が尾根沿いに上昇する傾向が，…般に常緑広葉樹林で

はみられる。

　6，　オキナワシキミースダジイ群集

　　　1璽licio　anisati－Castanopsietum

　　　siebo董di薫Miyawaki　eもaL　1971

　2）標乙種および区分種＝リュウキュウナガエサカ

キ，ヤンバルマユミ，ホザキカナワラビ，オナガエビ

ネ，ビシンジュズネノキ，オキナワシキミ。

　3）　分布：沖縄本島（Miyawaki　et　al．1971）

　4）　相観：15m以下の高木林あるいは亜高木，低木

林。スダジイ優占林。

　5）　構造＝2～4暦構造。二次林も含まれ，明確な

階麟構造を含まれないことが多い。

　6）立地：臼然による撹乱（定期的に訪れる台風，

強風，スコール的降lilqによる有機物の流嵩など）や，

人為的擁乱（かつての伐採など）により持続している

群落。土壌が流出した岩石露出地も含め広く沖縄本島

に分布している（鈴木邦，玲79）。

　7．　ケナガエサカキースダジイ群集

　　　Adina聡dro　yaeyamensis・
　　　Castapops圭eもu】m　siebo蓋dii

　　　M：iyawak壼et　a董．．1971

　2）　標乙種および区分種：ツルアダン，タイワンル

リミノキ，タイワンオガタマノキ，ナガエサカキ，ア

カハダノキ，オモロカンアオイ，オオバルリミノキ。

　3）分布：八重山群島：西表島（Miyawakl　et　a1．

！971）。

　4）　相観：スダジイ優占林。群落高8～15mの高木

林，戴高木林を形成している。日．順付近では4～6m

の風衝形を形成している（鈴木邦，1979）。

　5）　構造：3～4層群落。

　6）　立地：斜面中部より尾根筋にかけた中生立地。



　8．　オキナワウラジロガシ群集

　　　Quercetu…u…uiyag宝i
　　　逝圭yawaki　et　a璽．1971

　2）標徴種：オキナワウラジロガシ。

　3）　分布：徳之島（宮脇他，1971，1975），顕表島

（Mlyawaki　et　al．，1971），沖縄本島北部（鈴木邦，

1979）。

　4）　相観：オキナワウラジロガシが被度2～5と優

占する高木林を形成する。徳之島ではとくに被度4～

5の優占林で，群落高22～241nと高い。

　5）　構造：4層群落。

　6）　立地：非石灰岩地域の内陸側，斜面中都以下の

湿潤な立地，有機質に富む土壌の集積する立地に生育

する。

　7）　代償植生その他：オキナワウラジロガシ群集

は，徳之島，沖縄本島本部および西表島に分布が限ら

れているが，それぞれの島ごとに地域的ヨ覚群集がみと

められている（鈴木邦，1979）。

　9．　ヤマビワソウーホソバタブ群集

　　　Rhy烈chotecho　discolor量s・

　　　1》erseetu斑　japonicae
　　　Miyawaki　e重a璽．1971

　2）標微種および区分種；イリオモテソウ，ヤマビ

ワソウ，サキシマホラゴケ，シμヤマゼンマイ。

　3）分布：西表島（Miyawaki　et　al．，197！），八重

江i群島　 （新納｛旭，　1974）

　4）相観：ホソバタブやフカノキが優占する高木，

亜高木林。

　5）構造：3～4層群落。

　6）　立地：オキナワウラジロガシ群集に接した斜面

下端で，土砂の厚い堆積がみられる湿潤南元な安定立

地に発達する（宮脇他，！972；鈴木邦，1979）。

　10，マルヤマシュウカイドウーアカギ群落

　　　8egOπ‘α‘αCεπεαfαvar．　forη篭08侃α．

　　　β∫8Cん。航αノωα泥εCα・commu蹴y

　2）　区分種：マルヤマシュウカイドウ，アカギ，ク

ログキシダ，ヤンバルミョウガ，アワダン。

　3）分布＝西表島の内陸域（Miyawaki　et　a1・，1971，

宮脇イ［旦，　1972；鈴オくヲ三話，　1979）

　4）　相観：リュウキュウガキ，モクタチバナ，ホソ

バタブ，アコウなどが混生しているか，あるいはそれ

ぞれの種が，立地により優点している亜高木林。

　5）　構造：2～3層群落。

　6）立地：オキナワウラジロガシ群集やヤマビワソ

ウーホソバタブ群集に接した河川沿いの岩礫地に生育

する渓谷林（鈴木邦，1979）。豪雨により砂礫が移動し

てたまりやすい立地に発達している（宮脇他，1972）。
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　1Lオキナワテイショウソウーマテバシイ群集

　　　AinsliaeG　Gkinawae覧sis篇Pasa．
　　　ロieもum　K．　Suzuk曼1979

　2）標二種および区分種：マテバシイ，オキナワテ

イショウソウ，コバノミヤマノボタン，バケイスゲ。

　3）　分布：沖縄本島沈部（鈴木，1979）。

　4）　相観；マテバシイ優占象。群落高5～7mの風

衝低木林。

　5）　構造：2層群落。

　6）立地：山頂付近や尾根筋の南向斜薦。乾生立

地。海からの風をまともに受ける風衝地に発達する。

　12．ヒリュウシダーモリヘゴ群集

　　　Blechno・・Cyatheetum　lepiferae
　　　I（．Sαzuki　1979

　2）　標記種および区分種：モリヘゴ，ヒリュウシダ，

キンギンソウ，ヤンバルミョウガ。

　3）分布：沖縄本島，西表島（鈴木邦，1979）。

　4）相観：群落高7～8mのモリヘゴ（ヒカゲヘゴ）

優占林Q

　5）　構造：2～3暦群落。

　6）立地：岩礫の散在する渓谷。人頭大の漏壷間に

未分解の落葉や土砂の堆積があり，たえず流水のある

凹二二こ帯状にヒリュウシダーモリヘゴ群集が発達す

る。

　13．ヤクシマアジサイースダジイ群集

　　　Hydrangeo－Castanops量etu臓
　　　s藍eboldii　Hor童kawaeta茎．1953

　1）　Synonym＝

　　スダジイーアデク群落（奥寓，1968）

　　スダジイーヤブコウジ群集（奥富，1969）

　2）　標微種および区分種：ヤクシマアジサイ，リュ

ウキュウルリミノキ，アオバノキ，オオキジノオシダ。

　3）分布：屋久島（堀川他，1953；宮脇編，1980）

　4）楊観：スダジイ優占林。

　5）　構造：4層群落。

　6）　立地：屋久島の山足部より，海抜630m付近の

谷部あるいは斜面の適潤地に発達する。

　7）代償植生その他：ウラジロエノキ群落，アオモ

ジ群落など。

　　　　c．シャリンバイーウバメガシ群団

　　　R蓋aph隻olepido・Quercio凱
　　　　pk三三iyraeo薫dis　a墨L　Rov．

　1）　Synonym＝

　　ウバメガシ亜群団（鈴木時，1966）

　　トベラ群団（中繭。鈴木，1970）

　2）標徴種；シャヲンバイ，ウバメガシ，マサキ，

ハマヒサカキ，ハマビワ，マルバニッケイ，シバニッ
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ケイ，ソテツ。

　3）　分布＝断片としては北は青森県，宮城県より，

南は琉球列島伊平屋まで分布する。

　4）　相観：風衝低木林。風衝のため群落の上面は頭

部を切りそろえられたような形で生育する。

　5）　構造：2～3層群落。

　6）　立地：海岸風衝断崖地

　7）代償植生その他：伐採などにより破壊されると

立地の貧化がおこり，復元することが困難となる。ス

スキ草原化する。

　海岸風衝低木林については，中西弘・鈴木兵（1973）

によりトベラ群団が提唱されている。さらに山綺

（1954）によりウバメガシ亜群団，中野（1943）トベラ群

団などがある。中西・鈴木のトベラ群団（仮称）は海

岸風衝低木林を全て包括してトベラ群団と規定してい

る。山瞬は伊豆半島以南，九州まで分布するウバメガ

シを中心に風衝低木林をまとめている。中野のトベラ

群団は，沿岸部のタブ・シイ林を含め規定している。本

職では，海岸風衝低木林のヤブツバキクラスにおける

位置を明らかにし，さらに各群集・群落の整理を行い，

イズセンリョウースダジイ群団，ボチョウジースダジイ

群団に対応した一群団として規定された。亜群罰より

群団としての独立性が高いこと，トベラは，イズセン

リョゥースダジイ群団とボチョウジースダジイ群団に一

部分布することにより，シャジンバイーウバメガシ群

団とされた。シャリンバイーウバメガシ群団は，沖縄

伊平屋島まで分布している。

　1．　ヤブツバキ群落

　　　Cαη8eπ」αノαPOπεCα・community

　1）　Synonym：なし

　2）　区分種＝ヤブツバキ，キヅタ，オオバジャノヒ

ゲ。

　3）　分布：〔青森県岩崎村〕出面，1953；奥田・藤

原・宮脇，1971；藤原・望見未発表資粍〔秋田県

男鹿半島〕宮脇他，未発表資料；藤原・望月・未発表

資料。　〔敦賀湾沿津〕宮脇・藤原他，1978。

　4）　相観：ヤブツバキ優占低木林。

　5）構造：2～3層群落。

　6）　立地：海岸風衝断崖地。土壌堆積がみられる斜

面。太平洋岸では記録されていない。日本海沿岸に点

在する。太平洋岸のマサキートベラ群集に対応する立

地に生育している。敦賀湾沿岸部若狭大飯にはクマワ

ラビイブツバキ群落として種類組成の豊富な林分が

みられる（宮脇・藤原・原田，1978）。

　7）代償植生その他：海岸風衝断崖地は，風衝が強

く波のしぶきを受けやすいきびしい立地条件下にあ

る。したがって一度伐採されるとススキ草原化し，森

林に復元することはきわめて困難である。

　2．　マサキートベラ群集

　　　Euonymo－Pi重tosporetum
　　　tob童rae　M皇yawaki，　Fujiwara，

　　　Ha「ada，　Kusunoki，　eもOkuda　lg71

　1）　Synonym：

　　ヤブツバキートベラ基群雄（堀川，1942）

　　1・ベラーマサキ基群集（山中，1953）

　　トベラーツワブキ基群集（舘脇他，1959）

　　クロマツートベラ基群集（香室・伊藤，1965）

　　クロマツーモチノキ基群集（香室。伊藤，1965）

　　ヒメユズリハークロマツ群集（大場，1969）

　2）標徴種および区分種：マサキ，オニヤブソテ

ツ，マルバノシャリンバイ，イヌビワ，マルバグミ。

　3）　分布：〔関東〕大場，1968；宮脇・藤原，1971；

1972；1976；藤i原，1972；1976；宮脇・原田他，1973；

宮脇・藤i間他，1972。　こ四国〕山中，1953。　〔瀬戸内

海〕　堀，ll，　1942；舘脇イ也，　1959。　　〔顕本海沿岸：若狭

湾〕香衣・伊藤，1965；宮脇・奥田他，1971；宮脇・

奥田，1973；宮脇・藤原，1975；宮脇・藤原他，1978。

　4）　相観：トベラ，あるいはマルバノシャリソバイ

が優堕した風衝低木林。しばしば高木第一層にクロマ

ツが頭出することがある。

　5）構造＝2～3摺構造。

　6）立地：海岸風衝の強さ，壌の影響，土壌など

の環脆条件により優占する種群にきわめて変化が多

い0

　7）　代償植生その他：イソギク吋・チジョウススキ

群集（関東），ノジギクーハチジョウススキ群落などの

海岸風衝草原に一時的におきかえられ，一定の期間持

続群落を形成する。

　3．　トベラーウバメガシ蘇集

　　　Pittosporo－Quercetum　phiHy－
　　　raeoiδis　Suz．・Tok．　et　Hatiya王951

　1）　Synonym：

　　クロマツ群烏の一部（堀川，1942）

　　クロマツーウバメガシ群落（山中，1952）

　　ウバメガシーヒトツバSoc．（山中，1957）

　　ウバメガシ基群集（山中，1958；今井，1965）

　　ウバメガシーヒトツバ基群集（山中，1958；今井，

　　　1965）

　　ウバメガシータマシダ基群集（山中，1958；今井，

　　　1965）

　　ウバメガシーコゥヤボウキ基群集（山中，1958；

　　　今井，　1965）

　　ウバメガシーテイカカズラ基群集（山中，1958；

　　　今井，　1965）



　　ウバメガシーツワブキ基群集（山中，1958；今井，

　　　1965；矢頭，1958）

　　ウバメガシータイミンタチバナ基群集（山中，1958；

　　　今井，　1965）

　　ウバメガシーヤブツバキ基群集（LLi中，1958；今

　　　プ謙二，　1965）

　　ウバメガシートベラーシオギク基群集（山中，1958；

　　　今井，　1965）

　　ウバメガシ典型群集（中西弘・鈴木兵，1973）

　　ウバメガシーツルグミ群集（中西弘・鈴木兵，1673）

　　ケウバメガシーモクタチバナ基群集（舘脇他，1959）

　2）標徴種：ウバメガシ。区分種：マサキ，トベ

ラ，ツワブキ，オニヤブソテツ，マルバノシャ夢ンバ

イ，ハマヒサカキ，マルバグミ，クロマツ（トベラーウ

バメガシ群集内の区分種は論評・適度ともにきわめて

低い）

　3）　分布：〔伊豆半島，渥美半島〕宮脇。奥田・原

田・中村，1976。　〔紀伊半島〕矢頭，1958；1970；

宮脇・藤原，1970；宮脇・奥田他，1971；宮脇。藤原

イ也，　〕971；】．9780　　〔四国〕　山中，　1952；1957；1958。

〔九州〕宮脇他，1976；1977；須股・真柴・鈴木時，

1969。　〔屋久島〕宮脇飽，1977；Nakanishi　and　Na－

kagos｝ユi，　1972；　舘脇他，　1957。

　房総半島にみられるウバメガシ林は璽高木林を形成

しておりトベラーウバメガシ群集に含まれないQ

　4）相観：海岸風衝低木林を形成している。もっと

も乾生なタイプでマッキー状に，樹冠をはさみで刈り

とられた状態に発達している。海岸風衝低木林の構成

種は一般に潮風，乾燥，風衝，貧養というきびしい

立地条件に耐えられるが競争力が弱い。したがって自

然状態では競争力の強いシイやタブ林に生理的最適域

を奪われる。したがって自然状態では海ぞいの岩上

や土壌の浅いきびしい立地上に生育している。しか

し，祝伐，火入などによって，かつて常緑広葉樹でお

おわれていた自然林分が破壊されると海抜500m付近

の高地まで代償植生としてのウバメガシ林に広く占め

られる。

　5）　群落構造：2～3暦群落。

　6）　立地：海岸断崖地の中生層あるいは三物紀層上

に発達しているQ

　7）代敏植生その他：キノクニシオギクーアゼトゥ

ナ群集（紀伊半島）などの海岸風衝草原が広がる。

　4，　オニヤブソテツーハマビワ群集

　　　Cyrtom藍。・Utseetum　japonicae
　　　S犠腱ata，］M【ash童ba　et　Suz．脚愛ok．1969

　1）　Synony皿：なし

　2）標徴種および区分種：ハマビワ，オオムラサキ
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シキブ，ハマヒサカキ，マサキ，トベラ，ツワブキ。

　3）　分布：〔九州〕須股・真柴・鈴木，1969；宮脇

他，1974；1977。　〔山口県〕鈴木邦他，未発表資料；

宮本，1967。　〔九州〕宮脇他，1980。

　4）相観：ハマビワ，ヤブニッケイ，ハマヒサカ

キ，シャリンバイなどの風衝低木林構成種が，ほぼ同

じ被度で低木層に生育する。

　5）　構造：2層群落。

　6）立地：海岸風籟断巌地の凹状地に発達する。

　1）

　2）

ワダンG

　3）分布：〔屋久島および大隅半島に一部分布する〕

宮脇で也，1978；窟’脇イ也，1976；Nakan三shi　and　Nakago－

shi，1975。男女群島（外山他，1964）

　4）　相観：風衝低木林を形成する。

　5）構造：2～3層群落。

　6）　立地：岩海岸。

　6．　アカテツーハマビワ群集

　　　Pla簸chone畏lo犀I」itseetum

　　　japo鵡icae　Miyawakietal．1974

　2）標徴種：アカテツ，ハマイヌビワ，区分種：ハ

マビワ，モクタチバナ，シバニッケイ，ソテツ。

　3）　分布：奄美大島（宮脇他，1974），徳之島（宮

脇，1975），琉球列島の非石〃ぐ岩地域の海岸風詠地

（鈴フド，　1979）0

　4）　相観：樹高0。6～5mの低木林。

　5）　　響孝造＝　2層震羊量客0

　6）立地：海岸風衝地。風を強く受ける凸面地で

は，樹高が低く，林冠をそろえたマッキー状を呈して

いる。表土堆積がほとんどみられず，母岩の露出して

いる断崖地で，海からの強い潮風を受ける。

　7）代償植生：ホシダーススキ群集他。

　C．りユウキュウガキークスノハガシワオーダー

　1）童ospyro　maritimae－Mallotetalia
　　　　　phUippens圭s　ord．nov．

　2）標徴種：クスノハガシワ，グミモドキ，フクマ

ンギ，ホウビカンジュ，ジュウキュウガキ，ゲッキ

ツ0

　3）　分布：〔沖縄本島〕Miyawaki　u．　K。　Suzuki，

玉976；〔与論島〕宮脇他，1974；〔奄美大島〕宮脇他，

1976；〔与那国島〕宮脇・鈴木・藤原。宮城，1979；

〔宮古島，石垣島，酒表島〕鈴木邦，1979。

5．ホソバワダンーマルバニッケイ群集

　Crep童diastro・CiPnamo㎜etum
　daphno圭dis　H．　Nakanishi　et　s疑z．一

　芝【yo．1973

　　Synonym：なし

　　標品種および区分種：マルバニッケイ，ホソバ
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　4）　相観＝樹高8～！81nの低木林あるいは高木林。

高木層にアカギ，オオバギ，ガジュマル，クロヨナな

どが立地によって被度3まで優罰するが，一般には多

くの當緑広葉樹高木が混生する。

　5）　　麟寡造：　3～4層葦洋落。

　6）　立地：隆起珊瑚礁や琉球石拶《岩の露岩地あるい

は風化立地。

　7）　代償植生その他：隆起珊瑚礁や1昇己球石灰岩基盤

地の露岩地では，ウガンジョや放置林として残存林が

多くみられるが，風化して，土壌が堆積した平坦地

などは集落などに利用され，一部門屋敷林として残さ

れているにすぎない。とくに平坦地などは，地形的に

開発されやすく，集落が集まり，農耕地に利用されて

いる。したがって集落に近い林分は薪炭林に利用され

やすく，過去に何度か伐採され，若齢林が多い。しか

し，種組成的には，琉球列島，台湾，東南アジアに分

布する熱帯生植物が構成種として特徴的にみられる。

したがって，琉球列島，奄美群島の隆起珊瑚｛1｛｛1，琉球石

灰岩上の常緑広葉樹林は，種組成を中心にその立地の

地史も加味し，日本列島酒南部の島々の植生がナガミ

ボチョウジースダジイ群団としてまとめられる（Miya－

waki　et　K　Suzuki，1976）。さらにタイミンタチバナー

スダジイオーダーに対応したリュウキュウガキークス

ノハガシワオーダー（新称）が，台湾も含め新設可能

である。熱帯まで分布する魚群を標徴種として新しく

提回したい。しかし，琉球列島，奄美群島では，ボチ

ョウジースダジイ群糊の各群集と隣接することが多く，

一部タイミンタチバナースダジイオーダーの標三種を

構成種にもつ群集，群落もある。さらに台湾や，中圏

の常緑広葉樹林との比較検1回目より明らかにしてゆき

たい。

　　　a．ナガミボチョウジークスノハカエデ群団

　Psychoもrio騰anHensis・Ace驚io烈
　　oblo並gi瓢iyawak隻et　K・Suzuk隻1976

　2）　標徴種；ナガミボチョウジ，クスノ一思エデ，

ッゲモドキ，トウヅルモドキ，クワノハエノキ，ヒラ

ミレモン0

　3）　分布：こ奄美大島，与論島，喜界島〕宮脇他，

！976；Miyawaki　et　Suzuki，1976；鈴木邦，1980；

〔沖縄本島，贋壇島，宮古島，与那國島，西表島〕

Miyawaki　et　Suzuki，1976；宮脇他，！979；鈴木

づ…［～，　1979Q

　4）　相観＝立地により優占種が異なる。現在残され

ている林分は，若齢林が多く，1種の優占林を形成せ

ず，数種が混在していることが多い。オオバギ，アカ

ギ，タブノキ，ガジュマル，クロヨナ，クスノハカエ

デ，イスノキ，ビロウなどが立地により被度1～3を

占め，混生し高木層をおおっている。

　5）構造：3～4層群落。

　6）立地：隆起珊瑚礁を基盤とする石灰岩地域に発

達している。多くは母岩が露出した立地，あるいはド

リーネなど石灰岩特有の地形に発達している。

　7）代償植生：キールンカンコノキーアカメガシワ

群落（与那国島1宮脇・鈴木・藤原・宮城，1979）。

テリハボク植林，フクギ植林などが報告されているが

各群集とその代償植生の関連についてはまだ明らかに

されていない。

　Miyawakl　et　K　Suzu1（1（1978）および鈴木邦（！979）

では，カタヒバーサルカケミカン群集Selaglnello－

Tod（lalietum　asiaticaeがナガミボチョウ

ジークスノハカエデ群団に所属されていたが，種組成，

生活形ともに他の群落に対し絹違点が大きく，今回は

除外した。カタヒ・㍉サルカケミカン瀞集は台湾他の

露岩地の．植生と比較し，風衝矢委生低木林として，ある

いは有刺低木群落によるマント群落の体系として考察

されるだろう。

　1，オオバギーアカギ群集

　　　Macaヤango－Bischoffietum
　　　Miyawaki　et　K．　Suzuki　1976

　1）　Synonyrn：

　　クスノハガシワーオオバギ群落（宮脇他，1972）

　　オオバギーナガミボチョウジ群落（新納他，1974）

　　／3∫∫（’ノ～oメ／7‘zゴαuα1～’ビα一cornnlunity　（Kabashima　et

　　　aL，　1977）

　2）標徴種：オオバギ，アカギ，区分種1ショウベ

ンノキ，オオイワヒトデ，バクチノキ，フカノキ。

　3）　分布：〔沖縄本島南部〕宮脇他，1976；〔喜界

島〕　宮脇イ也，　1976；〔西享……島，　宮〒1ぎ島〕　塗令フ｛くタ1～，　1979。

　4）椙観：高木層にアカギ，オオバギ，ハマビワ，

タブノキが優刑し，ヤブニッケイ，ガジュマル，クス

ノハガシワ，ホソバムクィヌビワを混生する常緑広葉

樹林。

　5）　構造：3～4層群落。

　6）　立地1隆起珊瑚礁，琉球石灰岩の基盤が露頭し

た段丘斜面に発達している。石灰岩地域の凹状地や流

水域の周辺などの水分条件に恵まれた立地を生育地と

している（鈴木邦，1980）。

　7）代償植生その他：代償植生との関連研究がまだ

行なわれていない。オオバギーアカギ群集は2亜群集

4変群集に下位区分されている（鈴木邦，198G）。

　2．　ガジュマルークロヨナ群集

　　　Fico】阻互crocarpae－Po臓gami．

　　　etum　pinnatae　Miyawaki　et　K．

　　　S“zuki　1976



　2）　区分種：ガジュマル，タイワンウオクサギ，イ

ヌマキ。

　3）　分布：〔奄美群島（与論島，喜界島）〕宮脇他，

1976；Mlyawaki　et　K．　Suzuki，1976；〔7中縄群島

　（沖縄本島）・八重山群島（石壌島）〕Miyawa1・i　et

K．Suzuki，1976；鈴木邦，1979。

　4）　相観：ガジュマルが優占する林分が多く，クロ

ヨナ，ヤブニッケイ，ハマイヌビワなどが混生する亜

高木林。　　　　　　　　・

　5）　　達糠造：　2～3∫膏羅洋幸客0

　6）　立地：海岸臨海部の比較的古い隆起到111瑚礁，琉

球石灰岩地域。

　7）代償植生その他：集落に利用されることが多

く，フクギ，テリハボクが鷹．敷林，防風林として植栽

されている。

　3．　タマシダークスノ制帽エデ群落

　　　馳PんorψPεsα副。π‘α’α一．4cθro配。π9配配

　　　ssp．ε♂oαπ配7π．con、1臓u鷺ity

　2）　区分種：タマシダ，クスノハカエデ。

　3）　分布：〔奄美群島与論島〕鈴木邦，1979。

　4）相観：クスノハ押型デが優占する亜高木林。

　5）　構造：2～3題群落。

　6）　立地；琉球石灰岩上。

　7）代償植生その他：タマシダ汐スノハカエデ群

落は，二次林あるいは疎林がまとめられている。

　4．ナガミボチョウジーイスノキ群落

　　　Ps〃。ゐ。彦rεα配απεεθπsεs・0ε8♂〃伽〃ε

　　　アαCθ〃ε08π配・coml臓un茎もy

　1）　Synonym＝

　　ムサシアブミークスノハヵエデ群落（M三yawak量et

　　　Suzuki，1976）

　2）　区分種：イスノキ，リュウキュウクロウメモド

キ，サダソウ，アカボシタツナミ，リュウキュウマメ

ヅタ0

　3）　分布：〔沖縄本島本部半島嘉津宇岳，辺土岳〕

塗盆オく手i～，　1979。

　4）梱観：イスノキ優占低木林。

　5）構造：2層群落。

　6）　　立地：薪叢球イヨ灰岩基盤士也G

　7）代償植生その他：ナガミボチョウジーイスノキ

群落は耕作地あとの放棄地に発達した二次林や，曲譜

林として伐採が繰りかえされた萌芽林である。

　5．　アカハダゲスービロウ群集

　　　13eilsch搬三ed圭。働L量v畳sもonetu臓

　　　chi筑ens藍s　Miyawaki，　Kl．　S服z縫ki，

　　　X．Fuj三wara　et　Y．　M量yagi　1979

　1）　Synorlym：

101

　　ビロウーアカハダグス群落（新納他，1974）

　2）　標徴種：アカハダグス，ヤエヤマクマガイソウ，

区分種：ビロウ，リュウキュウガシワ。

　3）　分布：〔与胡膳1島久部良雷〕蒋納他，1974；宮

脇・鈴木・藤原・宮城，！979。

　4）　胡観：ビPウ林。

　5）　構造13～4層群落。

　6）　立地：琉球石灰岩上に砂岩・頁岩が堆積してい

る与部国島の久部良岳山頂付近から山腹にかけての向

陽斜面に広く生育している。

　7）　代償植生：ナガミボチョウジーオオバイヌビワ

群落，キールンカンコノキーアカメガシワ群落などQ

　6．　ナガミボチョウジーオオバイヌビワ群落：

　　　P8〃ohofrεo　rπα屈θπsεs・刃εcπs　8¢pfεcα一

　　　communiもy

　2）　区分種：ハブカズラ，ギョボク，フウトウカズ

ラ，ビナンカズラ，オオバイヌビワ，ヤンバルアカメ

ガシワ。

　3）　　分オ巨：　〔与規～国島〕　’富脇。自門フ1く。藤原。宮城，

1979。

　4）粗観：オオバイヌビワ，ギョボ久タブノキ，

フクギ，フカノキが混生する高木あるいは亜高木林。

　5）絹観：オオバイヌビワ，ギョボク，タブノキ，

フクギ，フカノキが高木層に混生している。

　6）　立地：琉球石灰岩が所々露出している立地。

　7）代償植生：ナガミボチョウジーオオバイヌビワ

群落は自然植生から二次林まで含められている。一部

はかつての屋敷林あとや，またリュウキュウバショウ

の植栽地であったところもある（宮脇・鈴木・藤原・

宮城，　1979）。

　Fig．7～30に日木列島の常緑広葉樹林の主な分布が

示されている。縮尺の関係で調査地点が全て示せない

群落もある。
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V．考 察

　1，　常緑広葉樹林の群落：体系

　1）　目本の常緑広葉樹林の植物社会学的位置づけ

　琉球列島を含む濯本の常緑広葉樹林は，日本列島に

広く分布し，常緑広葉払出内に生育し，特徴づけてい

るヤブツバキの名をとって，ヤブツバキクラスCa・

mellietea　japonicaeにまとめられている
（Miyawaki　u．　Ohba，！963）。

　ヤブツバキクラスは，寸寸地方中部の海岸線を北限

とし，本州・四国・九りll・琉球列島に分布する。かっ

て本多（1912）は日本の常緑広葉樹林を暖帯林儲；ll｝1，

正宗（1936）は照葉喬木林，中野（1942）はタブ群団，

さ2）に鈴木時（1962）はクス・カシクラスLaura－

ceo・Fagetea　semperviτens　Suz．・Tok．

（！962）と呼んだ。これらの概念は植物社会学的調査

方法を基礎としたやブツバキクラスに一致する。

　本報では1967年以来12年1｝射にわたって行ってきた現

地植生調査資料を基礎として，睡本の常緑広葉樹林の

群落単位が比較，検討された。日本の常緑広葉樹林の

上級単．位としては，沖縄の常緑広葉横林（鈴木邦，

1979）を含め，台湾，中国の常緑広葉樹林の資料と比較

し，回しく，オーダーがみとめられた（Fig．32）。小笠

原諸島についてはフロラ的に島興性が強く，種の相違

が多いなどのため本報では比較の対象から除かれた。

　シキミーアカガシオーダーは，常緑広葉樹林の並直

分布における上限域に分布し，内陸に生育するシラカ

シ，アカガシ，イチイガシなどのアカガシ亜属qyぐZo・

みαZα〃砂∫～5を標徴種とし，さらにヤブツバキクラス

（常緑広葉樹林）が接するブナクラス（夏緑広葉樹林）

の下限付近にまで生育するモミ，アセビ，キッコウハ

グマ，シキミ，ミヤマシキミを区分種として決定され

た。シラカシ，イチイガシは台湾・中躍まで分布する。

シキミーアカガシオーダーには1群団が所属している。

　タイミンタチバナースダジイオーダーは，三寸熱帯生

のセンリョウ，ミミズパイ，ホルトノキ，タイミンタ

チバナ，モクレイシその他を標徴種としてまとめられ

た。琉球列島の常緑広葉樹林と，本州・匹1属・九州の

常緑広葉樹林は，従来は別系統の植物群落（ボチョウ

ジースダジイ群団およびヤブコウジースダジイ群団（カ

シ群団を含めている））　として扱われてきた　（宮脇・

藤原，1971）。しかし，日本列島の常緑広葉樹林の植

3，000
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　　　　　　　　　　　　Fig．31　日本の常緑広勇讐樹林の上級単位：の垂1｝茎分布

　　　The　vertica至〔listribution　of　the　higher　unit　of　evergreen　broad－1eave〔1　foτest　in　Japan

A：シキミーアカガシオーダー，a1＝アカガシーシラカシ群団

Blタイミンタチバナースダジイオーダー，　bl：イズセソリョウースダジイ群団，b2＝ボチョウジースダジイ群［愛し

　b3：シャリンバイーウバメガシ群団

C：リュウキュウガキークスノハガシワオーダー，c1：ナガミボチョウジースダジイ群団

A：Illicio－Quercetalia　acutae，　a乙：Quercion　actuo－myrsinae｛ol玉ae

B：Myrsino－Castanopsietalia　sleboldii，　b1：Maeso　japonicae．Castanopsion
　sieboidii，　b2：Psychotrio．Castanopsion　siebo至dli，　b3；Rhaphiolep量do．

　Quercion　phillyraeoidis
C：Diospyro　maritimae－Mallotetalia　philipPensis
　c正；Psychotr三〇manilellsis・Acerion　ob｝ongi
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　　　　　　　　　　　　　鶏9．32　1ヨ本の常緑広葉樹林の上級単位の水平分布

　　　The　horizonal　distribution　of　the　higher　unit　on　evergreen　broad－1eaved　forest　ln　Japa簸

A：シキミーアカガシオーダー，a正：アカガシーシラカシ群団

B：タイミンタチバナースダジイオーダー，bl：イズセンリョウースダジイ群鴎，　b2：ボチョウジースダジイ群団，

　b3：シャリンバイーウバメガシ群団（図中省略）

C：リュウキュウガキークスノハガシワオーダー，c1：ナガミボチョウジースダジイ群団

1：ビロウ林，2：マングローブ林，3：ハスノハギリ林，4：ブナ林

A：11i三cio－Quercetal三a　acu亡ae，　al　Quercion　acuto－myrs量naefo1三ae

B：Myrsinojaponicae－Castanopsietalia　slebol（lii，　b1：Psychotrio－

　Castanopsion　sieboidii，　b3＝Rhaphiolep玉do－Quercion　phillyraeoidis

C：Diospyro　marltimae－Mallotetalia　philipPensis
　c1：Psychotrio　manile耳sis－Acerlon　oblongi
1：五f・び説。／zα6ノ珈811∫’∫var．躍うg♂oゐ。∫α一forest，2：Manglove－forest，3；伍1フ～α〃‘～1α∫01～o，・α．forest，

4：． P施9z‘3　‘1re／zα∠α一folre∈ミt

生調査が進み，とくに，台湾・琉球と続いて分布する

種が確認され，独窃の種の結びつきを示すことから，

タイミソタチバナースダジイオーダーが新設され，本

州・四国・九州に分布する常緑広葉樹林と琉球列島の

常緑広葉樹林がまとめられた。タイミンタチバナース

ダジイオーダーには3群団が所属する。イズセソリョ

ウースダジイ群団は，　ヤブコウジースダジイ群団　（宮

脇・藤原他，1972）の亜熱帯生植物を含む群落のまと

まりである。主として沿岸部に達している。

　かつて，ヤブコウジースダジイ群団とボチョウジース

ダジイ群団の境界は大隅半島と屋久島の間にひかれた

が，今園新しく得られた屡久島・種子島の常緑広葉樹
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Gentiana arisanensis, Veronica morrisonicola, Anapharis inorrisonicola, A. nagasawai, Artemisia niitaka-

yamensis, A, morrisonicola, Cerastium trigynum morrisonense, Cardamine arisanensis, Arabis alpinia,

Hypericum randaiense, Parnassia palustrjs and others.

Abies kawakamii, Juniperus iormosana, Rhododendron rubropilosum, Vaccinium merrillianum, Damna-

canthus angustifolius, Sorbus randaiensis, litubus calycinoides, Shortia transaplina, Veronica oligosperma,

Cerastium subpilosum, Pyrola morrisonensis, Oxalis griffithii taimonii, Ainsliaea morrisonicola, Platanthera

brevicalcarata, Yushania niital<ayamensis, Juniperus squamata morrisonicola, Cystopteris moupinensis,

Polystichum lachenense, Deschampsia flexuosa, Carex apodostachya, Geranium hayatanum, Potentilla

ieLiconata morrisonicola, Galium echinocarpum, Polygonum filicaule, "lrhalictrum myriophyllum, Oxalis

                 egriffithii, Senecio angustifolius, Aconitum fukutomei and others.

Picea morrisonicola, Tsuga chinensis formosana, Pinus taiwanensis, P. armandii, Berberis l{awakamii,

Rhododendron morii, Viburnum parviflerum, V. taiwanianum, Sorbus randaiensis, Viola spp., Pyrola

decorata, P. morrisonensis, Yushania niitakayamensis, Abies lcawakamii, Chamaecyparis spp., Schefflera

taiwaniana, EllisiQphyllum pinnatum, Valeriana kawakamii, Athyrium oppositipinnum, Dryopteris walli-

chiana and others.

F
l

l

I

i

l
I

Chamaecyparis formosensis, C. obtusa formosana, Tsuga chinensis forniosana, Taiwania cryptomerioides,

Pinu$ armandii masteriana, P. taiwanensis, Pseudotsuga wilsoniana, Brthea formasana, BIastus cochinchi-

nensis, Euonymus acuto-rhombifolia, Lyonia ovalifolia, Neelitsea acuminatisissima, Rhodedendron formo-

sana, R. morii, Viburnum foetidum rectangulatum, Yushania niitakayamensis Arisaema consanguineum,

A. formosana, Ainsliaea morrisonicola, Crawfurdia lanceolata, Miscanthus spp. Arthromeris lehmanni,

Pyrrosia adnascens, Vittaria spp., Goniophlebium argutum, Persea thunbergii.

CiRnamomum camphora, Persea kusanoi, P. zuihoensis, Neolitsea }<onishii, Phoebe formasana, Alnus

formosana, CyclobalaRopsis gi}va, C. glauca, ]Sfichelia compressa, Pinus taiwanensis, P. massoniana,

Podoearpus macrophyllus nakaii, P. nankoensis, Calocedurus formosana, Cephalotaxus wilsoniana, Pseude-

tsuga wilsoniana, Ternstoroemga gymnanthera, Engelhardtia roxburghiana, Sohefflera macrophylla, Ilex

hayataniana, I. formosana, Ardisia sieboldii, Helicia formosana, PseudQsasa usawai, Sinobambusa konishii,

Phyllostachys edulis, P. makinoi, Sinocalamus latiflorus, Beilschmiedia erythrophoea, Cryptecarya chinen-

sis, C. konishii, Sloanea forrnosana, Schima superba, Keteleeria davidiana iormosana, Persea thunbergii

and others.

 Ficus cuspidatocaudata, R beecheyana, F. harlandii, E vasculosa, E niegacarpa, Micheiia compressa,

 Litsea kawakamii, Elaeocarpus decipiens, Cylobalanopsis pachyloma, Castanopsis formosana, Cinnamemum

 camphora, Litsea hayatae, Piper futokadsura, Actinidia latifolia, Hoya carnosa, Traehelosperrnum graci-

 lipes, Coeculus sarmentosus, Celastrus kusanei, Alpinia glanga, Saururus chinensis Ophiepogon japenicus,

 Commelina auriculata, Pollia japonica, Hibiseus, rnutabilis. Ardisia cornudentata, Callicarpa iormosana,

 Pilea somai, Persea thunbergii.

i '''' """' """' '''" '" """""""" "'"""""'
i-. Bruguiera gymRorrhiza, Ceriops tagal, Rhizophora mueronata, Lumnitzera raeemosa, Avieennia marina,

  Kandelia candel, Barriogtonia asiatica, Guttarda speeEosa, Calophyllum inophy}lurn, Hernandia oyigera,

  TermiRalia eatappa, Hibiscus tiliaceus, Thespesia populnea, Diospyros discorlor, Heritiera llttora}is,

  Macaranga tanarius, Pisonla umbellifera, Champereia rnanMana, Scaevola sericea, Pemphis acidula and

  others.

   Flg.33 h.tt,t.h'ai)tsO'6nt)tgpt1vi</"uall(ptopfiZki (--X,llYJi:iElltztht) (iE,i);?'es'kfltzil/tl:tiltsiiiillfi･Fec"/,,,':, 1978)

            (ti{i8(2sooml}LMFcDN*tcDiH.:3'pt'il:)tsXaspterk="ff-.7-(ft]-.'-gli)

      Distribution o{ the main {orest's species in FormQsa wlth partial species ef plain.

      The name of genera and species occuring also in Japan are printed in bo!dface(below 2,500m)

]
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Fig．34

　　　　　　　　1

日本の植生帯と一揆帯についての見解

（Schmith萱sen，！965；沼田，1967より引用）

（真）地　中　海　｛生

Mediterranean

Atheory　o｛the　vegetation　zone　and　ciimatic　zone　in　Japan（after　Schmithusen，

J。，1965：from　Numata，　M．，1967）

林と，南九州の常緑広葉樹林の植生調査資料を比較・

検討の結果，屋久島では，ボチョウジースダジイ群団

に所属するギョクシンカースダジイ群集，ヤクシマァ

ジサイースダジイ群集と，アカガシーシラカシ群団に所

属するイスノキーウラジロガシ群集，タカサゴシダース

ギ群集が重なり，爾群団，さらにはタイミンタチバナー

スダジイオーダーと，シキミーアカガシオーダーとの

接点になることが確認された。海岸風衝が強く，塩分

を直接受ける厳しい環境下に発達する種組成が貧化し

た海岸風衝低木林は，シャリンバイ，ウバメガシ，ハ

マヒサカキなどを標微種としてシャリンパィーウバメ

ガシ群団にまとめられ，イズセンリョウースダジイ群

閲およびボチョウジースダジイ群団に並行して海岸沿

岸i招に分布する。これら3群団はヒメユズリハ，セン

リョウ，クチナシ他を標野種としてタイミンタチバナー

スダジイオーダーに含められる。さらにMiyawaki　et

Suzuki（1976）によるナガミボチョウジースダジイ群

団はクスノハカエデ，クスノハガシワ，グミモドキ，

フクマンギ他の熱帯生植物が，特徴的に混生している

ことにより，東南アジアより続く種群による植物群落

のまとまりとしてリュウキュウガキークスノハガシワ

オーダーにまとめられた。日本の常緑広葉樹林の垂直

分布，水平分布，さらに空間的配分がFig．31，32に

示されている。

　ヤブッバキクラスの3オーダーは，さらに隣接する

他のクラス林と対応した分布がみとめられる。すなわ

ちシキミーアカガシオーダーの分布域は，ブナクラス

の分布域と接し，南限が屋久島で一致する。タイミン

タチバナ略ダジイオーダーは熱帯に主として分布域

をもつビロウ林，マングP一ブ林と沿岸部で隣接す

る。イズセソリョウースダジイ群団分布域の南部に分

布する。同じく熱帯に空とした分布域をもつハスノハ

ギリ林やサガリバナ群団はリュウキュウガキークスノ

ハガシワオーダーの分布域とおよそ重なる。

　2）東アジアにおける日本の常緑広葉樹林の位置

　日本列島はアジアの東北部に位置し，南北約3，000

kmにおよぶ弧状の国土は，多様な気候条件下に多彩

な植物相を擁している。

　世界でもっとも古く人類文明が発達し，森林破壊が

はげしいとされている常緑広葉樹林は，アジアでは日

本列島東北地方の海岸沿い中部以南，朝鮮半島南端

部，中園大陸のほぼ揚子江の北側lookm付返以南の

擾乱，福建省から雲南省にかけての低地から丘陵，山

腹斜蒲，さらにヒマラヤ肉地の中腹部までに限られる

（宮顕協，　1978）。

　日本の植生を形成しているいわゆる温帯林と暖帯

林，あるいは落葉広葉樹林と常緑広葉樹林をどのよう

に位置づけるかは，まだ意見の一致がみられない問題

である。ヨーロッパなどを中心にした見方からいえ

ば，常緑広葉樹林は亜熱帯林，落葉のブナ林が暖温帯

林，そして針葉樹と落葉樹の混交する北海道の森林は

冷温粥；林だといわれる　（Schlnith廿sen，1965；沼用，

1967による）。

　極月林と気候帯の関連づけは多くの植物学，楠物地

理学研究によって行なわれている。熱帯のとらえかた

により亜熱帯の概念が異なる。

　ネパールヒマラヤにおける植生鑑直分布帯の比較

（大沢，1977）に示されるように，日本の研究者は熱

帯を狭くみがちであり，Fig．35において，フタバガキ

科に属する51～ω孤プ。加∫雄の優歯する帯を亜熱帯と

すると，他の植生帯の気候帯に対する呼びかたが異な

る。本四ではRichards（1957）　（植松・吉良共訳，

1978），Whltmoor（1975）により熱帯林は熱帯多雨科く

（Tropical　Rain　Forest：Schimper，1893，1903）と

し，東南アジアではフタバガキ科の植物を中心に森林

を形成していると考察した。熱帯多雨林（常緑多雨

林）が回帰線に達し，それを越えると亜熱帯に達し植

物相；種の数（とくに高木）が少なくなる。Francans
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（1929）によると歯数の減少に単一種別優註する傾向

が伴うとされる（枢松・吉良，1978）。

　今回新しく趣組成の上から検討された臼本の常緑広

葉樹林は，中国大陸，台湾，あるいはネパールヒマラ

ヤには，日本のシキミーアカガシオーダーでまとめら

れたようなアカガシ亜属を烹体としたいわゆる暖帯林

と，シイータブ林を主体としたタイミンタチバナースダ

ジイオーダーにまとめられた燕熱帯林，さらにリュウ

キュウガキークスノハガシワオーダーでまとめられた

熱帯型植物を含む亜熱帯林が含められ，た。とくに，ヨ

ーロッパなどでは，暖帯林という定義が使用されてい

ないが，種紐成の比較より検討すると，明らかに亜熱

帯林とノし義づけられるシイ。タブ林とは異なる。種組

成的q吋オーダーの姓格をもった群集はルリミノキー

イチイガシ群集，シイモチーシリブカガシ群集などのよ

うに本州南都。四国・ノω・IIに分布している。しかし，

これらの群集は本質的に1ま種組成的にアカガシーシラ

カシ掃団，シキミーアカガシオーダーに所属する。

　したがって，Fi本列島の7申縄諸1島，尭犬群島，屋久

島および本州。匹H漏。九州の沿岸鄙は亜熱鑑；に位覆づ

けられ，屋久島の海抜45〔〕～750m以上1，200mまでお

よび本州・四国・九州の内藤部の，ブナクラスに接す

る地域は暖帯と考えることが可能である。

　3）　植生と自然環境

　日本の常緑広葉樹林の分布は，多康な自然環境に対

応している。とくに地理・歴史的要因，立地要因は植

物群済の成立を規制している。

　a．地理・地史的要因

i）ヤブツバキクラス林の成立：日本の常絢乏広葉樹林

の種組成の比較，群集・群落の分布よりまとめられた

各群団の分布を比較すると，地史的変動と一致する。

日本列島の成立の過程を通し，花粉分析による属の分

布と，各時代の古気候との関連がある程度明らかにさ

れている（安田・前田，1974；安田，1980）。最終氷期

の最寒冷期には，すでに1義久島以南に照葉樹林が分旛

していたと推察されており　（Fig．37），今回の群落体

系と比較すると，カシ類を混生したスギ林や，イスノ

キーウラジロガシ群集あるいは種組成のきわめて単純

なアカガシーウラジロガシ群落が分布していたものと

考えられる。局」也的にはモミ，ツガ，トガサワラ，コ

ウヤマキなどの針葉樹は本州に台湾，中1調大陸が続い

ていた時・代に分布が広がっていたものと推定される。

その後の気候の変動はカシ類の北．ヒ，後退をくりかえ

していたと考えられ，シキミーアカガシオーダーの曲

物群落の日本列島の本州・四隅・九品1における分布は

かなり．i【rいものと半ll疋される（Fig．38）。縄文時代lll∫期
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F蓋9．37四二氷期の取．馨三期（2万年前頃）のi．i本列島の桓生出と古地理（安［iL1980）。

　　Vege£a£ion　map　and　paleogeography　of　the　coldest　period（before　20，CGO　years）of　the

last　glacial　per量cd（Y．　Yasuda，1980）

！：ツンドラ，21森林ツンドラまたは亜寒帯林，3：玉｝lr．聖帯針葉樹林，4；冷温帯落渠広葉1壼1林（針・広

混合林を含む），5：照葉樹林
Legend　！：Tsしmdra，2；Forest－tsundra　or　subarctic　forest，3：Subarctic　conlfcrous　forest，4：Cool

temperate　dec圭duous　forest　（incL　coniferous　and　deciduous　mixed　forest）・5：　Laurel｛orest
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Fi9．38　縄文時代早期前半（9，000年前頃）のiヨ本列島の植生図と古地理（安注i，1980）

Vegetation　map　and　paleogeography　of　the　previous　J6mon　age（before　about　9，000

　　　years）（Y．　Yasuda，1980）

凡例　1：ツンドラ，2＝森林ツンドラまたは亜寒帯林，3：亜寒帯針葉樹林，4：冷三四落葉広葉樹林（針・広

混合林も含む），51暖温帯落葉広葉樹林，6＝照葉構林
Legend　1：Tsundra，2：Forest－tsundra　or　subarctic士orest，3：Subarctic　coniferous　forest，4：Cool

temperate　deciduous　forest（incL　coniferous　ancl　deciduous　mixed圭orest），5；Warm－te㎜prate　deciduous

forest，6；　Laurel　forest

（6，000年前頃）には，現在より気温が約2℃高い時・代

であったといわれる（安田他，1974；鈴木秀，1975；

安田，1980；Fig．39）。この時代にタイミンタチバナー

スダジイ鎖国ダーの群集・群落が日本列島を北上し，

現在の分布域よりわずかに広くみられたと判定され

る。現在関東地方では，メヒ関東の茨城県西金砂村にイ

ズセンリョウ，リンボク，キジョランなどがわずかに

残されていること，さらに埼玉県仏頂匡の山麓部の竹

林中にも岡様にイズセンリョウやホソバカナワラビが

細々と生育しているのがみられることなどからも，こ

の地域に現在群集としての種の結びつきはみとめられ

る林分はみあたらないが，房総半島に現在生育してい

るホソバカナワラビースダジイ群集が分布していたこ

とが雛察される　（V．3参照）。また房総半島清澄山

におけるシキミーモミ群集ホソパカナワラビ亜群集の

分布は，縄文時代後期より，今日に至る気候の変動に

よる種の分布の錨綜による結果としての種類組成が示

されていると考察される。ルリミノキーイチイガシ群

集やシイモチーシリブカガシ群集も同様に，地史的要

因による種組成の特微　　シキミーアカガシオーダー

およびタイミンタチバナースダジイオーダーの種を混

生している一をもっていると考えられる。

ii）イノデータブノキ群集およびヤブコウジースダジイ

群集の群団所属の相違：イノデータブノキ群集および

ヤブコウジースダジイ群集は，いわゆるシイータブ林と

して，沿岸性の林分の代表として考えられ，ヤブコウ

ジースダジイ群団（宮脇・藤原他，1972）にまとめられ

ていた。種組成の比較では，イノデータブノキ群集およ

びヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の種組成はほ

とんど差異がない。前老はタブノキが優占し，後者は

スダジイが優湿している相違がみとめられるにすぎな

い。しかし，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群

集を，ヤブコウジースダジイ群集の主部と規定すると，

ヤブコウジースダジイ群集はアカガシーシラカシ群団の

漂徴種により構成され，アカガシーシラカシ群団に所

属すると考えることが妥当である。イノデータブノキ

群集は，ムサシアブミータブノキ群集，ホソバカナワ

ラビースダジイ群集などとともにイズセンリョウースダ

ジイ群団に所属する。イノデータブノキ群集は，イズ

センリョウースダジイ群団の北限に分布する群集であ

り，種組成が貧化し，群団主部の種により構成されて

いる。同時にヤブコウジースダジイ群集も，アカガシー

シラカシ群団の北限に分布し，群団主部の構成種によ

り構成されている。
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　　　　　　Fi9．39　縄文時代｝】｛∫期（6，000年前頃）のE体列島の植生区iと古地理（安田，1980）

　　　　　Vegetat三〇n　map　and　paleography　of　the　previous　Jomon　age（before　about　6，000　years）

　　　（Y．Yasuda，1980）

凡例　1：亜寒帯針蕩廷樹林，2：冷温落葉広葉樹材（（針。広混合林も含む），3＝暖温帯落葉広葉橦1林，4：照葉

樹林，5＝三昆1熱帯林

　Legend　1：Subarc1三。　coni士erous　iorest，2：Cool　temperate　dcciduous士ores亡（incL　coniferous　and

　（1eciduous　mixed　forest），3：NVarm．temperate　decidしlous　forest，4；Laurel　forest，5；Subtropical　forest

iii）日本海沿以督再1の常緑広葉樹林：」也史的に｝三i本海の

成立は植物や雛杢しの分布に多くの影響を与えていると

いわれる（塊i［1二L　1974；．前組，　1977；他）。常緑広葉

構林の分布では，「1本海成立後にイズセンリョウース

ダジイ群剛にまとめられる群集。群落の分布が，気滋

の．．ヒ昇とともに北」二したと考えられ，日本海成立後の

植生分布が考察される。朝鮮半島と日本列島が陸つづ

きであった時代にアカガシーシラカシ群団構成．種が日

本列島に分布したものと考察される。したがって，現

在持続し発達している常緑広葉樹林は，1三i本海沿岸部

のイノデータブノキ群集，マサキートベラ群集，オニヤ

ブソテツーハマビワ群集ぱ，暖流の影響，海岸気候も

加え持號している群集である。

iv）島螺性および1幽！的要因：日本の常漏1広葉樹林に

はいくつかの地域群集が認められる。伊豆諸島の御蔵

島で発褒されたオオシマカンスゲースダジイ群集は，

伊豆諸島特有のハチジョウモクセイ，オオシマカンス

ゲ，シマテンナンショウ，オオキリシマエビネなどを

林．床にもつ地域的群集である。オオシマカンスゲース

ダジイ群集は島撰という特異駝により分布している種

によって規定されているが，同じ御蔵島のユズ夢ハー

ヤマグルマ群集，あるいは鹿児島県開隣；．爵の1日火口隊i

に発達するハイノキーイヌツゲ群集など地理・地史的

要限により規制され成立している群落がみられる。屋

久島，奄美群島，琉球ダil島なども同様に島における島

Il與的要因は，フロラ上で分布域の限定された種の分

化，成立を生み特異な群集分布がみられる。

　b．　立地要因

　1ヨ本列島は北から南まで細長く連なって成立してい

る大小数回の島々からなっている。したがって，気候

の相異が各地でみられることにより，植物の種の分布

が異なる。さらに地形。地質・土壌などにより制限さ

れた植物は立地1窪1有の紀；びつきをもち，各地で圏有の

植物群落を形成している。

　i）気　候

　南北における気温の差，太平洋側・日本汀柾側，また

は瀬戸内型気候をこよる降水量の差などは，地域に発達

する植物群落の分布を鋳徴づける要因となる。Fig，40

に東北地方より南九州の太平洋岸の各地域の高木常緑

広葉樹林の比較を示している。東北地方では，現存し

ている常緑広葉樹林の群落薩i位が少数に限られている

のに対し（2群集），南九州では倍に近い数（6群集）

である。広域的には温度要因を主とする気「候が植物

群落の分布を規定している。さらに他の地域は局地



内陸　　凹撫’

Inland　High

　海抜
Altitude

　　　　低
Coast　I，o、v

タカサゴシ外スギ群集

c琶雛臨。、。m　　匹「　｝apon監cae

　　コガクウツギーモミ群集
A，、rang。。．A、、。、。、。m，、，mae（ヒメクロモジースギ群集Lindero－Cryptomerietum）

　　　シキ．ミーモミ群集

P1hcio＿Abietetum　firmae
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナクラス

　イスノキーウラジロガシ群集

cistylio－Quercetum　salicinae

　　コカンスゲLウラジロガシ群集あるいは
@　アカガシーウラジロガシ群落

barici　reinii－Quercetum　sahclnae　or

puercus　acuta－Quercus　salicina－community

ヤブコウジースダジイ群集

@Ardis趨）．
@Castanopsietum
@sieboidii

Fagetea

@crenatae

ヤクシマアジサイー

@　　　スダジイ群集

@　Hydrangeo－
@　9翻？Ψsletum

　　　ツクバネガシーシラカシ群集

puercetum　sessilifol　io－myrsinaefoliae

　　サカキーコジイ群集

bleyero－Castanopsietum
@　　　　　　CUSpidatae

シラカシ

@　　群集
pucrcetum　　　▼my「smae－

@　fohaeルリミノキーイチイガシ群集

kasiantho－Quercetum
@　　　　　gilvae

ナナメノキーアカラシ群集

@Ilici－Quercetum
@91aucae

ルリミノキーイチイガシ群集

kasiantho－Quercetum
@　　　　　　　　gnvae

キ’ヨクシンカー

@　　　　スダジイ群集

@Tarenno－
@Castanopsietum
@sieboklii

ミミズバイースダジイ群集

rymploco　glaucae－
bastanopsietum
唐奄?Ｃ盾撃р奄

カナメモチーコジイ群集

@Photinio－
@Castanopsietum
@cuspidatae

ミミズバ．イーヌ、ダジ．イ群．舞三

@Sympioco　glaucae－
bastanopsietum
@sieboldii

ホソバカナワラビー

Xダジイ群集

`rachniodo－
@Castanopsletum
@　sieboldii

アコウータブノキ群落

健ｳ謬翼訟a「・thunbergiレcommunity

ムサシアブミータブノキ群集

ﾜ‘齢量麟0翻毫髪麟幽

ホルトノキ群集

dlaeocarpetum
@elhptlci

ムサシアプミータブノキ群集

@　Arisaemato　　，，

@　rmgent1S－
@　Perseetum
@　thunbergii

　　　イノテLタブ．ノキ群集

oolysticho－Perseetunl　thunbergii

　屋久島

xakushima　ls．

　　南九州

routh　Kvushu　　　　「

中山地方・北四界
@（瀬戸内地．方）

bhugoku　l）istrict，

morth　Shikoku
iSetouchi　District）

無目【蕪ト紀伊半1；，～

routh　Shikoku，
@　　Kii　Pen．

　東海地方

sokai　I）istrlct

伊豆・　巳
[総半島1　　　　　　　開炉地．方　　　　　　趨

hzu㍉B・S・一；Kanω一
@　　　　　　DistrictPen．　　　　　　2

東北地方

sohoku－
clstrict

南　South 北　　North

　　　　　　　戴9護O　Iヨ本列島における’3諄緑広葉樹林のおもな群i落削分

Distribしltion　of　the　ma重n　communities　of　evergreen　1⊃road－1caved　fcre3ts　in　Japan

に

日



122

土壌堆積

　Soil
accumilatlon

　悪
　Decrease

良
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5

　　　　　　　　　　　　　南　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝉北
　　　　　　　　　　　　　Soutll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　North

　　　　　　　　　　　　　　　　F｝9．41　海岸風鋤低木耕くの生育分布

　　　　　　　　　　　Ecolog三cal　d圭stribution　oまthe　coastal　willdswep£shrub

1＝トベラーウバメガシ群集，2：ホソバワダンーマルバニッケイ群集，3：オニヤブソテツーハマビワ群集，4：

シャリンバイ群落，5：ヤブツバキ群落，6：マサキートベラ群集

1＝P三ttosporo－Quercetum　PhyBiraeoidis，2：Crepidiastro－Cinnamolnetum
daphncidis，3＝CyrヒomiQ－Litseetum　lapQnicae，41　Rゐ砂13～oZψど5～〃〃冷〃αごα一community，

5：Cα〃～〃～αノα♪o〃1（，α一commしmity，6：Euonymo－Pittosporetum　tobirae

的には地形，土壌などの立地要隣により，植物群落の

成立，存続，他の群落との佐みわけが行なわれてい

る。

　Fig．41では海岸風衝林について比較が行なわれてい

る。気混の粗違により群落構成素数も異なる。

　ii）地形・地質

　常緑広葉樹林に限らず，全ての植物群落は地形・地

質に応じて，その立地特有の種の結びつきをもってい

る。常緑広葉構林では花醐岩基盤の貧養な乾生立地に

発達するサカキーコジイ群集，石灰岩地に生育するナ

ンテンーアラカシ群集などがみられる。

　それぞれ地域によって異なるが，さらに各地域の常

緑広葉樹林ごとにまとめて，比較。考察された。

　2，　常緑広葉樹林の北限および上限

　常緑広葉樹林の分布については，淑度を主とする個

々の立地条件との関連を中心に比較が行なわれている

（石塚，　1944；吉岡，1948；1954；！958；1964；Yo－

sh圭oka，　！962イ也）。

　本報では常緑広葉樹林の群落体系化および各群集・

群落の種組成の比較により，常緑広葉樹林北限域にお

ける群集・群落の水平・垂直分布，北限域における常

緑広葉樹林構成種の分布，さらに隣接群落との比較に

より常緑広葉樹林の生育環境が考察された。

　1）　群集・群落の分布

　a．水平分布

　常緑広葉樹林北限域にあたる東北地方では，森林と

してはやブコウジースダジイ群集およびイノデータブノ

キ群集，さらに高木魍にモミを伴う，あるいはモミが

優占するシキミーモミ群集が分布している。低木林の

形態ではマサキートベラ群集およびヤブツバキ群落が

あげられる。低木林は海岸の，冬季に著しい気温の低

下がみられない気候条件下に分布している。水平的に

北からヤブツバキ群落，イノデータブノキ群集，マサ

キートベラ群集，シキミーモミ群集，ヤブコウジースダ

ジイ群集と各群集のメヒ限が順次南下して配列される。

　各群落の具体的配分はFig，43に模式化されてい

る。Fig．42では太平洋岸は茨城県以北，日本海岸は

石；i1県以北の群落分布を承す（藤原・宮脇，1974）。

　太平洋沿岸と日本海沿岸では，わずかながら異った

配分を示している。ヒメアオキーウラジロガシ群集お

よびシキミーモミ群集の対比は日本海沿岸の積雪量が

大きな．規制要因とされる。

　常緑広葉樹林の北限域では構成種数の貧化がおこ

り，オーダーおよびクラスの標徴種により構成された

林分になる。海岸風鱗断崖地ではもっとも顕著に示さ

れ，風衝下にある厳しい立地条件のためにヤブツパ

キ，ヤブコウジ，キヅタ，ジャノヒゲ（カブダチジャ

ノヒゲを含む。種の分布の項参照）を主とした常緑風

衝低木林を形成している。日本海沿岸に主として分布

し，青森県，秋田県，新潟県，福井県で記録された。
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　　　　　　　　　　　　　　　Fig．42　北限域の常緑広葉樹林群落分布園

　　　　　　　1）istributlon　of　the　evergreen　broad．leaved　forest　in　northern　limit　area

（1＞；ヤブツバキ群落およびマサキートベラ群集，（2）：シキミーモミ群集，（3）：ヤブコウジースダジイ群集，〈4）：ヤ

ブコウジースダジイ群集（岡田，1969），／5＞；イノデータブノキ群集

調査地＝1：秋服県男鹿半島，2：青森県岩崎村椿山，3，7：福島県いわき市，4：宮城県金華山島（内藤他，

1973），5：富山県小境，越中宮崎，6，！6，19：新潟県柏埼市，8，14：茨城県那珂湊，9；宮城県雄勝町（吉

岡他，1969），！0：青森県岩i晦村，11：岩手県船越大島，12：秋田県金浦町，仁賀保町，象潟町，三崎，13：

新潟県大佐渡，15：新潟県柏埼市，秋田県象潟町，17：新潟県村上帯，外波，市振，柏崎市，18：新潟県柏崎

市，米山町，20：富山県小境，越中昌昌，阿尾城ケ崎，21：宮城県角田市（吉岡他，！969），22：福島鼠植田

江名，豊間四ツ倉，久ノ浜（古岡，！954），23：福島県湯本町，磐崎町（吉醐，！954），24：福島県川部，湯本

磐埼，平，上小川（吉岡，1954），25：岩手県西磐井郡厳美村，一ノ関市，宮城県加美郡（吉圏，1953），26：

福島県いわき市，浪涯田∫，富岡町，27：岩手県胆沢郡，酋磐井郡，一ノ関市（吉岡，！953），28：福島県いわ

き市，浪江町，當岡町，下能町

1：Cα〃凄8♂々αノごψo〃ど。α一communityand　Euonymo－Pittosporetum　tobirae，2：111iciQ－

Abietetum　firmae，3：Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，4；Ardisio－Casta．

nopsietum　sleboldii（Olくada，1969），5：Polysticho－Perseetum　thunbergii．
Locality：1：Penins1．　Oga　in　Ak玉ta　Pref．，2：Tsubaki－yama，　Iwasakl・mしlra　in　Aomoτi　Pref．，3，7：Iwaki

City　in　Fukushima　Pref．，41王sland　Kinkazan　in　Miyagi　Pre｛．（Nait6　et　al．，1973），5：Kozakai　and　Etchu－

Miyazaki　in　Toyama　Pref．，6，16，19：Kashiwazaki　Cl亡y　in　Niigata　Pref．，8，14：Nakaminato　in　Ibaraki

Pref．，9二〇gachi－machhn　M三yagi　Pref．（Yoshioka　et　a1．，1969），10：lwasak三一lnura　i無Aomori　Pref．，1！：lsland
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Funakoshi－Oshima　in　Iwate　Pref．，／2：Konoura・cho，　Nikaho・cho，　Kisagata－cho　an（I　Misaki　in　Alくita　Pref．，

13：Island　Sado　in　Niigata　Pref．，15：Kashiwazaki　City　in　N三igata　Pref．　and　Kisal（ata－cho　in　Akita　Pref．，

17：Murakami　City，　Tonami，工chifuri　and　Kashiwazal《i　City　in　N1igata王）ref．，18＝Kashiwazaki　C三ty

and　Yoneyama。cho　in　Niigata　Pref．，20：Kozakai，　Etchu．Miyazaki　and　Aologasaki　ln　Toyama　Pref．，

21：Kakuda　City　in　Miyagi　Pref．（Yoshloka，1969），22：Ueda，　Ena，　Toyama，　Yotsukura　and　Hisano－

halna　in　Fukushima　Pref．（Yoshioka，1954），23：Yumoto．cho　and　lwasaki．cllo　in　Fukushima　Pref．

（Yoshioka，1954），24；Kawabe，　Yumoto，　Iwasak玉，　Taira　and　Kam玉ogawa　in　Fukushi皿a　Pref．（Yoshi◎ka，

1954），25：Iwami・mura　of　Nishi・iwai－gun　and　Ichinoseki　City　in　Iwate　Pref．，　Kami．gun　in　Miyagi　Pref．

（Yosh三〇ka，1953），26；Iwaki　City，　Na面e・cho　and　Tomloka．cho　in　Fukushima　Pref．，27：Kimosawa．gun，

Nishiiwai．gun，　Ichinoseki　City　in　Iwate　Prd．（Yoshioka，1953），28：Iwakl　City，　Namie，cho，　Tomioka．

cho，　Shimono－cho　in　Fukushima　Pref．
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　　　　　　　36。茨　城
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Fig．43　ヤブツバキクラス北限域におけるイノデータブノキ群集（1），ヒメアオキーウラジロガシ群集（2），ヤ

　　　　ブコウジースダジイ群集（3＞，シキミーモミ群集（4）の分布模式

　　D1stributionofPolysticho－Perseetum　thunbergii（D，　Aucubo－Quercetum

sal圭cinae（2），Ardisio－Castanopsietum　sieboldii（3）an（Illlicio－AbietetuIn

firmae（4）inthenorthern　limit　reglonof　Camellietea　laponlcae

風鱗低木林のマサキートベラ群集は，臼本海沿岸では

マルバノシャリンバイ優占群落が山形県，新潟県下に

記録され（藤漂・望月による），それ以南に分布する（宮

脇・奥田，1974；宮脇・藤原，1977）。太平洋岸では

マサキートベラ群集は宮誠県金華山島（内藤他，1973）

および松島が北限とされる（原田，未発表資料）。森

林ではイノデータブノキ群集がもっとも北上し，青森

県岩崎村および岩手県山田湾まで分布する。北限域に

おけるイノデータブノキ群集は，太平洋岸ではピサヵ

キ，トベラ，イヌガヤで区分される下位群落に，日本

海沿岸ではヤダケ，タラノキ，ヒメアオキ，エゾイタ

ヤ，ミチノクホンモンジスゲ，オニヤブソテツで区分

される下位群落に区分された（Fig．44）。イノデータブ

ノキ群集の主な構成種がFig，44に承されている。

　遵湿地より乾燥地に発達するヤブコゥジースダジィ

群集は太平洋岸では福島県でシキミ睡ミ群集に移行
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Fig，45北限地域におけるイノデータブノキ群集（1），シキミーモミ群集（2）およびヤブコウジ弘ダジ

　　　　　イ群集（3）の生態的分布模式

　　　Ecologicaldiagramo｛thedistribution　o圭Polysticho－Perseetum　thunbergii（1），

111icio．Abietetum　flrmae（2）and　Ardisio・Castanopsietum　sieboidil（3）

inthenothernlimitregionof　Camellietea　laponicae
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する。イノデータブノキ群集，ヤブコウジースダジイ群

集，シキミーモミ群集の生態的分布がFig．45に示さ

れた。日本海沿岸では，ヤブコウジースダジイ群集は

新潟県柏山市および佐渡ケ島椎泊を北限としている。

海岸の影響の弱い丘陵地でヒメアオキーウラジロガシ

群集に移行する。

　夏：緑広葉樹林のブナクラスでは太平洋岸，日本海岸

の表日本型気候下の地域と裏日本型気候下の地域では

積雪による種の分布の相途により群落区分が明瞭に行

なわれ群団の相違が承されている（宮脇・大場。村瀬

他，1964）。　しかし，常緑広葉樹林のヤブツバキクラ

スでは，気温の低下により海岸沿いに細く帯状に群落

が分布するが，イノデータブノキ群集およびヤブコゥ

ジースダジィ群集で代表されるタブノキ林，スダジイ

林については種組成の想違は少なく，2群集にまとめ

られ，地域的な下位単位が示されるにすぎない。内陸

型のシキミーモミ群集およびヒメアオキーウラジロガシ

群集は積雪量による差が示され（Fig．43），相観的に

も全く異なった常緑樹林を形成している。

　常緑広葉樹林の北限域における・各群落の分布は，

1、気．温による制限要因，2．地形による制限要困，

3．積雪量による脚継要因，4．冬季の季節風による

制限要因が主な要因と考えられる。各要因の総和によ

り群集・群落が往みわけを行なっている。

　b．垂藏分布

　日本の森林植生の難直分布については，∠半睡1939；

1949），山崎（1959）他により中部地方を中心に論じ

られている。森林植生は各地域により，気候，地形，

地質その他多くの環境要因の総和により表現された植

物共同体の姿である。したがってマクロな比較では植

物帯が難直的に分布が同じであるが，群集・群落では

具体的な配分が異なる。各植物群落の具体的な配分模

式がFig．46，47に示されている。

　東北地方匙部では常緑広葉樹林1・ま風陰地に発達す

る。撮本海沿岸ではイノデータブノキ群集は海岸風衝地

を避け南から南顯斜面に多くみられる。隣接してオニ

ウコギーエゾイタや群集，アオハダーエゾイタや群落，

ヒメアオキーブナ群集の夏緑広葉樹林が配分されてい

る。太平洋岸では，イノデータブノキ群集は，丘陵斜

醸名状地に発達しており，尾根部でシキミーモミ群集

あるいは牡鹿半島以北ではイヌブナ群集に隣接する。

　東北地方南部より関東地方では，中部地方で論じら

れる垂直分布に比較的一致している。シラカシ林の発

達は吉岡（1952；1954）により関棄以北の低山地に発

達するとされていた。その後，関東ロームの台地，内

陸部の沖積地において，横山・井手・顎口（1967）

（宮脇・大場，！966）が，さらに中部圏（宮脇・奥田

。原E［i・坊日田●r戸車す，　1977），　近畿圏　（宮脇●藤原●

鈴木・奥田，1978），中園地方（宮脇・藤原他，1977），

九州（宮脇・藤原他，未発表資料），lz直観（宮脇・奥

田・藤原他，198Dなど各地の園生調査で，広く確認

されている。
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　　　　　　　　　　　　賊9．46　南信地方潜在自然植生配分模式（藤原，1978）

　　　　　Schematic　diagram　of　the　potential　natural　vegetation　ln　Nanshin－d三strict，　Nagano　Pref．

　　　（Fuliwara，1978）

1：スズタケーブナ群団，2：シキミーモミ群集，3：アブラチャンーケヤキ群集，4＝コメツガ群落，5：シラビ

ソーオオシラビソ群集，6：オオバジャノヒゲーアラカシ群集，7＝ホッスガや群落他

1：Sasamorpho－Fagion　crenatae，2：111icio－Abietetum　firmae，
3＝Paraberlzolno　praecocis－Zelkovetum　serratae，4：π～’9α認ろ。♂ζ躍一community，

51Ab玉etetum　ve玉tchii－mariesii，6＝Oph童opogono・Quercetum　glaucae，
7：　Cα‘αη彦α91‘05が∫／）sακ♂‘〕！）1η「α9〃箆‘c∫一cornrnunity　et　aL
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　　　　　　　　　　　　Fig．47南信地方潜在自然植生配分図（藤原：，1978）

　　　Chart　of　vegetation　in　relation　to　e｝evation　and　moisture　in　Nlanshin（listrict，　Nagano　Pref．

1．ツルコケモモーミズゴケクラス，2．コゴメヤナギ群落他，3．イヌコリヤナギ群集，4．ミドリユキザサーダ

ケカンバ群［孔5，ミヤマクマワラビーシオジ群集，6，アブラチャンーケヤキ群集，7．シラビソーオオシラビソ

群集，8．スズタケーブナ群団，9．スズタケーミズナラ群落，10．シキミーモミ群集典型亜群集，1！．オォバジ

ャノヒゲーアラカシ群集，12．オクノカンスゲーチシマザサ群集，13．コメツガ群落，14．アカミノイヌッゲー

クロベ群集，15．コカンスゲーツが群集，16．シキミーモミ群集ツガ亜群集，17．ヤマツツジーアカマッ群集，

18．フジアザミーヤマホタルブクロ群集他，！9．ニッコウシダーハンノキ群落

1．Oxycocco－Sphagnetea，2．8α猷む581ゴ∬αψ々α・communityetaL，3．　Sahcetum　1nte－

grae，4．Smilachlo　yesoensis．Betulion　ermanii，5。Dryopter玉do－Fraxlnetum

commemoralis，6．　Parabenzoino　praecocis・Ze11くovetum　serratae，

7，Ab1etetum　veitchii・mariesii，8．　Sasamorpho・Fagion　crenatae，
9．3α∫αう01－6α傭・Qz‘θ1’ご’‘∫1〃。ノ～90Z1ビαvar．8γo∬8∫6ノγ倣κommunity，10．　Illicio－Abletetum

壬irmae，　typical　subass．，11．　Ophiopogono－Quercetしlm　glaucae，12．　Carici－

Sasetum　kurilensis，13．銑・」‘gα4～・乙，8ノ’∫施Z∫‘乙・community，14．　Ilici－Thujetum　standi．

shii，15．Carici－Tsugetum　sieboldii，16．111icio－Ab玉etetum　firmae，　subass．

of　Tsuga　sieboldil，17．　Rhododendro　kaempferi－Pinetum　densi｛lorae，18．

Cirsio－Campanuletum　 hondoensis　et　a1・，　19。　7フz〔～4｝少‘（～ノゴ5〃1〃》oηガ。α一∠4〃～z‘∫ブ砂。〃’‘α一

comlnunlty

　　　　『・．砺

　常緑広葉樹林の日直分布をみると，海岸沖積地では

イノデータブノキ群集，丘陵地斜面にヤブコゥジースダ

ジイ群集（関東南部よりホソバカナワラビースダジイ

群集の分布がみられる。中部地：方を中心に分布する），

関東ローム台地では肩部や南斜面にヤブコウジースダ

ジィ群集が分布するが，ローム台地斜翻および上部に

シラカシ群集が分布する。【⊥1地部では海抜300～600m

付近に再びヤブロウジースダジイ群集の分布がみられ

る。海抜600～800mでは尾根部にシキミーモミ群集ツ

ガ亜群集が，斜面にアカガシーウラジロガシ群落，谷

部渓谷斜面にイロハモミジーケヤキ群集が発達する。

海抜800～！，000m（箱根芦ノ湖周辺では550～700m）

でブナクラスに移行するが，ヤブツバキクラス構成種

のモ㍉ウラジロガシ，アカガシが上昇して混生す

る。中部地方では天竜IU，富士絹沿いに常緑広葉樹林

がもっとも内陸．まで分布している。天竜川沿岸のヤブ
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　　　　　F三9．48本州中部の植生配分模式（Miyawaki，　A．，　K．　Suzuki　et　K　Fu｝iwara，1978）

　　　　　　　　　　　Schematic　d茎agram　of　the　vegetation　of　central　Japan

A：潜在自然植生図，B：現存植生図，　a）チシマザサーブナ群団，　b）シラビソーオオシラビソ群集，　c）砂

丘植生，d）イノデータブノキ群集およびヤブコウジースダジイ群集，　e）ハンノキ群落，　f）スズタケーブナ群

団，9）ミズゴケ湿原，h）シキミーモミ群集，1）シラカシ群集，1）ヤマツツジーアカマツ群集，　k）クロ

マツ植林，1）イネクラス（水田雑草群落），m）スギ槌林，　n）アカマツ植林，　o）シロザクラス（畑地雑

草群落），P）屡住地域，　q）クヌギーコナラ群集，　r）工場地域

A＝Potential　natural　vegetation，　B：Actual　vegetation，　a）Sasamorpho．Fagion　cエell　a　tae，

b）Abiete亡uln　veitchii－maries玉三，　c）Dunevegetation，　d）Polysticho－Perseetum

thunbergli　and　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，　e）ノ1♂ノπ‘∫ブψoノ～ノαz．community，

f）Saso．Fagion，σenatae，g）βρんαg〃ε‘1〃bog，h）IHicio－Abietetum　firmae，i）Quer－

cetuln照yrsinaefollae，1）Rhododendro　kaempferi－Pinetumdensiflorae，
k）乃物z，∬ノ躍〃ろ8／g’f－afforestatio11，｝）Oryzetea　s　a　t　i　v　a　e（paddyfield　comlnunity），　m）C7ぴソ）ω1〃8ノゴα

ノ4）o〃～ビα．afforestation，　n）1酵〃～’3ζ♂8〃5∫01瀦。afforestat量on，　o）Chenopodietea（field．weed　commu。

nity），　P）Residential　district，　q）Quercetum　acutissimo－serratae，　r）Urban　district

ツバキクラス林の分布限界付近ではシラカシ群集，

シキミーモミ群集が爾志地，尾根状地で込みわけをし

ているが，長野県南信地方では，天竜川およびその支

流沿いの尾根状地にオオバジャノヒゲーアラカシ群集

が生育している。オオバジャノヒゲイラカシ群集が

東北地方におけるヤブツバキ群落やイノデータブノキ

群集の分布に類似して，局地的に斜面凹状地に発達す

るアブラチャンーケヤキ群集と隣接し，ブナクラスに

所属するクリーコナラ群集に移行する（藤原，1978）。

富士川沿岸では静岡県芝11【付近でヤブコゥジースダジ

イ群集の分布が止まり，シラカシ群集が山梨県韮崎ま

で沖積地に分布する。シキミーモミ群集は種の貧化が

著しく，山梨県南部ではモミ，ナンテン，イヌガヤに

よる区分で群落形態を変えているが，モミ群落として

まとめられている（宮脇・鈴木・藤原他，1977）。

　近畿地方では積雪董の多い日本海岸の内陸部で，沖

積地にシラカシ群集の発達がみられ（福知山市など），

山地余雁iにヒメアオキーウラジロガシ群集が，海抜400

～600m付近でクロモジーブナ群集に移行する。近畿地

方中央部では，花闘岩基盤の立地が多く分布し，花崩

岩立地のような貧養地にサカキーコジイ群集が分布を

一致させている。このようなところでは，京都盆地で

は沖積地にムクノキーヤブニッケイ群落やナナメノキー

アラカシ群集が分布し，周辺の丘陵・山地部にカナメ
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　　　　　Fig．49近畿圏の潜在自然植生配分模式（宮脇・藤原・鈴木・奥田，！978一部改変）

　　　　　Schematic〔liagram　of　the　poteatial　natural　vegetation　in　Kinki　distrlct（Miyawakl，

　　　　　（A．，KFuj1wara，　K　Suzuki　and　S．　Okuda，1978：partical　innovation）

！．マサキートベラ群集およびトベラーウバメガシ群集，2．イノデータブノキ群集，3．ヤブコゥジースダジィ群

集，4．ブナクラスおよびコケモモ外ウヒクラス，5．アカガシーウラジロガシ群落，6．カナメモチーコジイ群

集他，7，ナナメノキーアラカシ群集，8，ムクノキーエノキ群集，9，ハンノキ群落，10．ルリミノキーイチイガ

シ群集，11，ミミズ・ミイースダジイ群集，12．開放水域，13．シラカシ群集，14．モチツツジーアカマツ群集他

1．Euonylno－Pittosporetum　tobirae　and　Pittosporo－Quercetum　phlllyrae．

oi（lis，2．　Polysticho．Perseetum　thunbergli，3．　Ardisio．Castanopsietum

siebol〔lii，4．　Fagetea　crenataeandVaccinio－Plcetea　5．Qz‘6rα‘∫αo躍α一Q岬ノ℃z45

∫α～16～ηα・colnmuniyand　Illicio－Abietetum　firmae，6．　Photinio－Castanopsietum

cuspidataeetc，7．11icレQuercetum　glaucae，8．　Cehido－Aphananthetum
asperatae，9．・4Zノ～μ3ブ‘ψo〃飴α・community，10．　Lasiantho－Quercetum　gilvae，

ll．　Symploco　glaucae．Castanopsietumsleboldii，12．Openwater，13．Quercetum

myrsinaefoliae，14．　Rhododendro　kaempferi－Pinetum　densiflorae　etal．

モチーコジイ群集が，さらに内陸部の大原あるいは鞍

馬付近では谷部斜面にイロハモミジーケヤキ群集が，

尾根部にシキミーモミ群集が分布する。奈良盆地では，

冬季の平均気温が低い生駒地区谷部や沖積地では橿原

市とともにシラカシ群集が分布する。周辺の山地では

海抜300～400mでカナメモチーコジイ群集よりアカガ

シーウラジロガシ群落やシキミーモミ群集に移行する。

600～700mでブナクラス林に移行する。紀伊半島では

山がせまり，海岸植生より亜高山植生までコンパクト

に半島内に分布し，あたかも日本列島の縮図を示して

いるようである。海岸断崖地にトベラーウバメガシ群

集が，沖積地にはイノデータブノキ群集やムサシアブ

ミータブノキ群集が一部分布するが残存植生はきわめ

て少ない。山地・丘陵斜面にはミミズバイースダジイ

群集が分布するが，300～400m付返でサカキーコジイ

群集に移行し，種組成の貧化が起る。内陸部では沖積

地にルリミノキイチイガシ群集が丘陵地下部や沖積地

に発達する。さらに内陸．部ではシラカシ群集が沖積地

に発達し，丘陵地斜面にアカガシーウラジロガシ群落，

イPハモミジーケヤキ群集が谷部や凹状地に，シキ斗

モミ群集が尾根部に発達している。とくに貧養なやせ

尾根部ではトガサワラ群集が分布している。内陸都室
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Fig．50　中国地方現存植生配分摸式（宮脇・鈴木・藤原・奥田，1979）

Schematic　diagram　of　the　actual　vegctation　of　Chugoku⊂llstrict．
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　　　　　　　　F量9．51　中国地方潜在自然植生配分模式（宮脇・鈴木・藤原・奥田，1979）

　　　　　　Schematic（玉iagrarn　of　the　potentia互natural　vegetation　of　Chugoku　⊂玉istrict

1．クロマツ植林，2．カラスビシャクーニシキソウ群集（畑雑草群落），3．ウ夢カワーコナギ群集（水田雑草群

落），4．住宅地，5．モウソウチク林，6．スギ植林，7．コナラ群落，8．コバノミツバツツジーアカマツ群集，

9．とメアオキーウラジロガシ群集．10．クロモジーブナ群集，11．ススキ群落，12．カナメモチーコジイ群集，

13．トベラーウバメガシ群集，！4．マサキートベラ群集，15．イノデータブノキ群集，16．ハンノキ群落，17．

ヤブコゥジースダジイ群集，18．ツクバネガシーシラカシ群集，19．コカンスゲーウラジロガシ群集，20．ナナ

メノキーアラカシ群集，2ユ．エノキームクノキ群集，22．日本海，213．瀬戸内海，24．シキミーモミ群集

1．P～π～‘∫疏〃ノz∂β11gπ．forestation，2．　Pinelho　ternatae．Euphorbietum　pseu（lochamae－

cyces，3、　Sagittario－Monochorietum（Paddyfield　community），4．　Residential　district，

5．　1㍗り，ZZo∫∫α（ヲリノ∫1L6彦（グ。（汐。如f・ρμ∂65α～ノz∫一stand，6．　C／M｝zo〃z8ノゴα∫4）o／zご6α一forestation，7．　（）z’8rα’∫

∫αγα’α一comrnun1ty，8．　Rhododen（Iro　reticuIati－Pinetum　densifIorae，9．　Aucubo．

Quercetuln　salicinae，10．　hndero－Fagetum　crenatae，11．　M1∫侃ノz〃μ’∫3～ノz8ノ～∫ゴ∫一

community，12．　Photinio－Castanopsietumcuspidatae，13．　Pittosporo－Quercetum

phillyraeoidis，！4．　Euonymo－Pittosporetum　tobirae，15，　Polysticho．Perse－
etum　thunbergii，16、　A〃㍑‘∫ブごψo／zノごα一community，17，　Ardisio－Castanopsietum

siebold玉1，18．　Quercetum　sessilifolio－myrsinaefoliae，19．　Carici・Quercetum

salicinae，20．　lllci－Quercetum　glaucae，21．　Celtido－AI）hananthetum

asperatae，22。　JapanSea，23．　Setonaikai，24．　Iilicio－Abietetu鵜デirmae

生・赤目地区や父ケ谷ではシキミーモミ餅集が海抜200

～300mよりみられる。紀伊山地では海抜600～800m

でブナクラス林に移行する。

　中国地方ではFig．51で示されるように内陸部では

ツクバネガシーシラカシ群集が沖積地に，丘陵地斜面

や渓谷沿いにコカンスゲーウラジロガシ群集が分布し，

海抜400～500m付近でシキミーモミ群集に移行する。

現在残されているブナ林は海抜1，000m付近の中国山

地にみとめられるが，広島衆では海抜300m付近のや

や内陸地で調査された。したがって，広島県西部では

ブナクラス林の立地が瀬戸内海にはりだして分布して

いることが理解される。これは中国地方における冬季

の平均気，温の等温線の分布と一致する。

　九州地方ではブナクラス林の分布がきわめて限られ

ている。このブナクラス林に接するヤブッバキクラス

林め上限近くの植物群落は地域により異なる。北九州



ではミミズバイースダジイ群集，シイモチーシリブカガ

シ群集，イスノキーウラジμガシ群集，シキミーモミ群

集からブナクラス林に移行する地域と，ヤブコウジー

スダジイ群集，アカガシーウラジロガシ群落，シキミー

モミ群集からブナクラス林に移行する地域がみられる

（p．153V．2）6．参照）。分布の栢違は冬季の積雪量お

よび等温線の分布と類似している。

　南九州では，中央の山地帯でヤブツバキクラス林と

ブナクラス林の移行がみられる。熊本県および鹿児島

県では一般に，低地海岸部より山地にむかってミミズ

バイースダジイ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，イ

スノキーウラジPガシ群集，シキミーモミ群集，次いで

ブナクラスの植生が分布する。宮崎県では県北・県南

における火山灰の分布の有無が関連し地形が異なる。

県北では阿蘇火山の影響も加わりなだらかな山容，盆

地が多く，高議穂付近ではやブコウジースダジイ群集，

アカガシーウラジロガシ群落が，五ケ瀬町ではスズタ

ケーシラカシ林の分布のみがみられ周辺には常緑広葉

樹林はほとんどみられずに，スギ植林とコナラ林だけ

が広がる特殊地域を形成している。県央の綾北・綾南

ダム周辺部は一面な地域が多く，シキミーモミ群集が

多く分布する。県南の南那｝町郡ではハナガガシ林の分

布がみられる。

　屋久島は海抜Omから1，935mの宮ノ浦岳まで配し，

ヤブツバキクラス林から亜高山性草原まで発達してい

る。屋：久島では，ギョクシンカースダジイ群集および

ヤクシマアジサイースダジイ群集が海抜600mでイスノ

キーウラジロガシ群集に移行する。さらに800m付近か

らタカサゴシダースギ群集が生育しはじめ，海抜1，200

mでブナクラスに所属するヒメヒサカキースギ群集に

移行する。屋久島ではやブツバキクラスとブナクラス

の境界がEI本列島ではもっとも高い。

　常緑広葉樹林の垂直分布を比較すると地域的に分布

の海抜高度，あるいは分布する植物群落の配分が異な

る。環境要因としてとくに1）冬季の気候条件（気湿

・積霊量），2）地形による相違が考えられる。

　2）　現存の常緑広葉樹林における種の分布

　常緑広葉樹林は，北限に近づくにしたがい，構成種

の貧化がみられる。高常在度にヤブツバキ，キヅタ，

ヤブコウジ，カブダチジャノヒゲ＊が生育する。

　地域による種組成の貧：化が，イノデータブノキ群集

において（Fig．53）と，ヤブコウジースダジイ群集，

シキミーモミ群集において（Fig．54）示されている。

＊一般にジャノヒゲと同定されることが多い。岐阜薬科大学

　ll日中俊弘氏をご指摘載いて以来注意しているが，森林内には

　ヵブダチジャノヒゲ0ρ屠。ヵogoπブθρo加α4s　var．　cαθsμ一

　’o∫κs　カミ多㌔・。

／31

イノデータブノキ群集内では，タブノキ，ヤブツ・ミキ，

キヅタ，ケヤキが高常強度で生育している。カブダチ

ジャノヒゲおよびヤブコウジは船越大島ではみられな

かったが島醍性が要因となり分布していないものと考

えられる。イノデ汐ブノキ群集の一ヒ級単位構成種であ

り，また群集区：分画となるヒサカキ，シロダモ，エノ

キ，ヤブラン，ベニシダは日本海沿岸では新潟県村上

南のアカガシ群落を北限地とし，太平洋岸では福島県

久ノ浜のイノデータブノキ群集が北限とされる。ハイ

イヌガヤ，オオバノイノモトソウは新潟県村上市を北

限としている。太平洋岸ではハイイヌガヤは分布しな

い。テイカカズラ，トベラ，ヤブニッケイ，シュロはEI本

海沿岸では富山県越中宮崎のイノデータブノキ群集内

まで分布している。太平洋岸では福島県・茨城県のイ

ノデータブノキ群集内まで生育がみられる。これらの

証拠は，ヤブコウジースダジイ群集の北限域において，

ヤブコウジースダジイ群集とイノデータブノキ群集の共

通種となり，高木第1層のスダジイあるいはタブノキ

が被度3～5と擾占することにより区分されるだけ

で，魚島成一しの明確な種の分布の相違が示されなくな

る。特に関東地方から東北地方北部の沿岸部の沖積地

や斜面に発達するヤブコウジースダジイ群集に，その

傾向がみられる。福島県に発達するイノデータブノキ

群集内には，さらにシキミ，アセビ，イヌマキ，ヤマ

イタチシダ，シュンランなどシキミーモミ群集の構成

種が分布するイノデータブノキ群集がみられる。隣接

群落構成種が入りこんだ例と考えられる。茨城県では

ネズミモチ，マテバシイ，ビナンカズラがイノデータ

ブノキ群集内にみられる。

　ヤブコウジースダジイ群集の分布は，日本海沿岸で

は新潟県粕埼市および佐渡ケ島を北限とする。テイカ

カズラ，アカガシ，キヅタ，スダジイが日本海沿岸北

限域のヤブコウジ弘ダジィ群集内に分布する。モチ

ノキ，ユズリハは富山県越中宮崎で終る。太平洋岸で

はやブコゥジースダジイ群集の構成種およびシキミーモ

ミ群集の構成種が連続する。シュロは茨城県のヤブコ

ゥジースダジイ群集に分布し，シキミーモミ群集内はみ

られない。キヅタ，スダジイ，ユズリハは福島県赤岡

町まで分布し，シキミーモミ群集に連続する。ティヵ

ヵズラ，アカガシは福島県いわき市まで分布する。

　シキミーモミ群集の構成鍾であるカヤ，イヌガヤ，

モミは福島県富岡町より岩手県一ノ関市がその断片の

北限地の分庫となる。アセビ，ミヤマシキミが福島県

で分布が終っていることにより岩手県のモミ林は再度

調査し比較することを今後の課題としたい。

　種の分布を考察するとき日本海沿岸にブナクラス林

と接して生育するヒメアオキーウラジロガシ群集の構



132

～、 二

u 嘔

　　　　　　　一、．＿　　　　　　　　　　　　　　　　地域名

@　　　　　　　　＼＼　　　　　　L・cality
結堰B、燃勿　　、＼一＿＿Name　of　species（evergreen　broad－1eaved　plant　apPeared）　一．．㌦．一．｝～＿．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

違＝「ノ「マ　鳳ご訳

　黛　自

ｬ‘ 湛潔
l竃寝泊

80

タブノキ　　　　　　　Persea　thunbergh

ヤブツバキ　　　　　　　　　Camelha　japonica

キヅタ　　　　　　　　　　　　Hedera　rhombea

※ケヤキ　　　　　　　　　　　　Zelkova　Serrata

ヤブコウジ　　　　　　　　　Ardisla　japonica

ジャノヒゲ　　　　　　　　Ophiopogon　japollicus

ピサカキ・　　　　　　　　　　EUI’ya　japonica

シロダモ　　　　　　　　　Neolitsea　serlcea

※エノキ　　　　　　　　　　Celtis　sinensis　var．　japonica

ヤブラン　　　　　　　　　　Liriope　platyphylla

ベニシダ　　　　　　　Dryopteris　erythrosora

ハイイヌガヤ　　　　　　Cephalotaxus　harrillgtonia　var．　nana

オォノくノ　ィ　ノモ　1・ソ「ツ　　　　Ptel・is　cretica ∠

テイカカズラ　　　　　　　Trachelospermum　asiatlcum　var．　intermedium

トベラ　　　　　　　　Pittosporum　tobira

．スダジイ　　　　　　　　　　　Castanopsis　cuspida松var．　sieboldii

ヤフ“二・ソケイ　　　　　　　　Cirmamomum　laPonlcum

シュロ　　　　　　　　　　　TrachycarPUs　fortunei

オモト　　　　　　　　Rohdea　jaPonica
シキミ　　　　　　　　　　　Illicium　religiOSU！n

．イヌマキ　　　　　　　　POdocarpus　macrOphylluS

アセビ　　　　　　　　　　Pieris　jaPonica

ヤマイタチシダ　　　　　DryOpteris　bissetiana

シュンラン　　　　　　　　　　Cymbidium　goeringii

ネズミモチ　　　　　　　　LigUstrum　japonicun】

マテバシイ　　　　　　　　Pasania　eduliS

ビナンカズラ　　　　　　Kadsura　laponica

※夏緑広葉樹　Summergreen　broad－leaved　tree

　　　　　　　　Fig．52地域による種組成の変化（タブノキ林）

Change　in　species　cornposit三〇n　of　R～1’∫8α’1～z〃めθ㌦9ゴ～・forests　from　the　Japan　Sea

to　the　Pacific　Ocean

成増および太平洋岸側に分布するシキミーモミ群集構

成種が特異な分布を示しているDすなわち，ヒメァォ

キーウラジPガシ群集の区分種とされるヒメァォキ，

チャボガヤ，ハイイヌガヤは，本来積雪量の多い日本

海沿岸のチシマザサーブナ群団の構成種群であるが積

雪螢が多いことに伴い，ウラジロガシ林の林下にもぐ

りこんだ形になる。日本海沿岸のヒメアオキーウラジ

ロガシ群集に対し，太平洋岸のシキミーモミ群集では，

モミ，カヤ，ツガ，アセビが隣接するスズタケーブナ

群団の群落分布域の下部きこ，ヤブツバキクラス上部よ

り暢子状にかぶさった形で生育している。したがっ

て，シキミーモミ群集の構成種であるモミ，ヵヤ，ッ

ガ，アセビはヤブツバキクラスに所属する他の群集，

群落に対する区分種になるが標徴種とならない。

　Fig，52，53では，現存する常緑広葉樹林内における

主な種の分布の比較が行なわれた。個々の種の分布

は，スギ林下やブナ林，あるいはコナラ，ミズナラ林

内で，さらに北部や内陸部まで分布するものも多い。

本報で比較されているピサカキ，シロダモ，テイカカ

ズラは，日本海沿岸では山形辱訓ピ部沿岸部まで分布し

ている。テイカカズラは太平洋岸では岩手県まで分布

がみられる（勝手県植物の会，！970）。エノキは青森

県，ヤブランは山形県天童市に，さらにベニシダは秋

田県秋田市まで分布している（結城，！972；望月，

1972）。太平洋岸の常緑広葉樹林内には全く出現しな

いハイイヌガヤは，岩手県では太平洋岸の二次林内に

分布している。日本海沿岸の常緑広葉零墨林内では，ハ

イイヌガヤが新潟梁村上市が北限とされるが，個体群

の分布としては北海道まで知られている。

　ヤブッバキクラスに高常在度で生育する常緑植物の

ヤブコウジ，キヅタ，カブダチジャノヒゲ，テイカカ

ズラは広くブナクラスまで局地的に生育する。憲山県
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1」ocality
種名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
撮現する常緑卸1物
Name　of　species（evergreen　bl・oad－leaved　plant　apPeared）

ヤブコウジ

ジャ．ノヒゲ

ヤブツバキ

アオキ

テイカカズラ

アカガシ

キヅタ

．スダシ’イ

モチノキ

ユズリハ

シュロ

カヤ

イヌガヤ

モミ

キッコウハグマ

アセビ

ミヤマシキミ

Ar（hsia　japonica

Ophiopogor｝　laPonicus

CameHia　jaPonica

Aucuba　laponica

rl．㍉辱acheiospermum　asiaticum　var．　intemledlum

Quercus　acuta

Hedera　rhombea

Castanopsis　cuspidata　var．　sieboldH

IIex　integra

Dapllniphylum　macropodum

71「rachycarpus　fortunei

FI－Orreva　nucifer三夏

Cepha16taxus　harrlngtonia

Abies　flrma

Ainshaea　apiculata

Pieris　japonica

Skimmia　japonica
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　　　　　　　　　　Fig。53地域による種組成の変化（スダジイ林）

　　Change　in　species　composition　of　Cα∫診απ（吻～∫α‘5ρ～ぬ如var．5ガ8ゐoZ4だ．forests　from　the

Japan　Sea　to　the　Pacific　Ocean．

立山では海抜LOOO搬のマルバマンサクーブナ群集（ヒ

メカンァオイースギ群落）にヤブコウジが見出される

（宮脇・藤原，1976）。秋田県羽後町では，コナラ林下

にヤブコウジ，キヅタが生育しているのが調査されて

いる（望月，1980）。

　秋田県象潟町長岡ではブナ林の下にヤブツバキが被

度4と生育している地域がある。また，羅本海沿岸に

おける常緑植物の高海抜地への生育は，主として低木

や草本植物にみられる。冬季の積雪下で保温されるた

め常緑植物の生育を可能にしている。

　太平洋岸では日本海沿岸地域と異なり，ウラジロガ

シ，アカガシが単木的にブナクラス林と共存する。し

たがって常緑広葉樹林域を決定する種は少数の種によ

っては判定不可能である。常に復数の種のヤブツバキ

クラスの構成種の結びつきを追うことが常緑広葉樹林

域決定のための目安となる。


